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花に降る千の翼　人物紹介





イルアラ


タリマレイ国の第一王女。活発で頑張り屋な、太陽のような少女。恋愛にはかなり鈍感☆





エンハス


ラロヘンガ（神代の地）の住人。鳥の神の息子。幼い頃からイルアラの護衛として暮らす。





タリア


イルアラの最愛・最強の妹。神や精霊と意思を通じる能力に優れる。病弱。





ハヴィール


イルアラの武術指南兼お転婆の尻拭い役。シブい大人の色男だが、苦労性。





テミファ


軍の衛生兵。ちょこまかした天然系。独特怪奇な治療法で皆に恐れられる。





ヴァラカン


エンハスの父。ラロヘンガの半神で、鳥の王。エンハスやイルアラとは犬猿の仲。





アディエデン


人間世界とラロヘンガの狭間を漂泊する、悪戯で気まぐれなトリックスター。





トゥーラ


遭難してタリマレイに流れついた、西方の青年。イルアラと親しくなるが……。





ジンシー


エンハスの異母兄。ラロヘンガに深い恨みを持つ。宝石商として各国で暗躍する。














序　章




　埃ほこりっぽく乾かわいた大地には、まっすぐにそこを駆かける少年の姿があった。


　風になびく黒くろ髪かみは、幾いく筋すじか銀色の房ふさが混じって見える。


　繰くり返される激しい呼吸に、喉のどが嫌いやな音をたて鉄に似た臭においが鼻び腔こうを焼いた。


「やめろ!!」


　まだ幼さが残る声での叫さけびもむなしく、その頭上から大きな翼つばさを持った影かげが舞まい降りては、少年の背に切りかかる。


　その背にある黒い翼は、根元を大きく傷つけられ空へと羽ばたくことはできない。


　流れ出た血が羽根を濡ぬらし、大地に点々と染しみを落とした。


　襲おそいくる影は色や形は違ちがえど、みな同じく背に翼を持ち、手には剣けんを構える者や鋭するどい爪つめを生やしている者もいた。


　その誰だれもが、昨夜までは同じ戦せん陣じんの中でお互たがいに背を預け、敵と戦っていたはずだった。


『疫闇ダハル』と呼ばれる姿のない、悪夢そのものの敵と。


　疫えき病びようにも似たその穢けがれに侵おかされた者は、本ほん性しようを捻ねじ曲げられ狂きよう気きの果てに暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくす。瞳どう孔こうが赤く濁にごり、狂きよう騒そう状態に陥おちいってしまえば侵しん食しよくも末期だ。


　まさに今、昨日までの同どう胞ほうたちが一変し襲いかかってきたように。


「俺がわからないのか!?」


　だがその叫びにかまうことなく、剣や爪が再び空を薙なぐと襲いかかる。


　少年は蹴け爪づめに後頭部を強打され、大地に体ごと打ちつけられた。


　痛みに気が遠のいたが、ぬらりと額に流れ出した熱い血に、かろうじて意識をつなぎとめる。


　赤くどろりと濁った目に見おろされると、長剣の切っ先が喉のど元もとに突つきつけられた。





　剣を握にぎる鳶とび色いろの髪をした青年は、部隊の配属初日にいきなり人の襟えり首くびを捕つかまえて、話しかけてきた男だった。


「なぁ、お前ヴァラカン様の血筋だろ？　雷いかずちが使えるってほんとなのか？」


「……そうだけど」


「なんだ、辛しん気き臭くさいガキだな～。この部隊にゃ、雷小こ僧ぞうがいるって聞いて楽しみにしてきたんだぜ？　今度俺が剣を教えてやるよ、風に雷ときて剣技もつきゃ恐こわいものなしだろ！」


　そういって笑うと、腕うでを伸のばし乱暴に頭を撫なでてきた。


「触さわるな！」


　少年は驚おどろいて男の手を振ふり払はらう。今まで周囲の大人は、自分の背後にある血筋や家いえ柄がらのせいか、腫はれ物にさわるように遠巻きにしているだけで、親しげに話しかけられることなど皆かい無むだった。それだけに、まるきり自分を子供扱あつかいする青年の、無礼な振る舞いと物言いには、驚いたしあっけにもとられた。


　しかし必死の抵てい抗こうもむなしく、翌日から青年は自分にかまいつづけた。慣れてしまえば、それは微び妙みように心地ここちよくもあった。青年は自らが持つ剣の腕と同じく、素す早ばやく間合いを詰つめてきて、気がつけば一いつ緒しよにいることが増えた。


　二人はこの遠えん征せいが終われば、剣の稽けい古こを始める約束をした。





　そしていま、目の前に立ちはだかる男が、同じ人物であることを少年はどうしても信じたくなかった。


　笑うと少し尖とがった歯がのぞく彼の笑えみは、今やひどくいびつに歪ゆがんでいる。


「キキギィィィ────……──…──ィィ！！！」


　食いしばりすぎた唇くちびるの端はしから血を流し、まともに言葉を操あやつることもできない。そのありさまは、狂気以外のなにものでもなかった。


　何度も繰り返し叩たたき込まれた、戦場での鉄則が頭をよぎる。





『疫闇ダハルに侵されし者は滅めつせよ。


　救いはない。手た向むける慈じ悲ひは、その存在の消滅のみと知れ』





　剣が頭上で風音を立てるのを、少年は後ろへ転がるようにして避よけた。


　そのまま踵かかとの蹴爪が大地を削けずるにまかせて、足を踏ふみしめ両腕を空に突き出す。


　萎なえた翼を力まかせに動かせば、大きくつむじ風がおこり、全すべてを巻きあげる暴風がうずまいた。


　すさまじい風の中、爆はぜるような音と共に放電が起き、巨きよ大だいな雷の柱が紡つむぎあげられていく。


　突とつ然ぜん巻きおこった竜たつ巻まきに、目の前の青年はあっけなく吹ふき飛ばされた。


　後続の同胞たちをも暴風は次々と襲う。


　──小僧なんていって悪かった。すごいなお前の雷、ちょっと格好良かったぞ。


　昨晩、戦せん闘とうのあとにかけられた青年の明るい声が耳に甦よみがえり、少年はふり絞しぼるように叫んだ。


「どうして!?　約束、したのにっ……」


　悲鳴のような叫びも、すさまじい轟ごう音おんに呑のまれて消えた。


　風は雷の刃やいばをはらんだ凶きよう風ふうと化し、巻き込んだものを端から血肉の断だん片ぺんへと変えていく。


　嵐あらしの軸じくになっている少年は、翼をひきちぎられるような痛みにさらされながら、ただひたすら力を振るいつづけた。


　誰かの手を離はなれた得物が勢いよく飛び、額の右端をかすめる。


「何が救いだ…………殺しただけだ」


　真っ赤に染まりゆく視界の中で、少年は小さくつぶやき意識を手放した。














１　海より来しは……




『議会招集状　イルアラ・サリアム　様


　シェイバル十の月の総議会詳しよう細さいをお知らせいたします────』


　部屋に届けられた書状に目を通していた人ひと影かげは、拳こぶしを握り歓かん声せいをあげた。


　堅かた苦くるしい文字が書き連ねられた書状に大喜びしているのは、タリマレイ国第一王女のイルアラだ。その琥こ珀はくの瞳ひとみは喜びに輝かがやき、何度も書状の文字をなぞりなおした。


　嬉うれしさのあまり部屋を飛び出したイルアラは、この知らせを一番聞いて欲しい人物の部屋へと駆け込んだ。


「エンハス！　聞いてとうとう招集状が……エンハス？」


　だが、普ふ段だんならとうに目を覚ましているだろう時間に、部屋の主はどうやらまだ寝しん台だいの中らしい。


「エンハスどうしたの？　具合でも悪いの？」


　掛かけ布の端からは、銀色の房が混じった艶つやのある黒髪がのぞいているだけだ。


　出会ってから四年。ほぼ毎日を一緒に過ごしている青年は、それほど寝ね起おきは悪くなかったはずだ。不安になったイルアラは、熱を測ろうと手を伸ばしたが、手首を引かれそのまま寝台に倒たおれ込んだ。


「ちょっと!?　エンハスふざけないでよ。離しなさい、重たいってば!!」


　これが本当に悪ふざけなら、とうに一発お見舞いしているところだが、本人はどうやら起きてはいないらしい。しがみつくように伸ばされた腕に捕まる。


　黒い瞳がわずかにのぞきイルアラを認めると、ほっとしたように閉とざされた。


「良……った……無事で。間に……合った」


　エンハスは、イルアラの腰こしに腕をまわし小さく息をつくと、再び眠ねむりに落ちてしまった。


　二月ほど前、隣りん国ごくを訪問した際にイルアラはエンハスに大変な迷めい惑わくと心配をかけた。


　それだけに悪夢にうなされている青年に、申し訳ないような気持ちになる。


　しがみついて離れない両腕に、イルアラは抵抗を諦あきらめて膝ひざを貸してやった。


「大だい丈じよう夫ぶよ、ここにいるから。それにしても……なんでこんな時間まで熟じゆく睡すいしてるの？」


　疑問に思いつつエンハスの上掛けを直してやる。


　はみ出した足の踵には、人にはない鳥の蹴爪に似た突とつ起きがあった。


　褐かつ色しよくの肌はだを持つしなやかな体たい軀くの青年は、ラロヘンガ神代の国の鳥の王ヴァラカンの九番目の息子むすこだ。


　黒く澄すんだまっすぐな瞳と、若い猛もう禽きんを思わせる凛り々りしい風ふう貌ぼうをしているが、こうして眠っていると子供っぽくも見える。


　エンハスの寝顔に出会った頃ころを思い出して、イルアラは懐なつかしい気持ちになった。


　あの頃は遊び疲つかれると、木こ陰かげの下二人で眠り込んでしまうこともあった。


　窓辺から入る朝の風と日差しはやわらかで心地がよく、穏おだやかな時間にイルアラの瞳はとろりと閉じていく。





　夢うつつにうなされていたエンハスは、覚かく醒せいする意識に体がついてこずに驚いた。


　──うん？　なんか……体が熱くて動かな……い？　それに……何かやわらかいものが。


　うっすらと開いた視界に、明るい金色の光が見える。自分の体にのしかかる、ふんにゃりとしたものの正体に気づいたエンハスは目を見開いた。


「……イルアラ!?　なにが……なんで???」


　どうやら自分の頭は、イルアラの膝に乗っているらしい。


　まぶしく見えたのはイルアラの波打つ金の髪かみだ。エンハスの頭を膝に乗せたまま、その上に覆おおいかぶさるようにイルアラは眠り込んでいるようだった。


　女性らしい曲線を持つ体を包むのは、姫ひめ君ぎみとしてはあり得ないほど切り込みが深い縫ほう製せいの白のサーレだ。動きやすさを優先した結果だが、腕や足がむき出しにもなりかねない。


　頰ほおに触ふれる柔やわらかな感かん触しよくとイルアラの寝顔に、エンハスはどぎまぎしつつもこの上なく幸せになった。


「起きるの……やめた」


　イルアラの膝ひざ枕まくらという僥ぎよう倖こうにあやかりつつ、どうやら自分も枕にされているようだったが、思わず声をひそめる。


　途と端たんに、ガクンと視界が揺ゆれて放ほうり出された。


「……ん、やだ！　二度寝した!?　エンハス、大変よ！　朝ごはん食べはぐれるわ」


　イルアラが飛び起きたはずみでエンハスは膝から転がり落ち、幸せなひと時は瞬しゆん時じに終わってしまった。





「まったく……普ふ通つうに起こしてくれよ」


　回かい廊ろうを連れ添そって歩きながら、頭をさすりつつ欠伸あくびをすると、イルアラが申し訳なさそうに顔をあげた。


「落としちゃったのは悪かったわ。まさかつられてうたた寝しちゃうと思わなくて。それにしても、なんでこんなに寝ね坊ぼうしてるの？　ひょっとして……夢見が悪かったりしてる？　夜眠れてないの？」


　妙みように心配そうな視線で問いかけられ、エンハスは慌あわててつけくわえた。


「いや。何でかな……別に、具合が悪いとかじゃないから」


「そう？……なら、いいけど。でもエンハスってここに来た頃も……」


「ここに来た頃？」


「……うぅん、なんでもない。夢見が悪かったり、眠れなかったらいってね。あ、そうだ見て！　とうとうこれが届いたの」


　眠れないことを訴うつたえたら、何をしてくれるのだろうかとエンハスは激しく気になったが、イルアラが嬉しそうに広げて見せた物が、議会への招集状だとわかり驚おどろく。


「やったな！　バラーバルでの一件が効いたのかも。良かったな、イルアラ」


　二月前にイルアラは、長らくつづいていた地じ震しんや隣国の不ふ穏おんな動きを探さぐるため、南方ピリネア大陸最南端に位置する大国バラーバルへと乗り込んだ。


　周囲の助力もあり、金鉱脈にまつわる不穏な火山活動の原因を突つき止め、被ひ害がいを最小限にとどめることができた。


　さらにバラーバル新国王による、タリマレイ国の港を狙ねらった動きにも釘くぎを刺さし、不ふ可か侵しん条約を取りつけるという大役を果たして帰国したのだ。


　イルアラがここ数年来、王位継けい承しよう者しやであるにもかかわらず議会への参加が許されないことに、悩なやんできたことは知っている。この招集状がどれほどの意味を持つかがわかるだけに、エンハスも心から祝いたい気分だった。


「エンハスにも、すごく助けてもらっちゃったけど。ほんと……やっとね」


　イルアラは再び書状を眺ながめて、誇ほこらしげに笑って見せた。





　議会当日。燻いぶしたシュロの葉を葺ふいた天てん井じようを持つ広間は、色の濃こいどっしりとした柱で構成されており壁へき面めんがない。タリマレイ国は熱帯の気候を持つため、大勢人が集まる広間や舞ぶ台たいは風通しを考こう慮りよした建築がなされている。


　またこの国は、南海の北から南にかけて珊さん瑚ごの地じ盤ばんを持つ島々が、十三もの環礁アトールとなり散らばる離り島とう国家でもあった。そのため、各島では代表者となるカティーブ島長を島民から選び、議会に参加することになっている。


　長く伸のびた領地を効率よく治めるため、島ごとの役割を明確にすることで機能的にまとめられてきた。絶対王政を敷しくことなく、島長カテイーブたちの参加する議会を通さなければ国に関かかわる議題がまとまることはない。


　王室と議会が国政の主しゆ軸じくとなり、その下に貿易や財務、国民管理や国境警備、衛生管理を担になう省がそれぞれおかれていた。


　さらに王室と議会に対しての諮し問もん機関として、人事院が存在する。


　王室と議会から選ばれた幾いく人にんかで構成される人事院は、各省に関することから、王室内部に至る細かな事こと柄がらにおいてまで、強力な発言権を持つ存在でもあった。


　イルアラが初めて踏ふみ入れた議会の場には、すでに十名近い島長たちが集まっていた。


　めいめいが敷しき布ふを重ねた上に腰を下ろし、雑談を交かわしている。


　だが、広間に現れたイルアラを見た途端、ふいに会話が途と絶だえた。


　シン……と、静まり返った広間に、妙に緊きん張ちようした空気が流れるのがわかった。


　イルアラは王家に連なる証あかしともいえる、神々と意思や感情を通じるナドゥル能力を持たない初めての王女だ。国の加護をつかさどる能力ナドウルがないことで、自分が微び妙みような立場にいることはわかっている。


　イルアラは、毅き然ぜんと顔をあげると、注がれる不ふ愉ゆ快かいな視線に意識を向けないようにした。


　──今日は議会から、正式に招集を受けてここへきたんだもの。何も恥はじることはないはずよ。


　しかし周囲の視線は刺とげ々とげしいものばかりでなく、好こう奇き心を帯びたものも感じられる。


　幾人かはまるで珍ちん獣じゆうを見るような、しかもどこか怯おびえを含ふくんだ目で自分を見ていることにイルアラは気がついた。


　──一体なんなの!?　私なにかやっちゃってる!?　今日は侍じ女じよのナスリーナに見立ててもらって衣い装しようもきちんとしてきたし……議会の日付だって確かく認にんして……


　思わず口を開きかけたところに、島長カテイーブの一人マティア・センが国王ファラーサを伴ともなって入室してきた。広間の島長たちもそれぞれの席へと落ち着き始める。


　マティアは神経質な学者めいた空気を持つ、山羊やぎのような髭ひげを蓄たくわえた男だ。


　年ねん齢れいも六十代に届こうかという頃であり、毅然とした態度と有能さで周囲に一目置かれていた。


　さらに、人事院の長を務め、この議会においては議長の役割も担っている。


　広間の誰だれもがマティアとイルアラを交こう互ごに眺めだし、ますますイルアラは困こん惑わくしたが、マティアは落ち着いたようすで議長の席についた。


「全員揃そろわれましたな。これより十の月シエイバルの総議会を執とり行う」


　議長の存在が加わっただけで、先ほどまでのざわついた空気は一変して国政の場に変わる。


　国王に手招きされ、イルアラは父であるファラーサの後ろに腰を下ろした。


　広間の端はしにいる島長から順に月次報告が始まった。


　タリマレイにおいて、最も大きな漁村があるヴィルリーフ島の島長カテイーブから、海水の急激な温度上じよう昇しようの緩かん和わと、珊瑚の白化現象への対応策について語られると、その発言を引き継つぐような形で、議長席からマティアが立ち上がる。


　いつも厳しい表情を崩くずさない彼が、珍めずらしく笑えみを浮うかべていた。


「皆みなも知っていることとは思うが、先のバラーバル国における祝賀の招待において、イルアラ様は大きな成果をあげられた。無論、数々の無茶やお怪け我がをされたことについては、今後くれぐれも謹つつしんでいただきたいものだが……」


　言葉を切ったマティアに、ちらりと視線を向けられる。


「まぁ、方法はどうあれ、数々の不安要素について成果を持ち帰られたことは誠に素す晴ばらしい」


　苦手なマティアに正面から褒ほめられ、イルアラは照れくさいような薄うす気き味み悪いような気持ちで振ふり返った父と笑みを交わした。


　マティアは常に多た忙ぼうな身であるにもかかわらず、時間を作ってはイルアラに講義をすることもある。『貴方あなたさまを一人前にするまで、議会にはお呼びいたしませぬ』を口くち癖ぐせに大量の課題を与あたえてくれる、手厳しい教育係の一人なのだ。


　それを思うと、議会の招集状や先ほどの発言は、普段のマティアからは考えられないものでもあり、素直に受け取りづらかった。


「イルアラ様が、晴れて議会へ加わられるということも喜ばしい。さらに、王族としての重責を果たすにも相応ふさわしい頃ころかと、人事院でも意見がまとまりました」


　だが、マティアがそう発言した途端、父の顔がこわばり不自然に姿勢を戻もどすのにイルアラは首をかしげた。マティアの弁べん舌ぜつはつづく。


「つきましては、ルリガダ国の第二王子であらせられる、スラト・イスティハール様が見合いのため来訪されますことを、ここにご報告いたしたい」


　議長の重々しくも有無を言わせぬ発言に、誰もが不安そうな声でささやきイルアラに視線を向ける。


　周囲の一いつ斉せいの注目に、イルアラはきょとんとしたあと、マティアと周囲の顔を眺めた。







──私が議会に参加できて……一人前の王女として果たす王族の務め……？






まって、その前に今『見合い』って言わなかった!?







　マティアは笑みを浮かべたまま、討議の回答を求める調子でイルアラに尋たずねた。


「イルアラ様、お美しくなられましたな。御おん年としいくつになられましたかな？」


「……十六歳です」


「では、もう立派に殿との方がたと連れ添えるお年ですな。先ほど申し上げたルリガダ国では、すでに王子は出国され今頃は海の上です。どうぞ、イルアラ様もご自身に磨みがきをかけて、王子をお迎むかえいただきたい」


「……まって！　ちょっと待って！」


　あまりに突とつ然ぜんの事態に動転したイルアラは、ここが議会の場であることも忘れて、マティアに食ってかかった。


「どうして突然見合いの話になるの!?　そんな話、全然聞いてないわ」


「初耳でございましょうな、今初めてお話しいたしましたところです」


　マティアは落ち着いたようすで、白いひげを穏おだやかに撫なでうなずく。


「……ようやく招集状をもらえたと思ったら、初めからそういうつもりだったのね！」


　人事院で取りまとめた見合いの話を、自分を議会に参加させた上で、決定事じ項こうとして通達するという方法に、イルアラは猛もう然ぜんと腹を立てた。


「イルアラ様。王族の婚こん姻いんは国に対しての義務でございます。とくにわが国は事情も特とく殊しゆにございます。このたび話にあがったルリガダ国といえば、西方ジラート大陸において大国スロワネアに対たい抗こうできる武力と文化を持つ、伝統のある国。加えて第二王子のスラト様といえば、十六歳という若さで『剣けん聖せい』の称しよう号ごうをお持ちの武勇を誇る王子にございますよ。イルアラ様とも同じ年でございますな。絵姿もございますがご覧になられますか？」


『王族の義務』を盾たてに、煙けむにまこうとでもいうのか、情報を並べ立てるマティアに口を挟はさむ隙すきもない。


　肩かたを怒いからせるイルアラを見て、マティアははたと気づいたように手を打った。


「おぉ、そういえば、イルアラ様の絵姿も早々に取らねばなりませぬな。貴方さまときたら、幼い頃からちっともじっとしておられないせいで、年頃にもかかわらず一枚の絵姿もないときている……まったく情けのうございますぞ」


　それを聞いた途と端たん、周囲から小さくしのび笑いが漏もれ、イルアラはとうとう怒りを抑おさえられなくなった。


「結構よ!!　とにかくそんなに一方的な話には従えないわ」


　だがマティアは「姫ひめ様のわがままには苦労させられる」とばかりに大おお仰ぎようにため息をついて見せた。


「よろしいですか、貴方さまの父君が王おう妃ひに求婚なされたのは、御年十五歳のときであらせられました。そもそもサリアム王家は早婚が習いでございます。王族の婚姻は義務であり、お相手もわが国の条件からしてもったいないほどのお方であられますぞ」


「何か問題が？」と言いたげなマティアは、これ以上は時間の無む駄だとばかりに、次の議題を読み上げ始めた。


　イルアラは仕方なく口をつぐんだが、もちろん胸中は煮にえくり返っていた。


　だが、ここで怒りに任せて退席すれば、それこそマティアの思おも惑わく通りのようで腹立たしい。


　さらにいくつかの決定事項が伝えられ、次回の議会までに各省ごとに議題を提出するよう指示がでると、議会はおひらきとなった。


　侍女たちが酒しゆ肴こうを運びはじめ、島長カテイーブたちはそのまま宴えん席せきに残るものも多い中、イルアラは、足取りも荒あらく部屋を後にした。





　王宮でも奥まった位置にある、深い緑に包まれた離はなれに姫君たちの住居はあった。


　タリマレイ国の建築物は、壁へき面めんに珊さん瑚ごを砕くだいたものが混ぜられるため、真っ白なすがしい姿をしている。中でもとりわけ花の色どりが美しい庭を持つのが、第二王女タリアの部屋だ。


「……こんなやり方……あんまりひどいと思わない!?」


　普ふ段だんは静かなこの部屋から、珍しく話し声があがっていた。


　声の主であるイルアラは、話すうちに再び怒りが甦よみがえってしまったらしい。


　それを宥なだめるように、細い手が紅茶キルサイを差し出した。


「はい、姉さま。部屋の入り口で仁に王おう立ちになられた理由は、よくわかりましたわ」


　艶つややかな黒くろ髪かみを背に流した少女は、イルアラとは二つ違ちがいの妹姫であるタリアだ。


　華きや奢しやな体を包む浅い緑色のヴェールが揺ゆれ、沿そうように髪が流れる。鮮あざやかな青い瞳ひとみは長いまつ毛に縁ふち取どられ、遠くからでも人目を惹ひく。


　誰もがチェリッド精霊やリーティ美の女神のようだと称たたえるタリアは、まるでこの世の者とは思えない空気をまとっていた。その身には王家に現れる、精霊や神々と通じる特殊な力を受け継いでいる。


　タリマレイ国の王族は『ナドゥル感応の力』と呼ばれる特殊な力を継けい承しようすることで、神々と意思を通じ、神代の国ラロヘンガからさまざまな加護を受けてきた。タリアの持つその力はあまりに強く、現国王であるファラーサをも凌しのぐといわれていた。


　だが、それだけに体にかかる負担も大きく、幼い頃から臥ふせりがちなため、生活の大半を屋内で送ることを余よ儀ぎなくされてきた。


　イルアラは手にした器うつわから立ちのぼる、紅茶キルサイの香かおりに我に返ると立ちあがった。


「あ！　ごめんね私ったら。突然押しかけるなんて……タリア、体は大だい丈じよう夫ぶなの？　熱は？　私また出直すから！」


　体の弱い妹は休んでいることも多いため、普段は部屋を訪ねることも慎つつしんでいたイルアラは慌あわてた。一人でうろたえて退室しようとする姉にタリアは苦く笑しようすると、やさしくイルアラの手の甲こうを包み言い聞かせる。


「落ち着いて姉さま。私なら大丈夫ですわ」


　姉と対照的な妹は、大人びた容よう貌ぼうで落ち着きがあった。体が小こ柄がらなことをのぞけば、一体どちらが姉で妹なのかわからない。外見までも対ついのような姉し妹まいは、姉のイルアラが陽姫、妹のタリアは星姫となぞらえられることも多かった。


「それにしても、見合いだなんて。先方も何を考えて申し込まれたのかしら？」


　タリアの問いにイルアラも深くうなずく。


「そうなの、私との見合いとなれば婿むこ養よう子しが前提でしょう？　どうもマティアの話だと、二年前に一度こちらから見合いを申し入れたことがあるみたいだけど、即そつ刻こく断られたらしいわ」


　タリアがいぶかしむように目を伏ふせると、頰ほおにまつ毛の影かげが落ちる。


「でしたら、なおさらおかしな話ですわね。先方はどうして、今さら見合いを受ける気になったのかしら。それに他国との婚姻にマティアが乗り気だなんて……」


「しかも、先方はもう出国しているはずだからって押し切られたわ。……父上はどうして止めなかったのかしら……マティアのやり方はどうにも強ごう引いんに思えるんだけど」


　あまりに独断的な決定に、反論しきれなかった自分がふがいなくイルアラは苦い息を吐はく。


　タリアは物思いから顔をあげると、マティアの経歴をつらつらと語り始めた。


「マティア・セン。今年で五十八歳だったかしら。十三の頃から王宮にあがって、先王だったお祖母ばあさまの側近を務め上げましたわ。それ以後は父さまの後見人も務めてきた。セン家の中でも献けん身しん的にサリアム王家に仕えてくれた、重臣中の重臣ですわ。それだけに父さまも、マティアには強くでられないでしょうね。彼は私的な野心家ではないようですけど……ひとつ変わっているといえば、これほどの家いえ柄がらと経歴の人物にしては、珍めずらしく夫人を迎えていないことがありますわ。それも一部の噂うわさでは、お祖母さまの側そばつきで人並み以上に苦労を重ねて婚期を逃のがしたとも言われています。姉さまが次期国王となれば女王ですもの。それでマティアは余計に気を回している……のかしら？」


　まるで目の前に身上書でもあるかのように、淀よどみなくマティアの経歴を並べ上げたタリアにイルアラは啞あ然ぜんとした。


「タリア……どうしてそんなにマティアに詳くわしいの？」


　タリアは悪戯いたずらめいて、愛らしく笑えむ。


「ふふ、秘密、ですわ」


　背後の庭に吹ふく風が強さを増すと、怯おびえたように小鳥が飛び立った。


　タリアの情じよう報ほう網もうはイルアラを中心に構成されている。姉の周囲にいる人物はすべからく注意を払はらう存在であり、相応ふさわしくないと感じることがあれば徹てつ底てい排はい除じよが方針だ。


　そのためなら能力ナドウルを行使し、いかなる手段に訴うつたえても構わないとさえ考えている。木々をはじめ鳥や昆こん虫ちゆう、あらゆる生物の気配を借りれば、自らが動かずとも確かな目や耳となる。


　妹の不ふ穏おんな愛情もつゆ知らず、イルアラは驚おどろいていた。


「それにしてもマティアったら、人にあれだけ婚こん儀ぎは義務だとかいっておいて、自分は独身だったのね」


　思えばマティアから妻子の話を聞いたことはなかった。


　まさか祖母が関係していたとは知らず、イルアラはマティアの新たな一面に驚く。


「お祖母さまって、やっぱりすごい人だったのかしら。タリマレイの港をここまで大きくしたのは、先王の功績だって聞いてるし憧あこがれてたんだけど。でもあのマティアが振ふり回されるなんて……」


　どんな女じよ傑けつなのかと想像すると言葉もない。二人の姉妹にとって、祖母の噂は数多く聞くことはあれど、その姿は幼い頃ころに見た霊れい廟びようの肖しよう像ぞう画がでしか知らなかった。


　タリマレイ国では、人は死を迎むかえるとその亡なき骸がらは海へと葬ほうむられる。


　海の底には死者の国スフアルゲがあり、


〈　──人は死を迎え海に還かえり、命もまた海よりくる──　〉


　そう信じられているこの国では、王宮の霊廟においても代々王家を支えてきた王族たちの肖像画が並んでいるだけだ。


　サリアム王家、初代女王であるリリオラ・サリアムから始まる肖像画が並ぶ中、最も端はしにある新しい額がく縁ぶちの中で『タリマレイ国二十二代女王フォニベリィ・サリアム』その人は微笑ほほえんでいる。


　蜜みつ色の肌はだを持ち艶のある黒髪を波打たせ、迫はく力りよくがあるといっていいほどの美び貌ぼうの女王は、豪ごう奢しやな衣い装しようや装身具をつけてなお、彼女自身の放つ輝かがやきや瑞みず々みずしさが強く感じられ、圧あつ倒とう的な存在感だった。


　またフォニベリィは、我が子であるファラーサが五歳を迎えた年に退位出しゆつ奔ぽんしたことでも有名だ。それほど破は天てん荒こうな女王の補ほ佐さを務めたマティアの苦労は、確かに相当なものだろう。


　同じく祖母のことを思い出したらしいタリアは口を開いた。


「お祖母さまは、噂が海を渡わたるほど無茶の多いお人だったそうだから、マティアは何度も憤ふん死ししそうになっていたって、年配の侍じ女じよたちがいまだに笑い話にしてますもの。マティアにしてみれば今回のことは先手必勝のつもりかしら？」


「でも、納なつ得とくできないことがあるの。お祖父じいさまが夫として迎えられる時には、大変な反対があったって聞いてる。タリマレイ代々国王の結婚相手も、お祖父さま以外、他国からこの国へ迎えられた者はいないわ。それなのに、どうして私は他国へ打だ診しんしてまで見合いを？　答えはこれしかないでしょう」


　イルアラは思わず手のひらを握にぎりしめた。そこには、青い染せん料りようで彫ほりこまれた文様フスと呼ばれる太陽花が咲さいている。


　それはイルアラが、王族として必要な力を受け継つがなかったという証あかしでもあった。


　能力ナドウルを持たない王女に少しでも助けになればと、ラロヘンガ神代の国の賢けん者じやローリッジにより授さずけられたささやかな祝福だ。


　これまでサリアム王家は、その身に受け継がれる特とく殊しゆな能力のため、代々短命を宿命としてきた。そうした中で女王が立った場合、その人亡なきあと他国から夫を迎えていれば、背後にある力関係によって、何かと不安要素が多くなる。


　そういった懸け念ねんから、タリマレイ国の王族は同国内の人間との婚儀を習いとしてきた。


　それだけに、初めて他国の男性を夫に迎えた祖母の婚儀は、大変だったと聞かされている。


　またマティアも苦労した一人だったのだろう。


　その彼が率そつ先せんして従来のやり方をひるがえした理由はひとつ。


「マティアは、姉さまに後ろ盾だてをつけようと考えているのかも……」


　タリアがつぶやく通り、能力ナドウルのないイルアラは、確かに体調には何の支障もなく、むしろ元気が過ぎると言われているほどだ。


　マティアとしては、長くタリマレイを導いてきた力を持たないイルアラに政治力をつけるため、力ちから添ぞえとなる外部との婚こん姻いんを望んだのかもしれない。


　イルアラ自身、自らが至らないことには自覚がある。できることなら何でもしようと努力してきた。


「……あぁ、やっぱり駄だ目め！　マティアのいうことも当たり前だってわかってるの……でも」


　イルアラは髪かみをかき乱すと、頭を抱かかえ込んだ。


「今はまだ駄目。お祖母さまを見習って港のことをもっと知りたいし、漁場や養よう殖しよく施し設せつのことも学びたいの。タリマレイが他国と対等な力を保とうと思ったら、経済力をつけるしかないんだもの。まだまだやることは山積みなのに、周りも見えないまま流されるのは嫌いやなの。こんな王女の夫にだなんて、相手の王子にだって迷めい惑わくな話よ」


　タリアは、励はげますようにイルアラの背をやさしく撫なでた。


「姉さま、今回のお話はあくまで見合いですもの。お断わりすることだって可能なはずですわ。先方がごねるようなことがあれば、私も考えがないではありませんもの……えぇ、いざとなれば…………船ごと消えていただければ……」


　語ご尾びはささやくような声にまぎれたが、タリアの目は混じりけなしの本気である。


　だが、妹の恐おそるべき計画に気づかない姉は、眉まゆをハの字に開くと情けない声を出した。


「そっか、顔合わせって考えればいいのよね。……確かに見合いそのものも問題なんだけど、なんていうか私……王族だから結婚も義務の一つだって、当たり前のことがすっかり頭から抜ぬけてたの！　情けないっていうか……もぅ」


　最も根本的なところで、実は自分自身にショックを受けていたのだと、妹に打ち明ける。


「あら、姉さまったら」


　妹は相変わらずの姉のぬけっぷりに微笑んだ。そしてふいに、姉の側にいる青年のことを思い出したらしかった。


「このことは、エンハスに相談しましたの？」


「してないわよ？　会議が終わってここへ直行しちゃったもの。議会に参加できるってエンハスも喜んでくれてたのに、また心配かけたくないし」


　なぜ『エンハスに相談』なのか、まるきりわかっていないようすの姉に、最も近しい位置にいるはずの青年が、相変わらず報むくわれないようすであることがわかったのか、タリアは「情けないですわね」とつぶやく。


「いざとなれば私も力をお貸ししますわ。必要とあらば、マティアの弱みの三つや四つ、すぐにでも探さぐり出してご覧にいれますわよ？」


　タリアは美少女と誉ほまれ高い美貌に、清らかに黒いという不思議な笑みを浮うかべて見せた。


「ま、まってタリア。大だい丈じよう夫ぶだから！　私もようすを見てみるし、お願いだからこんなことで能力ナドウルを使ったりしないで～!!」


　妹の体力をいたずらに消費させたくはないと、慌あわてるイルアラにタリアはにっこりと微笑んだ。


「まぁ、こんなことではありませんわ。姉さまのためでしたら私、何も惜おしむものなどありませんのよ？」














２　夜の来訪者




　夜半、月が中天を越こえると、木こ影かげはより濃のう密みつさを増す。


　自分の知らぬところで、イルアラに大変な事態が起こっているとも知らず、エンハスは王宮の外がい壁へきを出て木々の中を歩いていた。


　こうした夜半の見回りも、能力ナドウルを持たないイルアラの警護の一いつ環かんだった。


　イルアラに、近づこうとするもの自体が人ではないため、王宮の警護はあてにできないのだ。


　半神を両親に持つエンハスは、精霊チエリツドと比べれば格段に上位の存在となる。


　ラロヘンガ神代の国では、火・水・土・風をつかさどる四大神を頂点に、それに連なる肉体を持つ存在である半神、さらに下位属性となる精霊チエリツドが存在する。また人界においては、精霊に近い存在として長い刻ときを経た生き物や岩などの自然物も、ラロヘンガの者と通じる存在となった。


　エンハスもしばらくはここにいるだけで、精霊たちを圧倒してきたが、近ちか頃ごろでは性質たちの悪いものがうろつくことも増えていた。


　見回りの回数を増やし、範はん囲いを広げたのもそのためだ。


　タリマレイ国に加護をもたらしているラロヘンガだが、何百年にわたる『疫闇ダハル』の侵しん食しよくに、今や四大神に連なる眷けん属ぞくや精霊たちも病やんでいくものが多い。


　さらに疫闇が徐じよ々じよにではあるが、人界に流れ込んできているのも事実だ。


　疫闇ダハルを宿した精霊チエリツドや半神が人の世界へ渡わたることで、汚お染せんは拡大しつつあった。


　そしてタリマレイは、ラロヘンガに最も近いといわれる国だからこそ影えい響きようも大きい。


　これまで代々の王が、神の島と呼ばれるミリヒ島へ渡り儀ぎ式しきを行うことで、護まもりの強化を図ってきたが、今やそれを上回る勢いで疫闇の侵食が進みつつあるのかもしれなかった。


　ふいに周囲の木々が強い風にあおられ、突とつ風ぷうが木の葉を散らした。


　エンハスは腰こしを低く構え周囲を見渡す。


　その影を囲むように、頭上からパンの実ほどの物体が落下した。


　ドスリ、と重たげな音を立て砂地にめり込んだ、痘痕あばたのある灰色の物体は、震ふるえるように蠢うごめくと、異様に細い手足を持ち腹部が突つき出た姿になる。


「ゴーシオか」


　そう呼ばれる彼かれ等らは、本来深い茂しげみの間から人を転ばせたり、荷物を失なくさせたり逆に失うせ物を出してくれたりする小さな精霊だ。


　決して悪意そのものの存在ではない彼等が、今や小さな赤い目をむき出して、鋭するどい爪つめでエンハスをひき裂さこうと近づいてくる。その身は疫闇に蝕むしばまれていた。


「ギィィ、ギィッッ」


　濁にごった鳴き声を立てて、大きな頭が裂けんばかりに口を開き飛び掛かかってくる。


　エンハスは右手を振ふると、その手に大きな光を出現させた。


　雷いかずちを凝ぎよう縮しゆくさせた青白い光は、とがった放物線を描えがき火花を散らす。


　放たれた光球はゴーシオにぶつかると、爆はぜるような音を立てた。


　破は片へんとなったゴーシオは、次々と地面に落ちそのまま燃え始める。


　問題はそれらを消したあとの光球のほうだった。威い力りよくを失わないまま、背後にあった木の幹に激げき突とつし、へし折るや倒たおしてしまう。


　残るゴーシオに放った光球の一つは、何とか自らの手に収めたものの、あとの二つは同じく木を燃やし、周囲の植物を灰に変えた。


「あー……っ、またやった！　結局肉にく弾だん戦しかないのかよ」


　エンハスはつぶやくと、髪をいらだたしげにかきまわす。


　かねてから頭を悩なやませている問題。


　それは、半神としての力をふるうことで、周囲に及およぼす被ひ害がいの大きさだった。


　力を最小限にと心がけても、相手によっては力が相そう殺さいされずに被害がでる。


　エンハス自身、この美しい島を愛しているだけに、あまり歓かん迎げいできる事態ではない。


「やっぱり、剣けんの稽けい古こをハヴィールとつづけるしかない、か」


　極力大きな力を使わないためにも、剣を媒ばい介かいにできたらと、エンハスはハヴィールに稽古を申し入れたのだ。


　日ひ頃ごろイルアラの鍛たん錬れんを見ているだけに、ハヴィールの鬼おに教官ぶりは知ってはいたが、その容よう赦しやのなさはすでに稽古の域を超こえている。


　今も右みぎ腕うでに残る打だ撲ぼくの痕こん跡せきに、エンハスは顔をしかめた。


「それでまともに振ってるつもりか！」怒ど声せいを放ち、踏ふみ込んでくるハヴィールの気き迫はくに、エンハスはついはずみで放電してしまった。ハヴィールに軽く火傷やけどを負わせてしまったあとの稽古が、さらに鬼き気き迫せまったことは言うまでもない。


「わざとじゃないって謝ったのに。剣の稽古も……あいつとやってたら、また違ちがったかな」


　幼い頃、自分に剣を教えてやるといった青年を思い出したが、記き憶おくにある笑え顔がおは赤い瞳ひとみにとって変わると無残に歪ゆがむ。


　──もう、考えないと決めたはずだ。部隊を持たず、一人で戦場にでたときから。疫闇ダハルに染まったものは、全すべて殺してきた。それは……これからも変わらない。


　だが、焼き払はらったゴーシオの一匹ぴきが、力なく蠢きながら転がっていこうとする地面に、覚えのある不ふ吉きつなものを見てエンハスは顔をこわばらせた。


　砂地にまっすぐにつづく足あし跡あと。


　何人もの人間が規則正しく連なり、行進していった不自然な軌き跡せき。


　それは海辺につづく道からあがってきたものだった。


「夜よ闇やみの行進者……」


　その名は彷徨さまよえる死者を意味する、あまりに不吉な言葉だった。


　人は死が訪おとずれると、海の底にあるというスファルゲ死者の国の門を通り、死後の国へと迎むかえられる。


　だが、戦いくさにより大量に死人がでたり、重ねた業ごうの深さゆえその門へたどり着けない者は、地上を彷徨う悪あしき存在となり、また死者の国の門から迷い出してくる者もそう呼ばれた。


　行き着く先のない死者たちは闇夜を徘はい徊かいし、自分たちの隊列に生者を加えるため、死と疫えき病びようを配り歩くと恐おそれられていた。


　すでに隊列の姿は見えないのに、気味の悪い足跡は水分を含ふくんで見え生々しい。


「どういうことだ？」


　夜闇の行進者はめったに現れるものではない。


　ここが戦場であったり疫病でも蔓まん延えんしていれば別だが、タリマレイに彼等が現れたとすれば、死者の国スフアルゲの門に異常があったとしか考えられなかった。


　慌てて足跡を追ったが、それは突とつ然ぜんぷつりと途と切ぎれる。


　足跡の向かった先にある気配に、エンハスは思わず総毛立つ。


　跳とびすさり手に力をこめると、先ほどより大きな放電がおき、雷らい光こうがいびつな線を描いて散った。


　周囲の木々を薙なぎ倒し、巨きよ大だいな獣けものが闇から飛び出してきた。


　バヂィィ──────────────ィィィィィ……!!!


　腕うでを交差させ、ありったけの力を集中させる。


　荒あれ狂くるった獣の力に、一いつ瞬しゆんエンハスの腕が押されたが踏みとどまった。


　喉のど元もとを押さえつけられ、怒いかり猛たける相手の口こう腔こうには、牙きばではなくとがった骨がびっしり並んでいる。


　エンハスは唸うなりをあげると、力任せに相手を押し返し、雷を宿した両手で獣の腹部に強きよう烈れつな一いち撃げきを食らわせた。


　どう、と重たげな音を響ひびかせ横倒しになったのは、死者の国スフアルゲの番犬ともいわれるラムイット死人喰だ。


　太く据すわった鼻の両りよう脇わきには、炯けい々けいと明るい黄色の目があり縦長の瞳どう孔こうが見えている。


　爬は虫ちゆう類るいの目を持つ獣は、たてがみと巨大な蛇へびに見えるうろこに覆おおわれた尾おを持っていた。


　エンハスは、乱した息を大きくつきながら悪態をつく。


「なにが起きてるんだ、死人喰ラムイツトを地上によこすなんて」


　死者の国の番犬は門から逃のがれた死人を喰くらうが、その凶きよう暴ぼうさゆえに理性がなく、まともな判断力は持ち合わせていない。通常狩かりには門番が必ずつき、地上に現れることなどめったにあることではなかった。


　立てつづく異常事態に、エンハスは肩かたで息をしながら、慎しん重ちように周囲を見回す。


　鋭えい敏びんになっている神経が頭上に視線を感じ、考える前に身を伏ふせた。


　次の瞬間自分のいた場所に立つ木の幹に、三本の矢が突き立つ。


　急な角度で射られた矢は、エンハスのはるか頭上から打ち込まれたものだ。


「あら、思ったほどなまってない」


　やわらかな澄すんだ声と共に、空の高みから不思議な色の羽根が舞まい落ちてきた。


　それを追うように大地に降り立ったのは、背せ丈たけの二倍ほどもある大きな翼つばさを持った女性だ。


　淡あわい夕日と薔ば薇らの花弁が混じったような、変わった色味の翼が風を起こす。


　背が高く、すらりとした体を包むのは鈍にぶく曇くもった白銀の胸当てだ。淡く黄味を帯びた白銀の髪かみがゆるく編まれ艶つやを放っている。


　やわらかな色合いが、派手な造作の顔立ちと調和しておっとりと品良く見える。


　現れたのが、自分の捜さがしている門番ではないとわかったものの、エンハスは敵に遭そう遇ぐうするよりも緊きん張ちようしその背を伸のばした。


「メアン姉上……お久しぶりです」


　微び妙みように目をそらしつつ挨あい拶さつを返す。


　しかし表面上は平静を装よそおいつつも、心の中では大嵐スコールが吹ふき荒れていた。


　──な……なんで、メアンルナン姉上がここに!?　まさか父上がなにか……それともここしばらく、ラロヘンガからの知らせを握にぎりつぶしてたのがバレて……？


「まぁ、エンハスったら。とっても久しぶりなのに喜んでくれないの？　相変わらず愛あい想そがないのねぇ。そんなだから兄上たちに可愛いがられてしまうのよ？　でも、もちろん私が一番の味方だってことは忘れないでね。戦場で行き倒れている貴方あなたを、拾いに行ってあげてたのも懐なつかしいわぁ。それにしてもずいぶんまだるっこしい戦い方をするのね。翼を封ふうじられているからなの？」


　四年前と変わることない、おっとり口調でテンションが高い姉に、エンハスは気おされつつもかしこまった。


「いえ、加減をしませんと、島への被害が大きくなりすぎるので」


「あらそう。そうね、以前の貴方のやり方だと島ひとつ丸まる裸はだかになりかねないもの。でもずいぶん背が伸びたわ。やっぱりこっちは時間の流れが全然違ちがうって本当なのかしら。ほら、顔をおあげなさいな、あらぁ、面おも差ざしが父上に似てきたかも？」


「………………!!」


　姉の最後の一言に、エンハスは激しく胸をえぐられた。昔からやさしい口調と笑顔で、人の最も嫌いやがるポイントを突つくのが天才的に上手うまい姉である。


　しかも、気に入った相手にも嫌きらいな相手にも同じことをするため、愛情表現なのか嫌がらせなのかがすこぶるわかりづらいのだ。


「ふふ、そんな顔しないのよ。父上も別に顔は悪くないんだから、中身が似てなければ問題ないわ」


　にっこりと微笑ほほえむ姉を前に、エンハスは直立不動の姿勢をとった。


　おっとりした外見や、やさしげな声こわ音ねを裏切る姉の本ほん性しようは痛いほど知りつくしている。


　戦場においては、疫闇ダハルの大群を相手にしても一向にひくことなく、返り血に染まりながら嬉き々きとして軍勢を率いている剛ごうの者だ。


　もちろん見た目で侮あなどるような相手には、実力で思い知らせることも忘れない。


　今まで数多くの大男や半神たちが、泣いて姉にひれ伏すのを目まの当たりにしてきた。


　父であるヴァラカンと人の間に生まれた姉は、風の眷けん属ぞくとしての血が濃こく有ゆう翼よくの状態で生まれたため、すぐにラロヘンガへ引き取られたと聞いている。


　昔から兄弟間でも孤こ立りつしがちなエンハスに、なにかと世話を焼いてくれるのはいつもこのメアンルナンだった。


「姉上、ご存じでしたら聞かせていただきたいのですが、夜闇の行進者が現れました。しかもそれを追ってきた死人喰ラムイツトは門番がついていなかった。死者の国スフアルゲで何か異常が？」


　常に笑顔の姉は、珍めずらしく口を尖とがらせてため息をついた。


「あぁ、その件ねぇ。さっきの死人喰、貴方殺やっちゃったのよね……また水の大神シヤンナムから苦情があるかしら。どうもうちの陣じん営えいとシャンナム神は折り合いが悪いから、つかめてないことが多いの……でも確かに妙みような事態ではあるわね」


　姉の口調にエンハスも思い出す。確かに四大神は、それぞれ異なる力を持つ強大な存在だが、その中でも相性の善よし悪しがあるうえ、人界への見解もそれぞれに違う。


「この件は兄上たちにも報告しておくわ。それはさておき、ねぇエンハス。ラロヘンガからの知らせ、受け取ってはいるのよね？」


「……はい」


　ここ半月ほど、精霊チエリツドがエンハスのもとへ手紙を運ぶことが増えた。


　現在ラロヘンガで、風の眷属の総司令代理として指揮をとる兄からのものだ。


　その兄というのも、本来の総司令である鳥の王ヴァラカンが、あまりに留守がちで役に立たないと、痺しびれを切らして自らその役えき務むを買って出た、生き真ま面じ目めかつ短気な男である。


『──戦せん闘とうの長期化が見込まれる。負傷者増大、敵方の増員予測大。我が軍の増強要員確保が至急の課題である。早急に帰き還かんせよ──』


　届けられる手紙は、非常にそっけなくかつ簡潔な短い文が綴つづられているだけだ。


　別にラロヘンガでの近きん況きようだの、兄の体調だのを知りたいわけでもなかったが、まるきり心は動かされない。手紙というよりは指令書である。


　だが、要よう請せいには従えないという堅かたい決意をこめて、エンハスはきっぱりと返事をした。


「俺は、帰りません」


「あら、エンハスったら反はん抗こう期？」


「なんでそこで嬉うれしそうなんですか……」


　まるでその答えを予測していたかのような姉の微笑みに、エンハスはぎくりとする。


「貴方が一人前の男になるためですもの、反抗期だって必要じゃなくて？　そうねぇ、今回は私が兄上に上手く報告しておいてあげてもいいわ」


　意外にあっさりと聞き入れられ、エンハスは肩かた透すかしを食くらった気分になった。


　メアンルナンの深い鳶とび色いろの瞳ひとみがやさしげに細められる。


「ねぇ、わかってる？　貴方がわがままを言うなんて初めてよ。今まで、父上や兄上が言う無茶にも一度も口答えしなかったのに。私だって、弟の初めてのわがままは聞いてあげたいわ」


　嬉しそうな口調でメアンルナンは告げると、最後に少しだけ苦く笑しようしてつけくわえた。


「ただ、ラロヘンガの状じよう況きようが楽観できないのは確かよ。人に頭を下げるのが嫌いな兄上が手紙を出すぐらいだもの、貴方のことを頼たよりにしているのも本当。それだけは覚えておいて」


　返された背にある、明るい色をした翼の羽ばたきに大きな風が起こると、あたりにはもう静かな闇やみしかなかった。





◇◇◇







　夜空の下、波は大おお荒あれにうねり、空では雲が形をとどめる間もなく押し流されていく。


　ラムダ九の月も後半に出航した、ルリガダ国第二王子スラト・イスティハールは、外洋へ出た船の甲かん板ぱんで声を張り上げていた。


　旅程も半分を過ぎた頃ころから、海は荒れ模様がつづいている。


「足を滑すべらせるな！　綱つなを体に巻いて帆ほをたため!!」


　大きな港を持たないルリガダの民たみである随ずい従じゆうたちは、船旅に不慣れな者が大半だ。


　そんな中、嵐あらしの到とう来らいに誰だれもが必死に、主あるじであるスラトの声を聞き取ろうと奔ほん走そうしていた。


「右う舷げん方向！　見えていた影かげはどうだ」


「……駄だ目めです！　あの化け物、こんな魔ま物ものが……ほんとに……ひっ」


　まだ若い男が悲鳴をあげるのも無理はなかった。一行の乗っている旅船の下には、ゆうに船の三倍はあるかと思われる太く長い影がぴったりと寄り添そっているのだ。


　暗い夜空の下で、なおハッキリと見える薄うす気き味み悪い巨きよ大だいな影。


　時おり変わる影の濃さから、その生き物が体をゆらめかせるのがわかる。そのたび船は大きく揺ゆれ、今にも横転しそうだった。


「クソッ！　聞いてないぞ、この海域に化け物が出るなんて。銛もりは載のせてないのか！」


　自らも海面下を見すえ、スラトはまなじりの切れ上がった緑の目をさらに険しくした。


　襟えり足あしの短い銅あかがねを帯びた金きん髪ぱつは、雨にさらされ絶えず水すい滴てきを落としている。


　その声はまだ若いが、人に命じなれている者が持つ独特の覇は気きがあった。


「無茶いわないでください、俺たち化け物退治にきたわけじゃないんですからぁ」


「泣くな、せめて火矢の支し度たくをしろ！」


　距きよ離りと相手の大きさを考えると、効果があるとも思えないが何もしないよりはましだ。


「しかし……噂うわさには聞いていたが、これもかの国が近いせいなのか？　他方では見たこともない珍ちん奇きな生き物が多いとは聞くが、ここまでくると常識はずれだ……」


　頭も尾おも知れない生き物に、誰もが恐きよう怖ふで混乱していた。そこへきてこの嵐だ。


　──それでも、いっそ化け物退治であれば良かったかもな。見合いのほうがよほど気き鬱うつだ。


　スラトは船倉に半ば身を入れると、懐ふところに入れていた短たん剣けんを取り出し握りしめる。豪ごう奢しやな細工のクファンジャル短剣は、見慣れぬ精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされ、大おお粒つぶの翠玉エメラルドが柄つかに象ぞう嵌がんされた見事な逸いつ品ぴんだった。


　それは、国王であり兄であるエルダル王から、旅の無事をと賜たまわったものだ。


　西方ジラート大陸の最さい南なん端たんに位置するルリガダ国は、少ない人民と貧しい領土ながらも、騎き馬ばを扱あつかう男たちの勇ましさで名を知られてきた。その国において、今回持ち上がった他国との見合い話は、国民にも波は紋もんをもたらした。


　武勇にすぐれ、つづく戦いくさでも功績を挙げていた第二王子を、国外へ出すという事態は以前なら考えられなかったことだ。中でも、第二王子を崇あがめるように戦ってきたルリガダ国の戦士たちは落らく胆たんした。


　今この船に乗船している随従たちの大半が、戦で苦楽を共にしてきた兵士たちでもあった。


　──他国との見合いなど、俺とて望むところではない。だが、兄上が決められたことだ。ルリガダの民のため……


　そのとき、羽ばたきを耳にしてスラトは腕うでを差し伸のべた。その手を覆おおう革かわの手て袋ぶくろに、灰はい褐かつ色しよくのハヤブサが風にあおられつつ舞まい降りる。


「サム・ラサ、また籠かごをこじ開けたな。空は嵐だぞ」


　ハヤブサは、ルリガダ国の戦士たちにとって大切な相棒でもあった。かなりの飛行速度を持ち、めったに捕ほ食しよくされることもないハヤブサは、戦地で伝令として飛ばすのに最適だった。


　このハヤブサも、サム・ラサと名づけ幼鳥の頃から育てたこともありよく懐なついている。


　ふいに甲板で悲鳴があがり、ひときわ大きく船首が持ち上がった。


　スラトは大きく体勢を崩くずし、腰こしに結びつけたロープを手た繰ぐったが、そこに手ごたえはなかった。勢いよく甲板を転がり、かろうじて手すりをつかむ。


　だがその背を、後ろから強く押す手があった。


「なっ……！」


　そのまま海面へと身を投げ出され、肩かたからサム・ラサが慌あわてて飛び立つ。


　上下もわからなくなるような暗い海中に沈しずみ込み、息が切れそうになった頃ようやく海面に顔を出せた。まとった衣い装しようが水を含ふくみまともに動くこともできない。


　スラトは足あし元もとの化け物の姿を思い出しぞっとしたが、暗い水面みなもを見ても巨大な影は見当たらない。すでに深く潜もぐったのかもしれず、そのために船が大きく揺すられた可能性もあった。


　自分を突つき飛ばした者を確かめようと船を仰あおいだが、荒れた海面に霧きりが立ちこめだす。


　立てつづく異変に、思わず腰に佩はいた曲刀カラベラに手を伸ばした。


　抜ぬくことが叶かなわなくともそれが手元にあるとわかるだけで、冷静さを取り戻もどせる。


　気味の悪いことに、霧が深くなるほど海は凪なぎ、物音が遠ざかった。


　いつの間に舞い降りたのか、頭上で心配そうに旋せん回かいするサム・ラサが突とつ然ぜん鋭するどい声をあげた。


　見れば霧の中に一艘そうの小さな船が近づいてくる。


　小船に見える人物は、素す肌はだに上衣をまとい軽かろやかなヴェールをなびかせていた。


　藍あい色いろの瞳が楽しげに細められ、身の丈たけほどもある砂色の髪かみがふわりと宙に舞う。


　重さを感じさせない動きで船の舳へ先さきに立つと、ひらりと手を振ふった。


「はぁい、王子さま。突き落としちゃって悪いね～ちょっと話がしたくってさ。強ごう引いんにお招きしてみました。あ、船に引き上げてやるけど、腰のものは抜かないように」


　その声に相手が男性なのだとわかる。


　得体の知れない相手に警けい戒かい心はあったが、今はひとまず海からあがるべきだと判断したスラトは、おとなしく小船にあがった。


　スラトは相手の気配をうかがいながら、濡ぬれた長衣から腕を抜きざま衣装を投げつけた。


　相手が軽く身をそらし避よけた隙すきを逃のがさず、抜き放った短剣クフアンジヤルを男の首筋へ突きつける。


　刃は先さきが首の皮に触ふれるか触れないかの距離を保ち、詰きつ問もんした。


「お前は……精霊ジンか？　先ほどの怪かい物ぶつもお前の仕し業わざか？」


「うーん？　短剣だったら抜いてもいいとは言ってないけどね。まぁ、いいや。……とりあえずアディエデンと呼んでくれ。さっきの大きいのは僕とは関係ない、単なる通りすがりだろ？　嵐になると波に煽あおられて浮うかんできたりするけどね、甲こう殻かく類しか食べないよ。まれに小船ぐらいは飲み込むけど」


　とんだ濡れ衣ぎぬだと文句を垂れつつ、アディエデンと名乗った男は、喉のど元もとの短剣にひるむようすもなく刃に指を沿わせた。


「持ち主は無ぶ粋すいだが、見事な短刀だな。その柄のエメラルドはずいぶんと質がいい」


　刃先を突きつけられながら、品定めをするアディエデンにスラトは呆あきれる。


「なぜ俺を狙ねらった？　船に戻さねば……」


　返答によっては短剣を喉に沈めかねないスラトの気き迫はくに、アディエデンは笑えみを浮かべたまま足を前に進めた。


　刃先がわずかな抵てい抗こうのあと、首筋に沈む感かん触しよくにスラトは目を見開く。だが、傷口から血が噴ふき出すこともなく、首に短剣を埋うずめたままアディエデンは語りかけてきた。


「なに、そう慌てなさんなって。お前の旅の話をほんの少し聞きたいっていったろう？　そう構えることはない。僕はほら、この通りの存在だ」


　アディエデンの声が刃を伝い手に響ひびく。その気味悪さに、スラトは刃を引いたが露あらわになった刃先には血の跡あとすらなかった。


　アディエデンはスラトを船底に座らせると、懐から小さな玉ぎよく杯はいと酒を取り出した。


「確かに……お前は人ではないようだ」


「そうだねぇ、僕は幸も不幸も告げる使者ってとこかな。だが、話如何いかんによっては、お前に見合った運を差し向けてやるよ？　さて、ルリガダの第二王子スラト・イスティハール、お前の兄であるルリガダ国王は、宿敵スロワネアから第三夫人を迎むかえたらしいじゃないか」


　まるで何もかも見通しているかのようなアディエデンの言葉に、スラトは驚おどろいて睨にらみ返す。


　嵐の直前、甲板から聞こえていた随従たちの会話が甦よみがえる。


　その声は沈ちんうつで、誰もが葬そう儀ぎのようにしみったれた顔であることは容易に想像がついた。


「エルダル王はなにを考えておられるんだ？　以前には一いつ蹴しゆうした見合いだと聞いたぞ。なぜ今いま頃ごろわが国から話を持ち出すなんて……しかも先方の要望は婿むこ養よう子しによこせってんだろう？　『剣けん聖せい』の称しよう号ごうを得たスラト様に対して、あつかましいにもほどがある」


「こんな、王子を売るような真似まねをなさるとは、我らの誇ほこりを金で量るも同じです！　エルダル王はいったい……」


「いうな。スラト様も辛つらいお立場だ。王は……剣を手放してどうなさるおつもりなのか……」


「やはり、スロワネア公国との停戦が……」


『スロワネア公国』その言葉がでた途と端たん、誰だれもが口をつぐむのも仕方のないことだった。


　ルリガダ国の頭上には、西方ジラート大陸最大の軍事力を持つスロワネア公国が存在した。国境では長らく戦がつづき、ルリガダは国力をそがれつづけてきた。


　そのため海に面した国土に港を整えることもできず、国境をめぐる戦に明け暮れる歳月を送ることを余よ儀ぎなくされてきたのだ。


　思い起こされる言葉と、ままならぬ現実。いらだちを抑おさえきれず、スラトはつい言葉を漏もらした。


「兄上は……あの女を迎えてから変わられた。あれほどスロワネアとの接せつ触しよくは絶っておられたというのに」


「だが、まだ和わ睦ぼくと決まったわけではない、そうだろう？」


「同じことだ！　スロワネアの貴族の女など娶めとっては、つけ入らせる口実を作ったとしか思えぬ。だいたい和睦などと口走っても、わが国が属国とされるのは目に見えている。かの国は、西方大陸全土を制圧する勢いで、軍備ばかり膨ふくれ上がっているのだぞ！」


　怒ど気きもあらわに口走って、スラトは唇くちびるをかみ締しめた。


「そうだねぇ、あのきな臭くさい国からこの時期に夫人を迎えるとは……エルダル王に国中が不安になっているだろうね。そこへきて第二王子の他国との見合いは、婿養子が条件ときてる。旅船の中でも、エルダル王は正気でないと？」


「兄上のせいではない！　全すべてはスロワネアの策略だ」


　アディエデンの言葉に、スラトは腰こし帯おびに佩いた曲刀カラベラを半ばまで抜いた。


　──長年敵国であったスロワネアが停戦条件に、武ぶ勲くんを立てている第二王子を国外へと追放する条件を申し入れてもおかしくはない。


　それは周囲の噂うわさになるまでもなく、スラト自身気がついていたことだ。


　だが、どのような状じよう況きようになろうとも、兄王を批判することだけはしたくなかった。


「確かにスロワネアにとっては、ルリガダ国の武力の象しよう徴ちようともいえるお前の存在は目め障ざわりだろう。だが、例えば見合い話も、国王の第三夫人……その先の貴族、さらにスロワネア公国にとっては意味のあることだとしたら？」


　そう返された言葉にスラトは顔をあげた。


「お前は……何を知っているんだ？」


　思わずアディエデンにつめ寄ったが、男は身を包む布をひるがえすと、ふわりと身を返した。生き物のように渦うず巻まく髪が、毛先から夜の色を帯びる。


　夜風にたなびく布をスラトは剣で縫ぬいとめたが、それは実体を持たないかのように、裂さけることなくするりと刃先から逃れてしまう。


「だいたい王族で見合いなんて悠ゆう長ちような話だと思わないか？　それこそ自分で確かめてみるんだな。あの国がお前を拒こばむせいでこの嵐あらしだ。ま、大だい丈じよう夫ぶ。快適な船旅を約束してあげるよ、僕って親切だから」


　アディエデンの深海の闇やみにも似た、藍色の瞳ひとみが細められスラトを見つめる。


　髪をなびかせ、その足を舳先の向こう側、夜の波間へと踏ふみ出した。


　スラトは一いつ瞬しゆんひやりとしたがしぶきが上がることもなく、男の長い髪が生き物のように渦を巻くと、その姿は霧の中へと消えてしまった。


　それを合図に強い風が霧を吹ふき流したかと思うと、再び小船は嵐の中へと放ほうり出された。


　暗くら闇やみのなか、空と海の境界もわからなくなるほどの、豪雨スコールと大波が襲おそう。


　スラトは小船にしがみつくようにして、大おお荒あれの海の上で一夜を過ごすはめになった。





　半ば気を失っていたのか、髪を引かれる感触に目を覚ましたスラトは、浜はま辺べに流れ着いた船の中で身を起こした。


「サム・ラサ。無事だったか」


　ハヤブサは主人の髪をついばみ、小首を傾かしげると茶色い目をくるりと回して「キッ」と鳴いた。ひどい嵐に長衣の下に隠かくしてやっていたが、久々の陸地に嬉うれしそうに見える。


　気がつけば昨夜の嵐が噓うそのように、海は凪いでいた。


　滑なめらかな白砂を踏み一息つくと、あらためてそこがひどく美しい場所であることに驚く。


　まだ明け切らない朝焼けをほんのりと残す空は、咲さき初そめの花弁のように淡あわい色を残し、おだやかな波はやさしい音でくり返し足元へ寄せている。


　ふと息苦しさを感じ、湿しつ度どの高いこの場所がひどく暑苦しいのだと気がついた。


　長衣はとうに脱ぬいでいたが、スラトは履はいている長靴と、その上に巻いているなめし革がわも邪じや魔まに思えて裸足はだしになる。


　迷ったのは、『剣聖』の称号と共に贈おくられた、黄金の毛皮に黒い斑はん紋もんがある美び麗れいな帯だ。


『剣聖』とは武勇で名高いルリガダの戦士に贈られる、最高の栄えい誉よと尊そん称しようだ。


　身分や血筋は問わず武術と馬術、戦士としての技量を、戦績や普ふ段だんの行いから見み極きわめ選び出される。スラト自身、ルリガダ国史上最年少の十五歳にして『剣聖』の名を賜たまわったときには、ただ誇らしく、これからは自分が国を守る剣となろうと強く誓ちかった。


　だが、血の滲にじむような鍛たん錬れんの日々で積み上げてきたものも、他国との見合い（しかも婿養子）などという馬ば鹿かげた話で無む為いになるのかと思えば、落らく胆たんする気持ちがあるのも確かだ。


　それでも今、国王である兄が国に欲ほつしているものは戦力ではないのだろう。


　国王エルダルは四十路よそじを越こえ、二人は年の離はなれた異母兄弟でありながら、補いあうようにして国はうまく治められていた。


　スラト自身、誰より国王である兄に尊敬を寄せ誇りに思ってきた。


　それだけに、この見合い話を不本意だと感じつつも、兄の期待に応こたえたいという気持ちもまた噓ではない。


　スラトは再び帯を締めなおすと、腰に剣けんを佩はき最後に短剣を手に取った。


　突とつ如じよ、背後で地じ響ひびきがしたかと思うと、振ふり返った先に小山のような影かげが横切っていくのが目に入った。すぐさま近くの茂しげみに身を隠す。


「なんだ……あれは……」


　初めて見る、馬の比ではない巨きよ大だいな生き物にスラトは啞あ然ぜんとする。


　海にいる亀かめが巨大化したように見えるその生き物は、そびえるような甲こう羅らのところどころを苔こけが覆おおっている。太い四し肢しの先には太い爪つめと水かきが見えた。


　さらにそれを追うように現れたのは、太い二本の足を持つ大きな鳥に跨またがった数人の人影だ。海沿いに鳥を走らせ棒を使い、大亀を海へと戻もどそうとしているようだった。


　その光景に、国で受けたタリマレイに関しての講義内容が頭をよぎる。


　特とく殊しゆな地形を持つ国だけに、独自の生態系が発達しているという話があった。


　その時は、話が大げさに伝わっているのだろうと思っただけだったが、どうやらなんの尾おひれもついていないらしい。


「……まともじゃない」


　信じがたい光景を目まの当たりにして、スラトはここが旅の目的地であった『タリマレイ国』なのだと確信した。そもそもがこの見合い自体、あまり常識的だとは思えない。


　ここしばらく体調のすぐれない兄に代わり、大臣たちから見合いの件を説明されたスラトは突然の話に愕がく然ぜんとせずにはいられなかった。女王を戴いただく国は確かに存在するが、それゆえに婚こん儀ぎがまとまれば、自分は婿養子としてこの国へ入らねばならない。


　ルリガダ国において男は武勇にすぐれ、女は家を守り子を育てることが当たり前とされていた。女性は、戦士たちの帰りを待つ家の守り手だ。もちろん国政に関かかわることもない。


　それは、ルリガダ国がおかれた厳しい環かん境きようが自然と導いたものだ。


　干ひ上あがった大地がつづく海岸沿いの土地は、港を開けない限り人々に恵めぐみをもたらさない。


　そうした国に暮らすスラトにとっては、女王が立つというタリマレイ国はほとんど未知であると言ってもよかった。


　──なんとしてもわが国にタリマレイの商業港としての、機構や知識が必要なのだ。兄上がいま望まれるのはそういったことだ。こうしてかの国に入り込めたなら、それを利用するのも悪くはない。まぁ、難があるとすれば、王女本人の絵姿すらないだけに、相手の顔も知れないことか……


　スラトはサム・ラサを呼ぶと、その尾羽を一枚失敬した。


　突然の主あるじの凶きよう行こうにサム・ラサはそのくちばしで抗こう議ぎをしたが、スラトは「今度ウサギをご馳ち走そうする」と詫わびながら、自らの左手の指を短剣クフアンジヤルで突ついた。


　滲んだ血をサム・ラサの羽根先にすくい取り、剝はがした樹皮の裏に文字を書きつける。


　主のいなくなった船で、混乱に陥おちいっているであろう随ずい従じゆうたちを安心させ、さらにタリマレイ国への遅ち延えんに対応させる必要があった。


　スラトは現状を手短にまとめるとサム・ラサの足に結び、鳥を乗せた腕うでを高く突き出す。


「頼たのんだぞ！　うまく船を見つけてくれ」


　頭上で二、三度と旋せん回かいした鳥影を見送ると、スラトは短剣についた血を拭ぬぐう。


　その時、柄つかのエメラルドが光を受けきらめいた。


　美しい緑の宝石は澄すんだ輝かがやきを放ちながら、凝こごったような深みをも内包して見えた。


　どこか禍まが々まがしいような妖あやしい光に魅みせられ、スラトは目が離せなくなる。


　宝石の底にゆらいだ赤い影を目で追えば、吸い込まれそうな心地ここちに襲われた。


　頭の芯しんが傾ぐようなめまいを感じて、スラトは砂すな浜はまに膝ひざをつく。


「無茶な船旅のツケ……か？」


　これしきで参るほどやわなつもりはないと、自由の利きかない体に歯は嚙がみしたが、まるで大地に引かれるように体は重みを増す。


　さらりとした砂が頰ほおに触ふれるのを最後に、意識が遠のいた。














３　迷光




　突然の『見合い』発言があった議会から一夜が明け、イルアラは講義のための部屋で、マティアとにらみ合っていた。


「今日は文化学の講義だったはずでしょ、なんでマティアがここにいるの？」


「イルアラ様は大切な時期ですから、私が直接講義をした方が確実かと思いましてな。そういえば、この前お出しした貝の養よう殖しよく施し設せつについての課題ですが……」


　そう切り出されて、イルアラは思わず身構えた。その課題については、ずいぶん時間をかけて下調べをし何度も海へ入ったのだ。


　今度こそマティアに「完かん璧ぺき」だと言わせてみせると、意気込んで提出したものだった。


「大変よくまとめられておりました。水みず揚あげ高もほぼ正確なものと言えますが、参考にされた海域図がちと古いようですな。このあたりは雨季メドウに赤潮が発生することが増えてきたと、報告があがっております」


「え……だって、海域図は書庫のものを使って」


「おや、でしたら新しいものがまだ手配されておりませなんだか。海域図が三年に一度、更こう新しんされることはお伝えしておりましたな？」


　確かに資料の作成年月の確かく認にんを怠おこたったのは自分の失敗だった。ここまできてのツメの甘さに、イルアラは悔くやしさで歯嚙みした。


「すぐに、新しい海域図を取り寄せて再提出するわ」


「お待ちしておりますぞ。まぁ、このたびの課題の結果も見て、先日は議会への招集状を送らせていただきましたが」


　だが今のイルアラは、何を聞いても『見合いのため』に仕組まれた事だとしか受け取れない。


「以前も申し上げましたが、王族というものは……」


「わかってるわ、婚こん姻いんも義務だっていうんでしょう？　何も結婚したくないっていってるわけじゃないの。ただこんなやり方をするなんて、人事院では何か思おも惑わくがあるんでしょう？　何もわからないまま、決定通知だけで『はい、そうですか』とは従えない」


「ほぅ、思惑とおっしゃられましたな。であれば、なおのことご自分で考えなされませ。申し上げれば、サリアム王家の中でも、能力ナドウルを持たない貴方あなたをとりまく環境はことさら厳しい。そうした中だからこそ、イルアラ様が己おのれをしっかりと立てることが肝かん要ようなのです。今までの王と同じにはまいりません。いつも私が貴方さまに申し上げたいのは……」


「やめて、よくわかってるわ」


　諭さとすように現実をつきつけるマティアの声を、イルアラはさえぎった。


「そうよ、今までみたいにはいかない。だから考えたいことがたくさんあるの。能力ナドウルがなくなれば、タリマレイにどういった影えい響きようが出るのか、父さまでもまだ把は握あくされてないのよ。マティアが教えてくれたでしょう？　この国の守護と恵めぐまれた港は、ラロヘンガ神代の国の護まもりがあってこそ成り立ってるんだって。だから私…………でも……結局こういうことを望んでるの？」


　机に並べられていた教材を見て、イルアラは顔色を変えた。


　それらは全てルリガダ国にまつわる内容であり、女性のたしなみや礼儀作法がずらりと書き連ねられている。


「私に花はな嫁よめ修しゆ業ぎようから始めろっていう、これも人事院の決定!?」


「こちらは私が個人的にそろえさせていただいたものです。よろしいですか、先ほど申し上げたのは、貴方は足りないことばかりを考えておられると……イルアラ様!?」


　マティアは声を荒あらげるが、イルアラはすでに席を立ち扉とびらをガタガタいわせている。


「ちょっと！　なんで鍵かぎがかけられてるのよ」


　だが、イルアラはまったくめげずに窓のほうへ向かうと、格こう子しを開け放ち窓まど枠わくに足をかけてしまった。


「これ、イルアラ様はしたない！　なんということを……」


「講師と教材が変わったらまたくるわ。今回は『見合い』なんでしょう？　だったら『お断り』することだってできるはずよ」


　窓から逃にげ出したイルアラにマティアは一いつ瞬しゆん怒ど鳴なりかけたが、その背を見送るとたっぷりしたあごひげを押さえ、懐なつかしむように苦く笑しようした。


　小さくなる背が、黒くろ髪かみの懐かしい姫ひめ君ぎみの姿に重なる。


「そういえば……あの人もよく窓から逃げ出されたものだ」





　脱だつ出しゆつに成功したイルアラは、その足ですぐさま鳥舎に向かった。怒いかりのあまり鼻息と足どりも荒い。


「花嫁修業なんて断固おことわりよ。それぐらいなら自習のほうがマシだわ！」


　鳥舎に繫つながれているのはエダニーと呼ばれる大型の鳥だ。太い二本の足で大地を駆かけ、その水かきで海の浅あさ瀬せを渡わたることもできる。


　黒い羽根の一羽に近づくと、ライ黒と名づけられたエダニーは長い喉のどをすりつけてきた。


「久しぶりになっちゃって、ごめんねライ。ここのところ講義がつづいてたもんね」


　イルアラは槍やりを鞍くらにかけると、リナヴァル島にある警備軍へエダニーを走らせた。


　青さを増していく空の下、澄んだ日差しの中で風を受けるのは気持ちがいい。


　タリマレイ国を成す島々は、隣となりの島が肉眼ですぐに確認できるほど一つ一つが近い。


　島の周囲は海も遠浅がつづくため、エダニーか『ドーニ』と呼ばれる小船を人々は移動手段にしていた。


　イルアラの向かうリナヴァル島は、警備軍の常じよう駐ちゆう島として存在するこぢんまりとした緑を持つ島だ。そこに民家はなく、一いつ般ぱん住民は暮らしていない。


　島内には、白く塗ぬられた高さのある物見塔とうと、兵士たちの寝ね起おきする宿舎、鍛たん錬れん用の施設、それに警備軍が所有するエダニーの鳥舎と運動場があるだけだった。


　だがリナヴァル島に上陸すると、目の前の珍めずらしい光景にイルアラは驚おどろいてライから飛び降りた。二十羽を超こえる数のエダニーがいっせいに浜はま辺べにいる姿は壮そう観かんだ。


　どうやら警備軍の一師団が上陸したところらしかった。


　肝かん心じんの兵士たちの姿は見えなかったが、鍛錬場のほうから大勢の喚かん声せいが聞こえてくるのに、イルアラは駆けつけた。


「エンハス！」


　鍛錬場の中央では、剣けんを構えてハヴィールと対たい峙じするエンハスの姿があった。


　どうやら浜辺にあったエダニーの乗り手たちも、この鍛錬の見物を決め込んでいるらしい。


　上背があり、いかにも武人らしく鍛きたえられた体たい軀くのハヴィールを前にすると、エンハスの体はしなやかながら線が細く見える。


　エンハスが両手で握にぎった剣を、上段に振ふりかぶり打ちかかった。


　正面から一いち撃げき。重たげな音があがる。


　二打、三打、と小気味よい音を響ひびかせる打ち込みに、周囲も「ほぅ」と息をついた。


　エンハスが手にする剣は、かなり大ぶりのため一撃の重みも相当なのだろう、豪ごう腕わんのハヴィールが両手で剣を構え受けている。


　周囲からあがる激しい応おう援えんと野次の中、間合いをためたエンハスが、深く踏ふみ込むと右上から切り落ろす。


　対するハヴィールは腰こしを落とすと、切っ先を受け流すように剣を横へ払はらう。


　だがエンハスは、剣を右手に持つと空いた片手を地について、足払いをかけた。


「基本を崩くずすな、誰だれが手を離はなしていいといった！」


　怒ど声せいと共に、ハヴィールはその足を容よう赦しやなく蹴けり上げる。


　エンハスは勢いのまま一回転し、砂を巻きあげて後方へと転がった。


「おぉぉ～～さすがハヴィール、容赦ねぇ!!　そうでなくっちゃなぁ」


「体で覚えろよ、ヒヨっ子！　結構いい勘かんしてると思うぜ」


　口笛と野次が激しく飛び交かうなかで、手合わせはひと段落ついたようだ。


　鍛錬場から出てきたエンハスを、イルアラは出で迎むかえるとねぎらった。


「おつかれさま！　途と中ちゆうまでは決まってたわよ。思わず見とれちゃった」


「……ぇ、イルアラ!?　見てたのか……今度はもっと」


「うん、あれぐらい大きな剣を振れたら気持ちよさそう。私も槍だけじゃなくて、剣も始めよっかな」


「あ……そぅ。剣に見とれてたわけ、ね」


　期待はずれな感想にエンハスが悲しく視線を泳がせると、ハヴィールが汗あせをぬぐいつつ近づいてきた。


「悪かったな、あんなに転がるとは思わなかった」


　まったく悪びれない口調で告げる彼は、イルアラが幼い頃ころからの武術の指導役兼けん教育係でもあった。


　かつて警備軍において師団長を務めたハヴィールは、現在武術の指南役として軍ぐん籍せきをおいているが、いまだに誰よりも職務に忠実だ。


　男らしく整った眉まゆや鼻び梁りよう、ゆるく波打つ黒髪と短い顎あご鬚ひげもともなって、女性の視線を集めずにはおかない落ち着いた影かげがある。


　だがその両りよう腕うでに彫ほり込まれた、炎ほのおに身を焦こがす黒い蛇へびの刺青いれずみは、ラロヘンガの住人を殺した罪人の証あかしでもあり、彼の持つ近づきがたさを増していた。


　ハヴィールは、容よう貌ぼうを裏切らない低い声をいっそう抑おさえて、エンハスに耳打ちした。


「こんなときぐらい、花を持たせてやれば良かったか？」


「いい。いつか、自分でもぎ取ってやる」


　ぼそぼそ話す二人の隣で、イルアラが急に手をあげると大きく振った。


「ジェナイ！　久しぶりね、珍しいじゃない」


「おー！　姫様、もう怪け我がはいいのか？」


　見物人の群れから歩み寄ってきたのは、ひょろりとした瘦そう軀くの男だ。


　第四師団の師団長を務めるジェナイ・シンガサリは、父親が西方ジラートの人間らしくタリマレイの人間には珍しい、くせのある赤毛をしている。


　かつては他国を放ほう浪ろうした傭よう兵へい経験もあるせいか、剣の腕はタリマレイ国一とも称たたえられるが、いかんせんやる気のなさでも当代一と評価される男だった。


　彼がまだ二十代をいくつか回った年でありながら、師団長を任されているのは、ひとえに多た岐きにわたる経験と肝きもが据すわっている所以ゆえんだろう。


「せっかく今はタリマレイにいるのに、なかなか会えないわね。昔はいろんな話を聞かせてもらったのに」


「まぁ、あれもこれもそれも、お勤めですからねぇ。管理職の辛つらさってやつで……」


　ふざけた口調で愚ぐ痴ちているものの、彼がまとめている第四師団は実力重視の部隊だった。


　タリマレイの警備軍は全六師団で構成されている。


　警備軍はその名のとおり、国境や各島の警備から騒そう動どうの仲ちゆう裁さい、鎮ちん圧あつ、また島や船でおきる事故や出火、災害時の人命救助までと、さまざまな役割を担になっていた。


　警備の目的以外に、軍備を持たないタリマレイ国において、国政と民たみを繫ぐ大切な機関でもあると言える。中でも第四師団は、貿易の窓口ともいえる商業島アンサラを含ふくむ、バラーバル国に面した国境周辺を担当していた。


　商談のからむ問題の扱あつかいも多いため、さまざまな対応が求められるのだ。


　そのため、早朝の点呼が終われば、終日遅おそくまで兵舎には戻もどれないのが常だった。


「何をえらそうな口をきいてる。お前にはそれぐらいでちょうどいいんだ。そうでもなければ、すぐにふらふらと流れていくだろうが」


　ジェナイとは入隊前からのつき合いのあるハヴィールが、彼の放浪癖へきを指し摘てきする。


「おやまぁ、ハヴィールってば、俺の才能に嫉しつ妬としてんの？　腕良し、顔良し、頭良しで仕事もサクサクできちゃうから？」


「鍛錬は手て抜ぬきの極きわみ、女の目ばかり気にして、サボることには悪わる知ぢ恵えが働く。人の体にやる気のなさといい加減さを詰つめて、『ちゃらんぽらん』という服を着せたのがお前だ。それにどう嫉妬しろと？」


「うわぁ……相変わらず容赦ないのな。そこまでバッサリいかれるって、もうこれは愛情？」


「お前のそのご都合解かい釈しやくにだけは、感心してやってもいい」


　二人のやり取りを耳にしたイルアラは、しみじみとつぶやく。


「昔からそうだけど、二人ともほんと仲良しよねぇ……」


　その感想は著いちじるしく不本意だと、ハヴィールの眉み間けんのしわがぐっと深くなる。


「まぁ、俺たちは兄弟みたいなもんですが、姫ひめ様と鳥坊ぼう主ずには負けますよ！」


「誰が鳥坊主だ」というエンハスの反論を聞き流し、ジェナイはまるで猫ねこのように目を細め笑えみを浮うかべると、イルアラの耳元でささやいた。


「そんで？　エンハスのアレ、もちろん姫様が贈おくったんですよね？」


　ジェナイのあからさまな冷やかしに、イルアラは驚いてエンハスの方を見る。


　エンハスの上衣のはだけた胸むな元もとには、褐かつ色しよくの肌はだに調和した見事な輝かがやきのトパーズがのぞいて見えた。


「人前で堂々と月契ハンドウをつけるなんてやるねぇ～！　いやぁ、若いって恥はずかしくっていいよね。まぶしいなぁ……それにしても二人の関係はアリなのか？」


　ジェナイが冷やかすのも無理はなかった。『ハンドゥ月契』とは、恋こい人びと同士がお互たがいに石を交わすもので、自分の目と同じ色の宝石がついた首くび飾かざりを相手に贈り『いつも貴方あなたを見つめています』という想おもいをこめるものだとされている。


「……ぅ……わ、忘れてた……違ちがうの、そういうんじゃないから！」


　確かにそれは、イルアラが自らエンハスの首へとかけたものだったが、ジェナイが勘ぐるような理由ではなかった。二月前に隣りん国ごくバラーバルを来訪の際、イルアラを助けてかなりの無理を聞いてくれたエンハスへ、お礼のつもりで贈った品なのだ。


　しかし、二人一いつ緒しよにいることが多いだけに、周囲の人間から見ればイルアラがエンハスに贈った想いの品だと受け取られても仕方がない。


　エンハスは、突とつ然ぜんイルアラに胸元をつかまれ驚いたのか目を見開いている。


「エンハス、それ人前でつけて歩かないで！　いちいち理由を説明して歩けないでしょう？」


　鬼き気き迫せまるイルアラのようすに気おされて、エンハスの眉じりが下がった。


「え……でも」


「でも、じゃなくて。せめて服の下の見えないところまで鎖くさりを伸のばすとか」


「おーっと、姫様。それじゃますます思わせぶりだろ？　『貴方の胸にある宝石いしの色は私だけが知っている～』ってなもんで」


「だから、違うんだってば！」


　月契ハンドウに秘ひめられた恋人たちの艶つや事を匂におわされ、イルアラはジェナイを睨にらんだ。


　ジェナイは馴なれ馴れしくハヴィールの肩かたを抱だくと、大真ま面じ目めに声をかける。


「なぁ、ハヴィール、ちょっとはこの二人を見習ってさぁ、俺の『甘ずっぱい恋れん愛あいの勧すすめ』に耳を貸してみないか？」


　ハヴィールはジェナイの腕を迷めい惑わくそうに払うと、深い青の瞳ひとみを思い切り不ふ愉ゆ快かいそうにすがめた。不ふ機き嫌げんさがあらわになり凄すごみが増すが、ジェナイは一向に気にしない。


「やっぱさぁ、お前のような色男は恋しないともったいないだろ……というより、女子の皆みなさんの熱い視線を持ってかれるのもいい加減勘かん弁べんだ。さっさと恋人作ってくれよ～」


「お前にだけは、いわれたくない」


　ジェナイの言葉に、低く唸うなるように言い返したハヴィールは、殺気すら漂ただよわせて背を向けるや立ち去ってしまった。


　二人の間に流れた剣けん呑のんな空気に、イルアラは思わずジェナイの腕を引く。


「んん？　姫様が気にすることはないですって。ま、アイツはあのとおり生き真面目すぎでしょう？　俺がいってやんないと……ね」


　今は亡なき、ハヴィールの妻であった女性はジェナイの妹だ。


　そしてジェナイが、どれほど妹思いの兄であったかはイルアラも知っている。


　彼が送ってきた傭兵稼か業ぎようも放浪生活も、他国で生まれ孤こ児じだった兄けい妹まいが生き延びるためのものだったと聞いていた。二人は必死の旅を経て、この国へとたどり着いたのだ。


　だがイルアラの心配もよそに、ジェナイは一向に変わらないようすで、やはり笑みを浮かべて尋たずねた。


「で、姫様は？　エンハスとは何がどう？」


「もぅ、何もどうもないわよ！　あれはそういうんじゃないんだって、いってるでしょ！」


　つき合い切れないと、イルアラもきびすを返すと兵舎へ向かって歩き出した。


　後には残されたエンハスがしょぼんと立ちつくしている。その肩をジェナイは無責任にたたいてなぐさめた。


「まぁ、泣くなって青年。どれほど力強く『そういう意味じゃない！』と否定されまくってもだな、あの姫様じゃ恋の花実も遠そうだ。別に『あくまでお友達』だとか『恋愛対象外』っていってるわけじゃないからさぁ」


「……な、お前……！」


　なぐさめるというよりは、トドメと言わんばかりの言葉の羅ら列れつに、エンハスは顔を引きつらせる。


「とりあえず、その宝石は剣けんに象ぞう嵌がんするか、帯留めにでも仕立て直すんだな。それにしても、今日の姫様変じゃないか？　ちょっとぴりぴりしてるよな。なんかあったか？」


「何かは……今お前がしたんだろ!!」


　エンハスはジェナイを恨うらめしげに睨み、軽く蹴けりをあてると、その場から駆かけ出した。


「イルアラ、待てってば、痛っ」


　その声に驚おどろいてイルアラは振ふり返る。そこには首飾りをはずそうとしたのか、金鎖を髪かみにからみつけてしまったエンハスが涙なみだ目めになっていた。


　イルアラは苦く笑しようすると、引き返してその手から鎖を取り上げた。


「ひっぱらないで、髪がちぎれちゃうでしょ。とってあげるからかかんで」


　出会った頃ころと比べれば、格段についてしまった身長差を感じながら、艶のある黒髪と堅かたくからみついた金鎖を丁てい寧ねいにほどいていく。


　ふと、手元が翳かげったことに気づいて「のぞき込まないで暗いわよ」と咎とがめたものの、一向に明るくならない手元に不思議に思いエンハスを見上げた。


　まっすぐな黒い瞳に見つめられるのに気づき、イルアラの手が止まる。


「どうしたの？」


「いや、あの。……なんか、困ってることでもあるのか？」


「何言ってるの、困ってるのはエンハスでしょ？　ほら、取れたわよ」


　エンハスにトパーズを手て渡わたすと、イルアラは再び兵舎へと歩き出した。


「イルアラ、今日はこんな時間に珍めずらしいけど、講義はサボりか？」


「しばらくはいいの。じきに他国から来客があるらしいから、王宮内も忙いそがしいみたい」


　エンハスに心配をかけるかもしれないと思えば、議会のことも見合いの件も話す気になれなかった。そもそも自分に『見合い話』などと知れれば、警備軍のみんなには笑われそうなだけにも思える。


　その時ふと隣となりを歩くエンハスが、顔を背そむけて大おお欠伸あくびしていることが気になった。


「ねぇ、エンハス夜はちゃんと寝ねてる？　こないだも寝ぼけてたし、何か変よ？」


　イルアラの指摘に、エンハスは再び開けかけていた口をパクンと閉じた。


「寝てるよ。ちょっとここのところ、警備軍の鍛たん錬れんに加わって疲つかれてるだけだ」


　どういう心境の変化かはわからないが、エンハスはここ一月ほど、自ら志願して警備軍に出入りしては、ハヴィールに剣の手ほどきを受けていた。


　人ならぬ身のエンハスが、今さら警備軍の鍛錬ぐらいで疲れるとも思えなかったが、本人が言いたがらないことには原因がわからない。


　兵舎に戻ると大勢の人の気配に、イルアラは浜はま辺べに乗り付けられたエダニーの大群を思い出した。


「さっきもジェナイがいて驚いたけど……なにこれ。なんで第四師団が兵舎に戻ってきてるの？　まだ午前中でしょ」


「あぁ、フィノール島の島民から妙みような通報があって呼び戻もどされたらしい。わざわざ第四師団を呼び戻すからには面めん倒どうな話なんだろうな」


　先ほどから、そこここに散らばっている警備軍の団員たちは、総師団長が到とう着ちやくするまで待機を言い渡わたされたのだろう。数人が立ち話をしている会話の中に『人喰くい猫』という単語が聞こえてイルアラはぎょっとした。


「なに、人喰い猫って!?」


　思わず足を止めたイルアラの疑問に、エンハスも苦笑する。


「妙な話だけど、フィノール島に人喰い猫が出たって島民が騒さわいでるらしい。家か畜ちくが襲おそわれて、獣けものの影かげを見たって目もく撃げき情報が入ったとか」


「猫ねこって……そんなに大きくないでしょ。まさか人が襲われたの？」


「いや、今のところは鶏にわとりや山羊やぎあたりがやられてるって話だ。畜舎へ行った者が大きな影を見て、搔かき傷を負わされたらしい。まぁ、傷口からするとただの猫ではありえない爪つめの大きさだったらしいけど……」


　エンハスがジェナイから聞いたという話では、フィノール島の年寄りがまだ子供の頃、祖父に聞かされた伝説があるという。


　嵐あらしの夜に、人を喰らうとされている獰どう猛もうな猫に似た獣が海から上陸し、恐きよう怖ふの夜に人々は逃にげ惑まどい家畜が襲われたと記録にあるという。


「で、警備軍の過去の記録を調べてみたら、ほんとにその頃、警備軍の夜間出動が頻ひん繁ぱんで、ケガ人もいくらか出たらしいな」


「……人喰い猫……ねぇ？」


　噂うわさ話の域に近いうさんくさい話に、イルアラも呆あきれたものか取り合ったものかと苦く笑しようした。





　その夜、月が傾かたむいた深夜にイルアラは寝しん台だいから忍しのび出た。


　一人で着き替がえを済ませると、そっと部屋を後にする。


　──どうも最近、エンハスが変なのよね。


　小さなことだったが、このところやたらと多いエンハスの欠伸が気になっていた。


　一日だけのことならともかく、ここしばらくずっとそんな調子なのだ。


　そして似たようなことが過去にもあった。


　まだエンハスがタリマレイ国へきて間もない頃、二人は遊び疲れてそのまま木こ陰かげや忍び込んだ部屋で眠ねむってしまうことがあった。


　だが心地ここちよいはずのうたた寝ねは、隣に眠るエンハスがひどくうなされ、そのたびにイルアラは起こされた。額にびっしょりと汗あせをかき、苦しそうなエンハスに不安になる。


　起こそうとして触さわった途と端たん、視界がぐるりと反転した。


　見たことのない、乾かわいた景色。


　そこを走る自分は、あちこちがひどく痛み体中に怪け我がを負っていた。


　すでに息が切れ喉のどの奥が焼けるようだが、その背に恐おそろしい異形の者が迫せまりくる。


　それらに追いたてられながら、痛む体で必死に走りつづける。


　だが、逃げているはずの自分が感じるのは恐怖ではなかった。




──ごめんなさい、ごめんなさい！　（……お前が……殺した……）






どうして!?　（一いつ緒しよに戦ってきたのに……）




殺したくない　（自分が生き残るために……）




殺されたくない　（あんなに殺しておいて……）




……死にたく、ない……　（裏切りだ……これは裏切り。逃げ出した、卑ひ怯きようなお前……）




　悲鳴に重なるように、こもった声が頭に反はん響きようし、それがひどい責め苦となる。


　後こう悔かいとともに血の味が口いっぱいに広がった。混乱と痛みでイルアラは息が継つげなくなり、苦しさのあまり、エンハスに触ふれている手でその腕うでに爪を立てた。


　再び視界が反転したかと思うと、目を覚ましたらしいエンハスが、驚いたように肩かたを揺ゆする。


「どうした、イルアラ……恐こわい夢でも見たのか？」


　しかし、そう尋たずねる彼のほうがよほど顔色が悪く、イルアラを不安にさせる。


　ただ、黙だまって首をふることしかできなかった。


　夜になり不安を抱かかえ切れなくなったイルアラは、父であり国王でもあるファラーサのもとを訪ねた。


　イルアラの周りで、最もラロヘンガの者に詳くわしく、エンハスの父親である鳥の王ヴァラカンとも友人である父なら、何かわかるかと思ったのだ。


　話を聞いたファラーサは、痛ましげな顔でため息をついた。


「イルアラ、お前が見たのはたぶんエンハスの夢だ。手のひらで触ったのだろう？　眠っている時はとくに意識が無防備だから、文様フスがそのまま夢を伝えたのかもしれない」


「エンハスの夢？　でも、あんなに恐い夢なのにエンハスは覚えてないみたいだった……私に向かって『恐い夢でも見たのか？』って」


「彼は自分の故郷ラロヘンガから、まったく環かん境きようの違ちがうタリマレイにきたところだろう。少し心の整理があって、夢を見ているのかもしれないね。エンハスの中では、覚えている必要のない夢なんだよ。むしろ、そうして忘れていくのがいい……」


「でも、どうしてあんなに恐い夢を見なくちゃいけないの？　そんなのって」


　目を覚ませば覚えていなくとも、眠っているときにあんなに苦しむエンハスを見ているのは耐たえられない。何とかできないのかと、イルアラはファラーサの膝ひざにすがった。


「だったら、イルアラ。お前がエンハスを助けてあげなさい」


「助けられるの……？　どうやって？」


　自分に何かできるだろうかと、イルアラは手のひらに彫ほりこまれた花を象かたどった文様フスを見た。


　そんな娘むすめに、父はやさしく笑いかける。


「簡単なことだよ。側そばにいてあげなさい。エンハスがうなされたら起こしてあげてもいい。何か話をしたそうだったら、聞いてあげればいいんだ」


「それだけ？」


「そう、大事なことだよ」


　それはとてもいい事に思えた。エンハスは自分を精霊から守りにきたと聞かされたが、ならば自分は悪夢からエンハスを守ればいいのだ。そう気づいたイルアラは途端に嬉うれしくなった。


「うん！　一緒にいる。エンハスが悪い夢を見たら起こしてあげる。手をつないで見張ってるわ」


　それからもしばらくの間、エンハスの悪夢はつづいたが、徐じよ々じよにその回数は減っていった。


　いつしか悪夢に邪じや魔まされることなく眠れるようになり、さすがに今では野外でのうたた寝もしなくなった。


　──こないだはうっかりエンハスの部屋で眠り込んじゃったけど、あのときの悪夢は……うぅ、面目ないことに私のせいだったみたいだし。また、以前みたいな悪夢を見てないならいいけど。


　そんなことを思い出したイルアラは、エンハスが眠れているかどうか夜中にこっそり確かめるつもりだった。


　小さく扉とびらをノックしてみるものの返事はない。


　今日はちゃんと眠れているのかとほっとしたが、やはり気になって細く扉を開けてみた。


　室内にはひと気がなく、勢いよく部屋へ入ってしまうと、がらんとした部屋の寝台にエンハスの姿はなかった。


「悪夢どころか、寝てないんじゃない」


　眠るどうこう以前に、そもそも寝台にいないというのはどういうわけだと首をかしげる。


　そのときふいに窓に影かげがよぎった気がして、イルアラは近づくと外へ身を乗り出した。


「エンハス、そこにいるの？」


　闇やみの中うっそうと濃こい樹木の間に、大きな翼つばさの影が見えた気がしてイルアラは驚おどろく。


　エンハスの翼は自分との血の誓せい約やくに縛しばられているため、人界で自由にはできないはずだった。


　一いつ瞬しゆん、鳥の王であるヴァラカンかとも思ったが、イルアラは彼が翼を広げるのを見たことはない。


「……誰だれ？」


　回かい廊ろうを回っていると人影を見失いそうだった。イルアラは行ぎよう儀ぎが悪いとは思いつつも、窓に手をかけそのまま外へと降り立つ。


　冷たい土の感かん触しよくに裸足はだしだったと気づいたが、影は葉ずれの音を立て、木々の中へとまぎれていく。イルアラは慌あわてて追いかけた。


　近づくとその翼がほんのり明るい色合いであることがわかる。ようやく追いついた時には人影とともに浜はま辺べまできてしまっていた。


　月明かりの下、振ふり返った相手が女性であることにイルアラは驚いた。


　美び貌ぼうとつりあう美しい両りよう翼よくが月光に淡あわく光って見える。


「初めまして、お嬢じようさんが、能力ナドウルがないって王女様かしら？」


　その声があまりにやわらかなので、イルアラは一瞬何を言われたのかわからなかった。


「……別に。これがあるからそんなに不自由はしてないもの」


　ムッとしつつ手のひらの文様フスを女性に見せる。


　出会い頭がしらの不ふ愉ゆ快かいな質問に、警けい戒かい心が湧わき上がったが、やさしげな雰ふん囲い気きの女性は笑顔でイルアラに近づいた。白い手がすっと伸のばされ、イルアラの両手を握にぎる。


　驚いて手を振り解ほどこうとしたが、その顔をのぞき込むように女性が告げた。


「ねぇ、エンハスを返してっていったら、貴方あなたどうする？　今はラロヘンガも疫闇ダハルが蔓まん延えんしていて大変なの、エンハスの力が必要だわ。貴方の能力のことも困っていないようなら、もうお守もりは必要ないのね、彼のことはもういらないかしら？」


　突とつ然ぜんの言葉に、イルアラは瞬まばたきもできなかった。


『エンハス』『返して』『お守り』という単語が繫つながって、ようやくこの素す性じようの知れない女性が、エンハスをラロヘンガへ帰して欲しいと言っているのだと理解する。


　やさしげな声こわ音ねにひそむ棘とげにちくりと刺さされた気がして、イルアラは言葉につまった。


　翼があることからも相手がラロヘンガの者であり、エンハスと何か関係があるのだということは容易に想像がつく。


「エンハスのことは……」


　突然の問いにうろたえるイルアラを、面おも白しろそうな顔つきで見ていた女性はようやく手を離はなしてくれた。


「貴方の気持ちはわかったわ。私にとってエンハスはとても大切なの。だからつい彼の気持ちを一番に考えてあげたくて、突然ごめんなさいね」


　にっこりと微笑ほほえまれ、イルアラは自分の何が相手に伝わったのかと不安になった。


　だが、女性はそれで気が済んだのか大きな両翼を開く。


　月光の照らす白い砂すな浜はまで、金の艶つやを帯びたようにやわらかく見える翼に思わず目を奪うばわれる。


「可愛かわいらしい王女様。今日私と会ったことは、エンハスには内ない緒しよにしてくれるかしら？　意地悪いってごめんなさい」


　女性は片目をつぶりそういい残すと、羽ばたいた翼に強い風が起こり、巻き上げられる砂にイルアラは思わず目を閉じた。あとには明るい羽根が砂浜に散っているだけだ。


「なに？　誰、だったの……」


　エンハスに尋ねればわかるだろうかと思うものの、相手が口にしたラロヘンガに疫闇ダハルがはびこっているということ、そしてエンハスが必要だという言葉に動どう揺ようが収まらない。


　翼を持つ美女が、エンハスを大切だと口にしたとき、なんとなく嫌いやな気持ちが湧き上がった。


　──エンハスはものじゃないんだから。大切だっていうなら、『返す』とか、『いらない』なんて口にするほうがどうかしてるわ……


　初対面の相手にあれこれとまくし立てられ、自分の胸が波立っている理由はよくわかっている。『お守り』といわれ、自分はお荷物なのだと指し摘てきされたようだった。


　エンハスがラロヘンガに帰る。


　つきつけられた可能性に、イルアラは動けなくなった。


　──いつから、一いつ緒しよにいるのが当たり前だなんて、私は思ってたんだろう。


　イルアラは、謎なぞの女性に何かを伝えたはずの手のひらの文様フスを見つめて、見失った自分の答えを探そうとした。














４　人喰い猫




「おはようございます、イルアラ様。本日の御お召めし替かえは残念ながら延期ですわ」


「おはようナスリーナ。何、改まって御召し替えって、今日は何かあった？」


　イルアラの問いかけに、ナスリーナは呆あきれたように苦く笑しようした。


「嫌ですわ、予定では本日ルリガダ国から来客があって、お見合いがあるとおっしゃってましたでしょう？　衣い装しよう室ともすごく頑がん張ばって新しいご衣装を間に合わせましたのに、その船が先日の嵐あらしで遅おくれているとのお話です」


「ぁ、そ……っか。見合い、今日だったのよね」


　昨夜の出来事でそれどころではなかったイルアラは、見合いの事をすっかり失念していた。


　それでも、不愉快な来客が船の延着により到とう着ちやくしないことがわかると、いつもより朝日が素晴らしいものに思えてくる。


「嵐ってこないだの夜ね。正装しなくて済むのなら大だい歓かん迎げいよ、いつものサーレを出してくれる？　このようすだと、今日の講義も出る必要はなさそうだし」


　久々に姫ひめ君ぎみを飾かざり立てる機会チヤンスを逃のがした侍じ女じよは、非常に残念そうにイルアラに普ふ段だんどおりのサーレを着つけると、気づかわしげに尋たずねる。


「イルアラ様、どうかなされました？」


「え、なにが？」


「見合いのお話。気が進まないって言ってらしたでしょう。延着の件、もっと喜ばれるかと思いましたのに、何だか声が沈しずんでおいでですわ」


　バラーバル国へ同行して以来、イルアラの専属侍女のようになっているナスリーナは、姫君の性格も行動も把は握あくしたのか、ちょっとした事にもよく気がついてくれる。


「い、やぁね。私だって心配してるのよ。ルリガダ国の方は、あまり船で外洋にでることもないって聞いてるから、大変だろうな～って」


「まぁ……イルアラ様がそんな気き遣づかいを覚えられるなんて。大人になられましたのね、嬉しゅうございますわ！」


　感激しきりのナスリーナに送り出されると、イルアラは少し申し訳なく思いつつため息をついた。


　実のところはルリガダ国の船など、いくらでも遅れればいいというのが本音だ。


　叶かなうなら慣れない船旅にめげて、いっそ国へ帰ってくれないかとすら思っている。


　ルリガダ国にうらみはないが、人事院の動きも解げせないうえ、イルアラ自身もまだ婚こん儀ぎを考えるつもりはないのだ。


　本来見合いのはずだったことを考えると、不測の事態と来客予定の変へん更こうに島長カテイーブたちも振り回されているだろう。講義はさすがにないはずだったが、イルアラは念のため『本日は海洋学の自習にいたします』と書置きを残しておくことにした。


『海洋学＝警備軍へ直行』というのは、講師陣じんにとって『サボります』という暗あん黙もくの了りよう解かいでもあった。


　エンハスを誘さそいに向かおうと、回かい廊ろうへ足を向けたイルアラはふと躊ちゆう躇ちよした。


　昨夜出会った女性が自分の手のひらに触ふれたことを思い出す。


　──私は、あのときなんて思ったんだろう……


　見知らぬ女性に「貴方の気持ちはわかった」と微笑まれたものの、イルアラは混乱の中で自分のどんな気持ちが伝わったのかわからなかった。


　ただ、そのときのことを思い出そうとすれば、胸の中に重たい石が転がるようでどうにも気持ちが沈む。


　ラロヘンガの者だと思われる彼女と、エンハスの関係もよくわからないままだ。


　エンハスの部屋がある回廊の入り口で足が止まる。


　──聞いてみればいいじゃない。翼つばさのある女の人に会ったって、エンハスをラロヘンガへ返して欲しいっていわれた事も。でも……もしその通りだったら？


　イルアラにとっては、バラーバル国の件で疫闇ダハルの恐おそろしさもそれなりに知ったつもりだ。


　あの女性が言うとおり、エンハスの力が必要だというのも本当なのかもしれない。


「エンハスが……ラロヘンガに、帰る？」


「イルアラ？」


　小さなつぶやきに、背後から当人の声が返ってきてイルアラは硬こう直ちよくした。


　すでに部屋を出ていたのか、見下ろしてくるエンハスは目が少し赤い。いまだに寝ね不ぶ足そくはつづいているようだった。


「どうした？　今日も講義はなしか」


　独り言をエンハスには聞かれていなかったようで、イルアラはほっとした。


「えっと、うん。そうなの、来客の予定が遅れてるとかで忙しいみたい。だからほら、今日はぜひアレに参加したいと思って」


「アレって？」


「人喰い猫よ。また家か畜ちく小屋がやられたって、被ひ害がい届けがでたらしいわ」


　二人は連れ立って鳥舎に向かったが、エンハスはどうも呆れ顔だ。


「ほんとに人喰い猫なんているのか？　単なる家畜泥どろ棒ぼうじゃなくて？」


「なによ、エンハスだって人喰い猫伝説の話してたじゃない。昨日ハヴィールから聞いたんだけど、島民の間でも大きな猫に似た生き物を見たって証言が思ったより多いみたい。それで、昨夜警備軍で罠わなをそこらじゅうに仕し掛かけたらしいのよ」


「それは……」


「見にいかなきゃ、でしょ？」


　確かに見み逃のがす手はないと、エンハスにも異論はないらしい。


　エダニーにまたがりエンハスと連れ立ちながら、イルアラは頭の隅すみから見合いや謎の女性のことを締しめ出そうとした。せめて何かで気を紛まぎらわさなければ、逃にげ出せないやっかいごとに息がつまりそうだった。





　二人が噂うわさの現場であるフィノール島を訪おとずれると、警備軍もすでに到着しているようだった。


　この島で暮らす島民たちはほとんどが漁業を営んでいる。だが、今朝は船が出されたようすもなく、漁師たちは浜はま辺べで船や網あみの手入れをしていた。


　その付近では子供が楽しそうに、親の真似まねをして網をひっぱっているのが見える。


　朝の浜辺は活気があることが多いが、今朝はどこか閑かん散さんとして見えた。


　穏おだやかな朝の風景を眺ながめていたイルアラは、一つの船に近づくと男に声をかけた。


「おはよう、今朝はどうして船を出さなかったの？」


　突とつ然ぜんの王女の来訪ではあったが、普段から漁村に足を運んでもいるイルアラだけに、漁師たちもすでに驚おどろかなくなっている。ただ丁てい寧ねいに頭を下げた。


「おはようございます、姫様。その……先日の嵐で貝や海かい藻そうもたくさんあがったんですがねぇ。どうも、例の騒さわぎで女によう房ぼうや子供が恐こわがっちまって」


「例のって……人喰い猫？」


「そんな話は、昔話が妙みような伝承になったもんだと思ってたんですがねぇ。大昔には、この国へも他国の輩やからが攻せめこんで、身につけてる獣けものの皮からそう伝えられたって説もあります」


「ふぅん、そう聞くとちょっとわかりやすいかも。あり得る話だわ」


「なんですがねぇ、実際に家畜小屋に被害が出てるおかげで、島の男の大半が小屋の補強に駆かり出されちまって。昨夜は警備軍の方たちが、あれこれしなすってたようだけど」


　確かに性質たちの悪い冗じよう談だんのような噂ではあるが、その実態は思ったより島民たちの生活に影えい響きようを及およぼしていたらしい。漁に出られないとなると、漁村として生計を立てているこの島にとっては深刻な事態だ。


「被ひ害がいの件は聞いてるわ、少しでも早く捕つかまえちゃうから。また落ち着いたら、珊さん瑚ごの状態を見るのに協力してくれる？」


「もちろん、お手伝いいたしますとも！　またなんかあったら、王宮に知らせまさぁ」


　二人は男に礼を告げ、木々の生い繁しげったほうへ向かうと、すでに警備軍の兵士が、仕掛けた罠の確かく認にんにかかっているのが見えた。


　幾いく人かが手分けをして、岩場をのぞき、茂しげみに槍やりを突つき立てたりと物々しい空気が漂ただよっている。あちこちに紐ひもや杭くいを使った罠が仕掛けられているため、あまり不用意には動けない。


　用心しながら足を進めつつ、イルアラは憂ゆう鬱うつな声でエンハスにつぶやいた。


「なんか、思ったより真ま面じ目めに問題だわ。これは……」


「俺もちょっと驚いた。あんな大人もみんな真に受けてるってことは、被害件数は少なくても、被害状じよう況きようがまずいってことだよな？」


　二人が被害現場にあったという獣の爪つめあとについて話していると、少し先でジェナイの声があがるのが聞こえた。


「おーい！　ここ、網にかかってるぞ!!」


　二人が急いで駆けつけると、シダの茂みがある泉の側そばに仕掛けた罠らしい。


「お前たち、どうしてここをうろついてるんだ？」


　そのとき、唐とう突とつに背後からかけられた低く重みのある声に、エンハスとイルアラはすくみあがった。確かめなくてもその面おも持もちは想像がつくが、ハヴィールの声に二人はしぶしぶ振ふり返る。


　そこには、想像のさらに上をいく教育係の姿があった。本日も眉み間けんにシワががつんと寄っており、『不ふ機き嫌げん・教育的指導絶賛推すい奨しよう中！』の看板のように見える。


「ハ……ハヴィール。えっと、その……珊瑚の調査にきたんだけど」


「ほぅ、わざわざ嵐あらしのあとで？　海の濁にごっている時分に珊瑚の調査とはご苦労なことですが」


　ハヴィールの深みのある青い目に見下ろされるのは、実にひややかで恐ろしい。


　イルアラは蛇へびに睨にらまれた獲え物もののように、ヒィィと声なき悲鳴をあげた。


　二人の窮きゆう地ちに気を利きかせてくれたのか、側にいたジェナイが声をかけてくれる。


「ハヴィール、少年少女の指導はあとにして、とにかくこれを降ろしちまおうぜ。あぁ、姫ひめ様は下がっててくださいよ。おら！　てめぇらは全員装備！　きっちり配置についとけ！」


　周囲の兵士たちに指示を飛ばすと、ジェナイも剣けんを構えて罠の近くに立つ。


　獲物は大型の獣であるという想定で、漁に使う網を跳はね上げ式の罠に使ったらしい。


　頭上にぶら下がった網のようすを見ても、それなりに重量があるようだ。ピクリとも動かないのはどうやら気を失っているのかもしれない。


　ハヴィールがジェナイの隣となりに立ち、網を吊つり上げている紐を短剣で断たち切った。


　鈍にぶい音を響ひびかせて落下した網にジェナイが剣を構えて近づく。


「なんだこれ？」


　緊きん張ちよう感かんのない声とともに、あらわになった獣の正体に一同が啞あ然ぜんとなった。


　すぐに我に返ったハヴィールが近づくと、手早く網を短剣で切っていく。


「人……だな。獣じゃない」


　島民にはあらかじめ罠の位置と注意事じ項こうを通達してある。網にからめとられているのは、このあたりでは見かけない装しよう束ぞくの青年だ。気を失っているらしく、その目は閉とざされたままだ。


「救護班！」


　ハヴィールの声に、医い療りよう用具を詰つめた袋ふくろを肩かたから下げた数人が走ってきた。


　その中の一人がイルアラを見つけると近づいてくる。


　南方ピリネアでは珍めずらしい、黄みがかった淡あわい色の髪かみをしており、白い肌はだに水色の瞳ひとみと色素も薄うすい。


　どこか少女めいた可か簾れんな印象もある、柔にゆう和わな面差しの小こ柄がらな青年だ。


「イルアラ様。いらしてたんですか～？　声をかけてくださればよろしいのに。侍じ女じよ殿どのに頼たのまれたお手入れ用の泥どろできてますよ！　ヒドロをすり潰つぶしたぬるぬる成分配合で、全身に使えます。でも何なんですか、磨みがきをかけなくちゃいけない大事なお客さ……マゥッ！」


　スパーンと音を立てて、イルアラの手がテミファの口をふさぐ。


「しっ！　黙だまって！」


「ひ、ひらい（痛い）ですよ……何ですかもぅ」


「なんて聞いてるか知らないけど、お客のことは言わないで。いっておくけど、そんなもので磨きをかける気はないわよ」


　イルアラの剣けん幕まくに、唇くちびるを赤く腫はらしたテミファは怯おびえたようにうなずいた。


　その客人が、見合い相手だという事までは漏もれていないようすに、イルアラはほっとした。


「で、この人は？　タリマレイの人間じゃないわね」


　数人の衛生兵であらためて診みたところ、男は特に目立った外傷や、頭部に大きな傷もないことはわかったが、剣を持っていたため後ろ手に縛しばり上げられてしまった。


　ここフィノール島はタリマレイ国でも比ひ較かく的てき沖おき合あいにあるため、商人の多いアンサラ島とは違ちがい、外部からの人間が出入りすることなどまずない場所だ。


　この青年も正規に入国してきたものではないのだろう。タリマレイのような散らばった離り島とう国家では、こうした密入国者への警備は完全にはしがたく、たまにこうして異国の人間が入り込むこともあった。


　青年は襟えりが高く作られた上衣に、腰こし帯おびから下はゆったりした縫ほう製せいの下した穿ばきをつけている。


　腰にあった大おお振ぶりの曲刀カラベラはすぐに取り上げられた。


　タリマレイの者と比べると肌は白く、鼻び梁りようや額の造作の雰ふん囲い気きから見てもこのあたりの者ではないとわかる。


　手入れされた赤味がかった金の髪に、耳みみ朶たぶには細かな宝石をあしらった金細工の飾かざりが連なっている。衣装の生き地じからして、男は金持ちの商人か立場のある者だろうと周囲が口にする頃ころ、ようやく青年が目を開いた。


　その場の誰だれもが口を閉じて凝ぎよう視ししてしまうほど、鮮あざやかなエメラルドグリーンの瞳が周囲を射た。わずかに切れ上がった眼まな尻じりは鋭するどく、野生の獣が威い嚇かくするような険がある。


　青年の口から耳なれない発音の言葉が漏れた。直後、後ろ手に縛られたまま驚きよう異い的な素す早ばやさで跳ね起きると、警けい戒かいするように身を低く構えた。


　立ち上がった青年は上背があり、ひと目で鍛きたえられているとわかるしまった体つきは、猫ねこ科の獣にも似た俊しゆん敏びんさと力強さを感じさせる。


　身なりの良さに見合わない猛たけ々だけしさに、警備兵たちも警戒をあらわにした。


　先ほど耳にした言葉は、イルアラが講義を受けている西方ジラート大陸の言葉に音が近い気はするが、聞き取ることはできなかった。


　ジェナイがずいっと前に出たかと思うと、似たような響きの言葉で話しかける。


　だが青年は、短く何かを答えて顔を背そむけた。


「うーん、名前を聞いてみたんだが『お前たちに名乗る名はない』そうだ」


　ジェナイが、いったい何様だとばかりに呆あきれて見せる。


「じゃあ、貴方あなたはどこからきたの？」


　突とつ如じよ近づいたイルアラに、青年はあきらかに驚いていた。


　まるで怯えるようにあとずさるとイルアラを凝視する。周囲の数人が「イルアラ様、下がってください」と慌あわてて遮さえぎった。


　青年は、おかしな生き物でも見るように、険しい目つきで上から下まで眺ながめると、軽けい蔑べつするような表情で何事かつぶやきそっぽを向く。


「ねぇ、ジェナイ。この人今なんて言ったの？　なんかすっごく感じ悪いってことはわかるんだけど」


　だがイルアラの問いかけに、ジェナイは恐おそろしく決まり悪そうに視線を合わせようとしない。


「ぇぇと、じゃあ意味は伝わってるから、すっごく感じ悪く思われてるって事で……」


「な、なにそれ。いってよ、気になるでしょ」


「……いいですか、あれですよ、俺がいってるんじゃないですからね。えぇっと、つまり、『お前みたいなはしたない女がいるなんて、ここはろくな国じゃない。これでは嫁とつぎ先もないだろう』って、あの～姫様？」


「イルアラ!?」


　慌てるジェナイとエンハスの制止の声を振り切って、イルアラは青年の前に立つとその足を払はらい再び地面に倒たおした。


「初対面でなんだけど……いま一番聞きたくない言葉だわ」


　イルアラは地面に尻をついてしまった青年の背後を取ったかとおもうと、怒いかりにまかせて縛られた左ひだり肩かたに手をかけ背に膝ひざを蹴けり込んだ。


　ゴキンッ！


　鈍い音が響いて、青年はうめき声を立てるとうつぶせに倒れる。手に伝わった感かん触しよくに、イルアラは慌てて叫さけんだ。


「うわ、やだっ！……ご、ごめんなさい！　力入れすぎちゃった……かも」


　あきらかに肩がはずれた嫌いやな音に、見ていた一同が悲鳴を上げハヴィールがため息をつく。


「イルアラ……やりすぎだ。自分の怪かい力りきを考えて行動しろと、常々いってるだろう。それにしても、嫁よめに行きたかったのか？」


　呆れつつもハヴィールは青年に歩み寄ると、その身を拘こう束そくする紐を解いた。


　苦く悶もんの表情で汗あせを浮うかべる相手に肘ひじを曲げるように示し、上じよう腕わんをつかむと思い切り腕うでを引き相手の肩を膝で押した。


　先ほどよりもいっそう鈍い音が響いて、周囲の誰もが再びうめき声をあげた。


「うぇ……結局お前も怒ってるだろ」


　気を失って倒れる青年に、ジェナイが同情の視線をおくる。


　実際ハヴィールは警備軍での訓練において、こうした整復にはなれているはずだったが、今のはあきらかに悪意が入った荒あら療りよう治じだった。


　気絶した憫あわれな侵しん入にゆう者に、衛生兵が患かん部ぶを冷やし手当てにあたる。


　結局、青年の腰帯の装そう飾しよくに非常に珍しい獣けものの毛皮があしらわれていたため、『人喰くい猫ねこ騒そう動どう』も島民がこれを獣と見み間ま違ちがえたのではないかという意見もでた。


　ただ、現場に残されていた爪つめや牙きばの話もあるだけに、しばらくの間はこの島の担当でもある第三師団に警備強化に当たるよう指示が出された。





　捕とり物も終わり、罠わなの後片付けなどを終える頃には昼近くになっていた。


　捕ほ縛ばくした青年を伴ともない、リナヴァル島へ戻もどった警備軍の面々は昼食の支し度たくに取りかかる。


　第四師団と待機要員だけでもゆうに三十人は超こえるため、食事を作るのも一仕事となり、誰もが忙いそがしく立ち働いていた。


　野外調理用の炉ろに火が入れられ、鍋なべが次々とかけられる。


　調理場では、イルアラが鬼き気き迫せまるようすで大おお鉈なたをふるっていた。


　警備軍にいる間は、王女であろうと兵士の一人として扱あつかわれるため、食事や野営の支度も一兵卒と同じようにこなしていく。


　だが、イルアラは先ほどの怒りがまだ収まらないのか、響ひびく鉈さばきに周囲の者も遠巻きにしている。肉の卸おろし商しようから嫁いだ王おう妃ひを母に持つイルアラは、直々に手ほどきを受けたおかげか、肉や魚の下ごしらえは得意だった。


　そうして兵士たちが忙しく煮に炊たきの湯気をあげている中、少し離はなれた炉に一人で立ち働く人物がいた。昼の強まる日差しの下でも、すっぽりと外套フエイルをかぶったままのテミファだ。


　その手には、どこから入手してくるのか、目玉が突つき出したり体の表裏がひっくり返ったような魚が握にぎられている。それを水みず汲くみから戻った同どう僚りようが、恐る恐るのぞき込んでいた。


「テミファ、お前そのド紫むらさきの物体は……」


「うわ、消火用の桶おけなんて近づけないでくださいよぅ！　これは、トゲを抜ぬいて肝きもだけ使うんです。あとこっちのは、ゆでるとぬめりがでていいんですよ～待ちきれないんですか？　できたら呼んであげますよ？」


「気持ちだけで胸いっぱいに……気持ちわる、うぇっぷ」


　逃にげるように立ち去る同僚にもかまうことなく、テミファは大おお鍋なべに向かって原形のわからない物体を次々と投入していく。


　嬉き々きとして鍋をかき混ぜるようすは、どう見ても怪あやしい呪まじない師にしか見えない。


　本人いわく薬やく膳ぜんだと言うそれを、口に入れたがる者は皆かい無むであり、今にも異い臭しゆう騒さわぎに発展しかねない鍋の周囲にはさりげなく人がいなかった。


　そのにぎやかさを遠目にして、エンハスは転がされている青年の見張りもかね、炉にくべる木の枝を短刀で払っている。


　謎なぞの青年は怪け我が人だということもあり、今は両腕を体の前で縛しばられているだけだ。


　ジェナイの話では、どうやら青年は公用語であれば聞き取れるらしく返事もするらしいが、先ほどから二人の間は終始無言だった。


　この妙みような闖ちん入にゆう者がいることをのぞけば、警備軍におけるいつもの昼の風景だ。


　やがて香辛料ミルスの胃を刺し激げきするいい香かおりが辺りに漂ただよいだす。


　昼食にはおなじみの、ビラマスを香こう草そうで煮にたものや、鶏肉とレンズ豆を幾いく種類もの香辛料で煮たリハ。それに小麦をこねて揚あげたロシや蒸した米、熟うれたフルーツが並べられ、各自が好きなようにとっていく。


　それぞれに食事がいき渡わたる頃、テミファが手に椀わんを持ってイルアラに近づいていった。


「はい、イルアラ様。お疲つかれなんでしょう？　私特製の滋じ養ようスープです。今日はイルカが特別珍めずらしいものを届けてくれたんですよ、ぜひ召めし上がってください！」


　にっこりと満面の笑えみで手渡されたそれは、あざやかなオレンジ色をした液体の中に魚の目だまが浮かんでいた。


　恐こわいもの見たさか、椀をのぞき込んだ兵士が鼻を押さえて悲鳴を上げる。


　だが、イルアラはどこかぼうっとした表情のまま、手にした椀を一気にあおった。


「姫ひめ様!?」


「イルアラ様!?　どうしてっ、そんな!!　救護班だ、衛生兵を呼べ！」


　衛生兵当人でもあるテミファを前にしながら、周囲は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた。


　口元を押さえてうずくまるイルアラを、水と木桶を持った衛生兵が取り囲む。


　これがテミファの仕し業わざでなければ、毒殺騒ぎでも起きたかと思うようなありさまだ。


　遠目に見ていたエンハスも半ば立ち上がって呆ぼう然ぜんとする。


「テミファの作ったものを口にするなんて……自殺行こう為いだぞ」


　思わずつぶやいたエンハスの側に、リハの椀にロシを載のせたものを両手に持ったジェナイが近づいてきた。


　その一つをエンハスに手渡しながら、耳元に口を寄せると声をひそめる。


「なぁ、噂うわさなんだけど、姫様に見合いの話があるってほんとか？」


　思わず昼食を取り落としかけたエンハスに、ジェナイは眉まゆをあげて見せた。「やっぱり、知らなかったのか？」とでも言いたげだ。


「ま、ただの噂だがな。なんだかさっきの男のことといい、どうもピリピリしたりぼうっとしたりで変じゃないか？　アレの作ったスープを飲むようじゃよほど重じゆう症しようだろ」


　テミファを顎あごで示すと、ジェナイは鼻を鳴らして立ち去った。


　エンハスはジェナイの背中を凝ぎよう視ししたまま動けない。


『イルアラの見合い』。その言葉が意味することはわかるのだが、今まで考えてみたこともなかった。


　ぽんと目の前に置かれた現実に、あらためてイルアラはこの国の王女なのだと思い知らされた気がして、エンハスは足元の影かげを睨にらみつけた。


『見合い』という単語が徐じよ々じよに重くのしかかってくる。


　タリマレイの女王になるということは、いずれ夫となる伴はん侶りよを迎むかえるということだ。国を束ねる者にとって跡あと継つぎ問題は切り離せない。


「エンハス、どうしたの？」


　声をかけられてふり向くと、いつの間にかイルアラが椀を持って立っていた。


　先ほどのスープのせいか、顔色がすぐれないように見える。


「イルアラこそ大だい丈じよう夫ぶか？　どうしてテミファのスープを飲んだりしたんだ」


「い、いわないで！　思い出したら気分悪くなるから。なんかすごい味と臭においで、口の中が燃えて背中が寒いような……あれ、エンハスもう食事もらったの？」


　尋たずねながらイルアラは、傷いためた左ひだり肩かたを固定され手首を縛いましめられた青年に近づいた。


　身構える相手の前に膝をつき、手を伸のばして額に触ふれる。


「ごめんなさい。さっきはやりすぎたわ、やっぱり熱がでてきてる。あとで熱さましをもらってくるから、とりあえずこれで額を冷やして。それと食事を持ってきたけど、食べられそう？」


　その額に濡ぬらした布をあてがうと、イルアラは腕が使えない青年に向かって、椀の中身を匙さじですくって口元に差し出す。


　だが、警けい戒かいをゆるめない青年に、イルアラも困ったような顔になった。


「別に変なものとか入ってないってば。うーん、意味通じてるかしら？　お腹なか空いてない？」


　困こん惑わくした声こわ音ねにようやく青年が口を開き、イルアラは匙を口に入れてやる。


　まだ警戒は解かないようすながらも口を動かす相手に、ほっとしたように微笑ほほえんだ。


「良かった、おいしいでしょ。野営料理は得意なの」


　大おお雑ざつ把ぱで済むから、という真実は告げずにおく。その背後で、エンハスは激しく咳せき払ばらいした。


「イルアラ、後は俺が見るから食事を取ってこいよ。あのスープを飲んだあとだ、口直ししといたほうがいい。あと、悪いけどテミファを呼んでおいてくれるか？」


「え、エンハスがやってくれるの？　じゃあテミファを呼んでくるけど、肩をよく冷やすように伝えておくからお願いね」


　あまり特とく殊しゆな治ち療りようはさせないようにと釘くぎを刺さして、イルアラは椀をエンハスに渡すとテミファを捜さがしに戻った。


　イルアラを遠ざけることに成功したエンハスは、どっかと青年の目の前に座る。


　不ふ機き嫌げんになる顔を隠かくしもせず、匙を手に取るとずいっと男に突き出した。


「食え」


　だが、青年はしばらくエンハスを睨みつけると、ぷいと顔をそらせてあきらかに反はん抗こう的な態度をとった。


「ふーん……そういう態度にでるのならかまわないけどな。テミファ、ここだ！」


「はーい、はい。なんですか、私の滋養スープが必要な人がここにいるんでしょう？　イルアラ様に怪我人の手当てを頼たのまれましたよ。張り切って腕をふるいますからね～！」


　いそいそと近づいてきたテミファに、青年は口をひらいた。


「『イルアラ』は王女の名前ではないのか？」


　警備軍への入団には公用語も必ひつ須すとされているため、テミファは難なく質問を聞き取れたらしい。


「おや、気づいていらっしゃらなかったんですか？　貴方あなたが失礼なことをいった相手がそのご本人ですよ」


「同じ名前の女兵士かと」


「まぁ、確かにあの御ご衣い装しようですし、イルアラ様は何かと規格外ですからねぇ。実際、体力・気力・腕わん力りよくのどれも女性兵に引けはとりませんよ。さらに貴方などにも気をかけてくださる、やさしいお方です。さぁ、健康な肉体は正しい食事から！」


　テミファは嬉うれしそうに、手持ちの椀からオレンジ色の物体を掬すくってみせた。


　異い臭しゆうが漂うそのスープに、青年の緑の目が見開かれ、不自然な姿勢であとずさる。


「おやおや、どうされました。しっかり栄養をつけないと傷の治りも遅おそいですからねぇ」


「テミファ、あと脱だつ臼きゆうしたところ冷やして欲しいってイルアラが」


　エンハスは口をはさみつつ、イルアラに言い添そえられた『できるだけ普ふ通つうの治療を』という一言はあえて口にしない。


「そうでした！　ばっちりヒトデで冷やして差し上げますよ～。今日はアオヒトデのいいのが入ってますからね!!」


　まるで市場のオヤジのような口調で、治療道具を広げだしたテミファに、青年は恐きよう怖ふの表情を浮うかべ逃にげ出さんばかりになっている。


「悪いが……今助けてやれるほど、慈じ悲ひの持ち合わせはないからな」


　イルアラに、手ずから食べさせてもらうなどという行為を目もく撃げきしたエンハスは、非常におとな気なくテミファの凶きよう行こう（治療）を見過ごすことにした。














５　暗い足音




　王宮の自室にいたファラーサは部屋の灯あかりもつけぬまま、豪雨スコールが去ったばかりの夕暮れの空を眺ながめていた。


　激しい稲いな光びかりを走らせる空が美しく、部屋を明るくするのは惜おしかったのだ。


　荒あれた空を覆おおっていた厚い黒雲も薄うすれ、いまは渋しぶく赤みがかった色が流れている。


　多た忙ぼうな国王である彼に、ほんのひと時訪おとずれた穏おだやかな時間だった。


　窓辺から入る風は、雨あめ露つゆを滴したたらせふっくらとした緑と、甘い花の香かおりをまとい心地ここちよい。


　ふいに聞こえた格こう子し戸を叩たたく硬かたい音に、ファラーサはふり向きもせず「どうぞ」と告げた。


　暮れどきの薄暗い部屋を訪れたのは、鳥の王ヴァラカンだ。


　長身に威い圧あつ感かんのある空気を放ち、堂々たる体たい軀くと金きん褐かつ色しよくの蓬ほう髪はつをなびかせている。


　猛もう禽きんに似た金の虹こう彩さいに囲まれた瞳どう孔こうがくるっと動くと、わずかに黒目がちになり人らしい表情を浮かべた。


　しかし今日のヴァラカンは、椅い子すには座らず部屋を横切ると、不機嫌そうに窓辺に腰こしを下ろした。指がいらつくように窓まど枠わくを叩いている。


　ラロヘンガにおいて、風の眷けん属ぞくに連なる半神であるヴァラカンは、容よう貌ぼうはいくら人を象かたどっていてもその異質さは隠しおおせない。宮きゆう殿でんの侍じ女じよや侍従は彼の訪れに落ち着きをなくし、畏い怖ふからか怯おびえたようなようすを見せる。


　そのためファラーサも、この友人の来訪時には侍女の手を借りることなく、身の周りは全すべて自分でこなすことにしていた。


　酒しゆ肴こうの支し度たくをしながら、機嫌の悪そうなヴァラカンに声をかける。


「先ほどはすごい豪雨スコールでしたから、そろそろ貴方が来る頃ころだろうと思っていました」


　鳥の王は酒しゆ杯はいを手て渡わたされると、窓の外を眺めたままため息をついた。


「なぜ、豪雨だと俺がくるとわかる？」


「今日は激しい落らく雷らいもありましたから……あぁ、その髪かみは、先のほうだけでも切ってしまったほうがいいでしょうね」


　豪雨の中、落雷を受けたに違ちがいない深みのある金褐色の髪を見て、ファラーサは苦く笑しようする。


　果物ナイフを手にするファラーサに、ヴァラカンは素す直なおに髪をまかせるといらだたしげに唸うなった。


「あの女、ヒステリーもいい加減にしろというんだ」


　ヴァラカンが愚ぐ痴ちっているのは、現在の彼の妻である雷かみなりの女め神がみカランティアのことだ。


　風の大神ワイバラニーの思おも惑わくから、ほぼ監かん禁きんという強ごう引いんな方法で政略結けつ婚こんをさせられたヴァラカンは、妻とは折り合いが悪いままらしかった。


　カランティアにしてみれば、ヴァラカンが今まで人間の女性を伴侶に迎えてきたことも多かったため、彼が人界に降りることを好まない。


　そのためヴァラカンが人界に現れる際には、嫌いやがらせのように豪雨スコールが起きたり、今回のように落雷を伴ともなったりもする。


　夫を雷で打とうとする過激さが、余計にヴァラカンを遠ざけているのだが、ファラーサにはそのことを助言してやれるすべもない。せいぜい焦こげた毛先を整えてやるぐらいだ。


　だが、髪に触れるファラーサの手を取るとヴァラカンは顔をしかめた。


「お前、熱いぞ。熱があるならおとなしく横になってろ」


　もう長年にわたり、何度もやり取りされてきたその言葉に、ファラーサは小さくため息をついた。


　逆らっても実力行使に出られるだけなので、おとなしく寝ね椅い子すに向かいながら、文箱から数枚の書状を取り出す。


「気になることがあるんです。父……エーディクから手紙が来ました。三年ぶりです」


「エーディク。あの不ぶ精しようものが手紙を？　珍めずらしいな、用件はなんだ？」


　前女王でありファラーサの母にあたるフォニベリィの伴はん侶りよは、タリマレイ国が始まって以来初めて他国から迎むかえられた人物だった。


　西方ジラート大陸からきた船乗りだったエーディクは、フォニベリィが退位を決めた後二人で連れ添って船出した。そして妻を亡なくしたあとは一人、西方ジラート大陸にあるスロワネア公国で隠いん遁とん生活を送っているとだけ知らせがあった。


　もともと気配りや細かさとは無む縁えんの人物なだけに、こうして便りがあるとすれば何か異常が起きたと考えるのが自然なほどだ。


「手紙によると、スロワネア国内で最近妙みような動きがあるようです。大公家の主権が代理に渡ったり、一部貴族が周辺他国に接せつ触しよくを持ったりしているようですね」


「スロワネア公国か……ここ数年軍備増強が激しくて、小こ競ぜり合いの多いところらしいな。だが、あいつは政治だの権力だのは興味がなかっただろう。何だって今さら」


「エーディクの思惑はわかりません。ただ周辺諸国といえば、イルアラにルリガダ国第二王子との見合い話が持ち上がっているのですが」


　気が進まないという態度を、ありありと見せつつ切り出したファラーサに、ヴァラカンは面おも白しろそうに黒目を大きくする。


「ほぅ、あの娘むすめももうそんな年か。しかし他国との婚こん姻いんなのか？　フォニベリィとエーディクの婚こん儀ぎのときも散々もめただろうが……」


「私は乗り気ではありません。そもそもこの話は、二年前に人事院が接触を図った際、即そつ刻こく断りの返答をもらっています。ルリガダ国のスラト王子といえば、他国にも聞こえの高い王子でしたから。エルダル国王との兄弟仲も良かったようですし、とても婿むこ養よう子しに出すとは思えません。どうして先方から蒸し返すなんて……しかもマティアが話を進めてしまって」


　珍しく愚痴るような口調の国王に、ヴァラカンは懐かしむ顔つきになる。


「マティアときたらお前にとっては父も同じだからな。イルアラの教育にも人一倍熱心らしいな。わざわざ憎にくまれ役を買ってでてるわけだろう？　ま、あいつの場合は単に性格かもしれんが……」


「えぇ、私もあの子には甘いものですから、感謝しています。ですがまだイルアラには、マティアの真意は汲くみ取れていないようですけど」


　報むくわれない教育係の苦労を思えば、ファラーサも申し訳なく思うことも多い。


「イルアラもいつかは気づくだろうさ、お前がそうだったようにな。しかしエーディクの手紙の通りだとすれば、ルリガダ国と接触のあるスロワネアの動きは気になるな。気を配っておくにこしたことはない……が、今はまずお前が横になることが最優先だ」


　従わないうちは目を離はなさないとでも言いたげなヴァラカンの姿勢に、ファラーサも観念して今度こそおとなしく寝椅子に身を横たえた。


　途と端たんに、暗い天てん井じようの景色が流れるようなめまいを覚えて、ファラーサは手のひらで目を覆うと小さく息をつく。


　すぐにヴァラカンが立ち上がる気配があり、寝椅子の隅すみにたたまれていた上うわ掛がけを広げるのがわかった。


「お前は根をつめすぎだ。この前の神迎えのときも、ほとんど休みをとらなかっただろうが」


　不ふ機き嫌げんそうなヴァラカンにファラーサは肩かたをすくめて見せる。


「それは、貴方あなたも同じだったでしょう？」


「俺とお前を一いつ緒しよにするな。そもそも体のつくりが違ちがうだろうが」


　ヴァラカンが怒おこったような声こわ音ねで言うと、そっとファラーサの額に触ふれた。その手の重みが心地よく再び目を閉とざす。


「大だい丈じよう夫ぶです、これも余波みたいなものですから。神迎えでラロヘンガが近くなると、不思議と意識が高こう揚ようして酔よったようになるんです。元からあの時期はあまり眠ねむれないんですよ。それも、じきに収まりますから」


　ラロヘンガの者と通じる能力ナドウルを宿した体は、人一倍脆ぜい弱じやくになる。


　それはタリマレイ王家に代々継つがれゆく業ごうのようなものであり、ファラーサにとっては幼少の頃からつき合ってきた己おのれの体だった。


　体調を崩くずすたび、隣となりにいるこの友人にどれほど心配をかけているかもわかっている。


　特別な能力により歪ゆがんだ体。


　そしてこの国が、どれほど不自然な均きん衡こうの上に成り立っているのかも忘れたことはない。


　人じん智ちを超こえた加護により、箱庭のように護まもられてきた美しい楽園。


　だが、染しみ出す疫闇ダハルの影かげが広がるにつれ、その均衡は崩れようとしている。


「とにかく、眠れ。今すぐだ」


　ヴァラカンの手のひらで瞼まぶたをふさがれ、ファラーサはせっかちだと笑った。


「気持ちがいい。貴方の手はいつも冷たいから」


「お前の額が熱いんだ」


　夕ゆう闇やみが濃こくなり、満ちていく海からはわずかに波音が響ひびいてくる。


「ラロヘンガでの裁定は……下りましたか？」


　不意打ちのような問いに、動どう揺ようしたのかヴァラカンの手がわずかに揺ゆれた。


「いや、まだだ。確定はしていない。だが、ここ最近死者の国スフアルゲへの境界に異変もあるようだ。水の大神シヤンナムがどう出るかだが……」


「海の御おん方かたが……貴方にもご迷めい惑わくをかけてばかりです。本来、風の眷属である貴方は、我々の加護に立たれる存在ではないのに」


「そんなものは上の思惑だ。俺の知ったことではない」


「……私は、あの子に恨うらまれるでしょうね」


「馬ば鹿かを言う。娘のことはお前が一番よくわかっているだろう」


　夜風が甘い花の香りをのせて過ぎるなか、あたりは静せい寂じやくに包まれた。


　ヴァラカンはファラーサの青い瞳ひとみを手のひらに隠かくしたまま、胸の痛みを逃のがすように小さく吐と息いきを漏もらした。





◇◇◇







　深夜、風も凪ないでしまうと、空気はべったりと重たく闇の暗さも増す。


　イルアラは眠れずに、月明かりだけが差す寝しん台だいに座り込んでいた。


　──エンハスは、やっぱりラロヘンガに帰りたいかな……


　エンハスと出会ってしばらくの間も、このことは何度も考えた。


　タリマレイで暮らし始めた当初、エンハスはひどく悪夢にうなされたり、居い心地ごこちが悪そうにしていたからだ。


　だが、いつしかそんなことも減っていき、本人の口から元いた場所へ戻もどりたいという言葉を聞いたこともなく、一緒に暮らすのが当たり前になっていったのだ。


　ただ、あの女性の言う通りであれば、ラロヘンガが疫闇ダハルにまつわることで深刻な事態になっているのは間違いなさそうだった。


　バラーバル国の火山で対たい峙じした、ジンシーの赤い瞳と狂くるったような哄こう笑しようを思い出す。


　エンハスの兄にあたるという銀ぎん髪ぱつの青年は、左目につけたモノクルの下に、硝子ガラス玉のような赤い目を持っていた。疫闇に蝕むしばまれている証あかしでもある忌いまわしい色。


　ラロヘンガの者を憎んでいるジンシーは、疫闇をつかい火山の女め神がみライマを穢けがそうとした。


　疫闇のおぞましさ、そして姿なき女神であるライマの怒りに触れ、はかりしれぬ神々の力というものもわが身で感じた。


　ラロヘンガが、疫闇のような存在に乱されているのだとしたら、エンハスにとっては故郷の危機だともいえる。


　イルアラにしてみればタリマレイになにかあれば、平静でなどいられない。


　守りたい場所や大切な人がいるのだ、できることなら何でもしたいと思ってきた。


　──エンハスだって、帰りたいのに言い出せないのかもしれない……


　思い当たる理由はひとつだけだ。


「私の……『お守もり』か」


　だからこそ、自分がしっかりしなくてはいけないのだと、イルアラは改めて強く思う。


　そのとき、室内で風が動くのを感じると、部屋の隅に淀よどむような影が動くのを感じた。


　ヒタ……


　ヒタヒタ、ヒタ……


　肉がじかに床ゆかを打つ、わずかに湿しめった音がする。


　人の足音というにも違う響きだ。そもそも夜半に、王女の部屋に忍しのび込む者などまともではない。異様な気配を感じてイルアラは息をつめた。


　気のせいではなく、確かに何かがいる。あきらかな質感と熱を感じさせる存在があった。


　わずかに聞こえた足音の間合いから、相手が二本足でないことがわかる。


　気味の悪さと重圧を感じながら、イルアラは暗闇を凝ぎよう視しした。


　ねっとりと重い闇に浮うかぶ一いつ対ついの赤い目。


　じっとこちらを見つめるそれと視線が合うと、赤い目は瞬まばたきをし、フシュッと息を漏らした。


　イルアラは寝台からはね起き、部屋の隅に立ててある槍やりへ手を伸のばそうと走る。


　だが、背後から強い衝しよう撃げきを受け、床につき倒たおされ体を打ちつけた。


　一いつ瞬しゆん息がつまったが、起き上がろうと反転した右みぎ肩かたに痛みがはしる。


　獣けものの爪つめが肩に食い込み、そのまま床に押さえつけられた。


　のしかかっているのは、イルアラの背せ丈たけよりも大きな獣だ。


　妙みように長さのある四し肢しは、うす暗い毛並みに覆おおわれ鋭するどく巨きよ大だいな爪がある。瞳どう孔こうの細い両目はドロリと赤く、凝こごった血のように見えた。


　耳は先がわずかに丸みを帯び、犬より口こう吻ふんが短い。荒あらい息をつくその口こう蓋がいからは、長く大きな牙きばがのぞき唾だ液えきが滴したたっている。


　昼間聞いたフィノール島での噂うわさと、家か畜ちく小屋の被ひ害がいを思い出す。


　──まさか、これが人喰くい猫ねこ!?


　混乱する中で、浅く荒い獣の息が喉のど元もとにせまり、イルアラは何とか相手の腹を蹴けり上げようとしたが、肩を押さえられているためうまく力がはいらない。


「イルアラ!!　無事か!?」


　飛び込んできた声と共に、圧おし掛かかっていた重みが消失すると、黒い獣がすさまじい音を立てて壁かべにぶつかる。


「へ……ぃき、大丈夫」


　つまっていた息を吐はき出し転がり起きる。エンハスがきてくれたことにほっとしつつ、イルアラは槍を手にすると穂ほ先さきを下に構えた。


　エンハスが右手を腰こしの位置で鋭く振ふると、目を射るまぶしい光が鋭い線を描えがき火花を散らす。


　獣はいっそう身を低く構えたかと思うと、バネのようなしなやかさで跳ちよう躍やくした。


　エンハスの手から光がほとばしり、獣の背を打つ衝撃音と共に「ギャンッ」と甲かん高だかい悲鳴があがる。獣はそのままよろめくように窓へと足をかけ、外へと逃れた。


　エンハスはイルアラの側そばに戻ると、傷を確かめようとした。


「すまない、他ほかで足止めを食らった……どうも最近、精霊チエリツドの動きがおかしい。断定はできないけど、人喰い猫の噂はそれも関係があるかもしれない。悪い、俺だけで手がまわると思ってた」


　腹立たしげなエンハスの口調から、どうやら異変はここだけではなかったらしい。


　寝台に座らされたイルアラは、エンハスに手をとられ自分が震ふるえているのに気づいた。


　怯えた自分を知られるのがどこか恥はずかしく、慌あわてて手を離はなす。


「大丈夫よ、エンハスのおかげでたいした怪け我がもないし、ありがと……でもあれが人喰い猫なら島を渡わたってきてるの？　フィノール島からこのエリフシまでは距きよ離りもあるのに。それにあの獣、赤い目をしてたけど」


「どうだろうな、相手が一頭かどうかもわからないし、精霊の類たぐいなら海の移動ぐらいは造作もない。ただ相手が疫闇ダハルに取り込まれた精霊ならやっかいだ。悪戯いたずらですむ範はん囲いじゃなく島民にも被害がないとはいいきれない」


「ねぇ、その疫闇に取り込まれるってどういうことなの？」


　以前のジンシーの企くわだても、彼がラロヘンガの者にとって、忌まわしい力を持つそれを使ったのだということはわかった。だが、『取り込まれる』とは初耳だ。


「『疫闇』は、基本的には形を持たないし、病気に近いものだと思ってもらってもいい。わかりやすいのは目だ。瞳孔が赤く濁にごってくるのが侵しん食しよくの始まりになる。まれに人が侵おかされることもあるみたいだけど、ジンシーの場合がそれに近いだろう。奴やつの半分は人だし、本人の自じ我ががはっきりしているのは、自ら望んで疫闇ダハルを招き入れた可能性が強い」


「招き入れるのと取り込まれるのは、別だってこと？」


　イルアラの問いにエンハスの顔がわずかに翳かげって見えた。


「取り込まれるというより『感かん染せん』っていうのが近いな。疫闇は不安、不信、恨み、憎にくしみ、絶望……心のあらゆる暗い部分につけ込む、病やまいみたいなものらしい。でも、ラロヘンガの者に関しては少し違ちがう。人の場合は病気が治ることもあるとすれば、俺たちの場合は完全に侵食されてしまえば狂うだけだ。あとは死に至らせるしかない」


　その言葉に、イルアラは平静ではいられなかった。


　──それって……ラロヘンガの者が感染すれば、死ぬしかないってこと？　なのにそんな相手と戦うって……


　血の気が引くような思いにかられ、燭しよく台だいを灯ともしているエンハスの手元を見ると、そこに細かな擦さつ過か傷しようがいくつもあることに気づく。


　エンハスがすぐに飛び込んできたことや、さっきの言葉でわかったことがあった。


　こうした異常はこの夜が初めてではないのだろう。


「エンハスがここしばらく眠ねむそうだったのは、夜の見回りに出て寝ねてなかったの？」


　わずかに責めるような声こわ音ねになるのは、気づかなかった自分に腹だたしさを覚えるからだ。


「精霊も疫闇に侵されると活動が夜主体になるからな。これからも何か異変があれば大声を出してくれ。すぐに駆かけつける」


　イルアラの肩かたに滲しみ出した血に止血の布を当てながら、エンハスがくやしそうにこぼす。


　燭台の光に照らされたその面おも立だちが、いつもより大人びて見えイルアラは戸と惑まどった。


　毎日一いつ緒しよにいても、こうして流れた時間をふと感じる。


　目の前の黒い瞳が、どれだけやさしくなるかはよく知っている。


　ただ声を聞いているだけで、恐きよう怖ふで震えていた手が落ち着いていくのがわかった。


　ついさっきまで、自分一人でも大だい丈じよう夫ぶだと思えたことが信じられなくなる。


　そんな自分に嫌けん悪おを覚えて、イルアラは心に決めた。




──私がしっかりしないから、エンハスはラロヘンガに帰りたくてもきっと言い出せない。






ヴァラカンの決めたことで、エンハスに護衛をしつづけてもらうのはやっぱり違う。




そういうふうに一緒にいたいわけじゃない。




だったら、なおさら聞かなくちゃ。確かめないと私……




　声が震えないようにイルアラは口を開いた。


「ねぇ、エンハス……ラロヘンガに」


　尋たずねようとしている言葉の恐おそろしさに、おもわず口をつぐむ。


「イルアラ？　どこか痛むのか？」


　手のひらにある文様フスで触ふれさえすれば、エンハスの心に偽いつわりがあるかどうかは確かめられる。


　それでも今は、自分の中の小さな迷いを欠片かけらも伝えたくはなかった。


　──だから、手は触れない。


　守られるのではなく、共にありたいと思う分だけ甘えは捨てたかった。


　心配そうなエンハスの黒い瞳ひとみを、イルアラは見つめ返す。


　噓うそは一つも見み逃のがすまいと、強く思いながら。


「エンハスは、ラロヘンガに帰りたくないの？」


　答えを聞かなければならなかった。その手を離せなくなるまえに……














６　呪われた刃




　重く垂れ込める空の下、西方ジラート大陸に存在するスロワネア公国は、領土の大半を高さのある針葉樹林に覆われている。そこを抜ぬける風にはちらほらと白いものが混じり、ほぼ一年中を寒気にさらされていた。


　スロワネア公国の中でも、比ひ較かく的てき南に位置する貴族の屋や敷しきに、一台の馬車が落ち葉を蹴け散ちらし石造りの門をくぐっていく。


　二頭立ての馬車から降り立ったのは、狐きつねの毛皮をたっぷりあしらった外套に身を包んだ男だ。


　右手についた金属性の瀟しよう洒しやな杖つえが、朽くち葉ばの積もった地面に突つき立てられる。


　外套の隙すき間まから、身にまとう毛皮と良く似た長い銀の髪かみがこぼれ落ちた。


　わずかにしか差し込まない陽光に、男の左目を覆うモノクルが鈍にぶく輝かがやく。


　異様な風ふう体ていの男は、杖をつき肩を上下させながら屋敷へと入っていった。


　待ちわびた客人の来訪に活気づく屋敷の奥。


　ふんだんに薪まきがくべられた暖だん炉ろのある広間では、恰かつ幅ぷくのいい禿とく頭とうの男が立ち上がり客人を迎むかえた。


「おぉ、ジンシー殿どの。よく参られた」


　大げさに喜んで見せた男は、スロワネア公国五侯こうの一人であるブラギン侯だ。


　公国権力の中ちゆう枢すうから、遠い位置に領地を持つこの男は、中央三公に何とか取り入ろうとやっきになっていた。そこへ大公家の主権を握にぎるアーキム公と懇こん意いだという、商人ジンシーが紹しよう介かいされて以来、屋敷への出入りがつづいている。


　侯こう爵しやくは酒焼けした艶つやのある頰ほおをゆるませて、酒しゆ肴こうを整えさせると人ひと払ばらいを命じた。


　あらためてジンシーは侯爵に深々と頭を下げる。


「お久しぶりでございます。ブラギン侯爵様にあらせられましては、ご健勝そうでなによりでございます。その後、短剣に関してはいかがなものかと……」


「いかがもなにも、なぜもっと早はようにこぬか。お前から買ったあれは、いわれた通り娘むすめにもたせて嫁とつがせた。今やかの国の王は思い通りに動いておるわ」


　男はよほど舞まい上がっているのか、ジンシーの手を取り擦すり寄らんばかりだ。


　ジンシーは男に対する嫌悪をおくびにもださず、穏おだやかな声で答える。


「ご無ぶ沙さ汰たとなりましたこと、誠に申し訳ございません。思ったよりも潮の流れが悪く、船旅が長引きました。ですが、あの品がお役に立ちましたなら光栄にございます。象ぞう嵌がんされたエメラルドもとても質の良い物でしたから、効果のほどもいっそうかと……では、例の短剣は今はまだルリガダ国に？」


「あれはもう国王のもとをはなれ、第二王子が持っているはずだ。まずは娘ごと短剣を近づけて、タリマレイ国との縁えん談だんの件を蒸し返すよう仕向けた。効果は早くてな、もはやルリガダのエルダル王とて、我が傀かい儡らいとでもいったところだ」


　満足げに下げ卑びた笑いを響ひびかせるこの貴族をジンシーは嫌きらっていたが、ルリガダ国と国境を接するエマノラに領地を持つ侯爵には使い道があった。


「ご息女様のおかげにございますね。では、かの国との縁談の件は進んでおられると？」


「無論、今回は見合いという名目で顔合わせという運びだが、なに、王子を送り込んでしまえばこちらのものだ」


「では、王女の息の根が止まるのも、時間の問題といったところでしょうね。あの御お方かたも喜ばれることでしょう。これからご報告にあがりますゆえ……」


　ジンシーの言葉に、男ははじかれたように姿勢を正した。


「おぉ、それはぜひ！　なにとぞアーキム公に、仔し細さいに報告を差し上げてくれ」


　今やスロワネアは軍事大国となりつつあったが、公国の主権をめぐっては内乱が起きかねないほど三公家の権力争いも熾し烈れつさを増している。


　公家に連なる五侯たちも自分がどの陣じん営えいに属するのが最も有利となるのか、見み極きわめと保身に走り回っていた。そしてこのブラギン侯も、下される指令がどういった意味を持ち、異国の王女を殺あやめることが、なぜアーキム公への手て土産みやげとなるのかさえも考えてはいない。


　少しでも権力者の寵ちようが得られるなら、この矮わい小しような男はそれが何であっても差し出すだろう。


　疫闇ダハルが何であるかを知りながら、己おのれの娘を差し出したほどだ。


　ジンシーはブラギン侯の話やもてなしにつき合わされた後、ようやく用意された部屋へと落ち着いた。乱暴に椅い子すに腰こし掛かけ杖を床ゆかに放ほうると、歩きづらい革かわの長靴から右足を解放して長い息をつく。右の足首は捻ねじ曲がっているため、長靴に押し込んで歩くことは大変な苦痛を伴ともなった。


　だがこのゆがみは自分そのものであり、人ならざるものと通じる左目は自らが選び取ったものだ。痛みや苦しみは全すべての糧かてとなる。


　──あの貴族も、今はまだ利用価値がある。『必要な物は奪うばい、手に入れる』。そうした生きる術すべは、あの男に教えられたことだ。


　かつて自分に生き方を示した男の言うとおり、打算と欲、他人を蹴け落おとし、損得で人を裏切る判断力だけが、自分をここまで生きながらえさせたのだ。


　ふいに、モノクルの奥にある左目が不ふ随ずい意いに蠢うごめくと、頭の内側へと向きを変えスロワネア国城内にある殺風景な石室を映した。


　明り取りの小窓に鉄てつ格ごう子しだけの薄うす暗ぐらい中、瘦やせた土地に暮らす民人から強制的に徴ちよう兵へいされた者たちが押し込められている。


　彼らの大半が、家族や親しい者を失ったか目の前で処しよ刑けいされていた。


　ある者は呪じゆを印しるした札をつけられ、また傷をつけられた上に疫闇ダハルに侵しん食しよくされた異形の血を浴びせかけられた者もいた。誰だれもが呻うめきをあげ、石いし畳だたみを搔かく爪つめははがれ赤い跡あとをつけている。


　やがて同じ室に、かつてラロヘンガに属した者の成れの果てが放たれた。


　石室にわずかに高い悲鳴があがるが、弱り果てた者たちは逃にげる力さえ残されていない。


　異形の爪や牙きばにも呪が彫ほり込まれており、たちまち憫あわれな虜りよ囚しゆうに襲おそいかかった。


　酸さん鼻びを極める光景が繰くり広げられた後、その牙にかかり、目鼻や耳から血を流し、狂きよう乱らんの末に生き延びる者もいた。


　赤く染まった瞳どう孔こうは次し第だいに知性の色を取り戻もどし、何よりも深い怨えん嗟さの澱よどみを宿らせて見える。


　その赤い目を見てジンシーはつぶやいた。


　「やはり、牙に仕込んだ呪が一番即そつ効こう性がある……か」


　スロワネアに満ちつつある疫闇ダハルを利用し、軍備増強の一いつ環かんとして始めた研究も進みつつある。いかに効果的に疫闇を宿らせた兵士を作り出せるかは、ジンシーに課された任務のひとつだ。


　その時、意識の外にある薪がはぜる音に、左目が反応し再びぐるりとかえった。


　室内の暖炉に入れられた炎ほのおは、壁かべや天てん井じように不規則に影かげを投げかけている。


　揺ゆれる影の一つが、ゆらりと厚みを持ったかと思うと、徐じよ々じよに輪りん郭かくを浮うき上がらせていく。


　現れた人影の持つ長い髪は先にいくほど色を増し、先せん端たんは闇やみに溶とけ込んで見えた。


　暗く深い、藍あい色いろの両目。


　この寒い土地に相応ふさわしくない異国の装よそおいで宙に浮く男は、ジンシーもよく知る相手だ。


　アディ・バッダルヴァマ・エデン。南方においては、騒がせ屋トリツクスターとして、半神ともならび称しようされている。


「こんなところまでつけてくるとは、お前の酔すい狂きようもたいしたものだな」


　ジンシーのうんざりした響きの声に、ふわりと身を現した男は笑え顔がおを浮かべた。


「僕はそういうものだからねぇ。なに、商人も大変そうじゃないか、接待が多くてご苦労さまなこった。お前もあのおっさんを器用に使ったもんだね。イルアラをスロワネアに招くことなく始末するつもりなのか？　本当は指示も出ていないのに？」


「不安の芽は摘つんでおくに限る。あの御方は小娘にも利用価値があると考えておいでだが、しょせん背後にラロヘンガがある。誰が手をくだそうと、あの王女が邪じや魔まなことには変わりない」


　先の火山の女め神がみがからんだ一件において、タリマレイ国の王女の存在は疫闇ダハルに関かかわるものたちの興味を引いた。


　今や疫闇が渦うず巻まきその力を利用することで、運命を変えようとしているスロワネア公国において、思わぬところで見つけた姫ひめ君は放ってはおけない存在となったのだ。


「同じかなぁ？　どっちかというと、お前がエンハスを、ひいてはヴァラカンを怒おこらせたいだけなんじゃないのぉ？」


　子どもを揶や揄ゆするような口調のアディエデンに、ジンシーは小さく鼻を鳴らした。


「もちろん、奴やつらの歪ゆがんだ顔を眺ながめるのも心地ここちはよいだろう。だがいずれ、人の世はもちろん、ラロヘンガも残らず疫闇に制される日はくる」


「それで、屍しかばねの国を築くのか？」


　アディエデンの問いに、ジンシーはゆったりと目を閉じた。


「飢うえも争いも裏切りも、決してなくなりはしない。ならば、初めから絶望の余地もない世界があればいい。そのためにも、あの御方の気まぐれにつきあってはいられない。私にとってはお互たがい利害が一いつ致ちするうちは使えるものを利用するだけだ」


「そりゃ、お前が人に心を尽つくすとも思っちゃいないが、あの王女を始末しちまえば、そのお偉えらいさんの機き嫌げんをそこねるだけだろう？」


　暗に事実を知っていると匂におわせるアディエデンに対して、ジンシーは顔色も変えなかった。


「事がすめば、ブラギン侯こうの手て柄がらを急せいた独断だとでも報告すれば済むことだ。お前も薬にも毒にもならないうちはいいが、目め障ざわりになれば……」


　だがジンシーの脅おどしにも、アディエデンはのんびりしたものだった。


　相変わらず飄ひよう々ひようとした、どこか投げやりとも取れる声こわ音ねで答える。


「別に、邪魔にはならないと思うよ。お前にとっても、あの御方とやらにとっても、ね。だいたいあの王子をタリマレイにやるのに協力してやったんだからさ、感謝してくれてもいいんじゃないの？」


「お前は……あの娘をどうしたいんだ？」


　助けてみせたかと思えば追いつめる、不可解なアディエデンの行動原理はジンシーにも理解できなかった。


「さあ、どうしたいかね？　僕は、知りたいだけだから。どうしてあの『星の島タリマレイ』に縛しばりつづけられるのかをね……」


　壁に踊おどる炎の影に沈むアディエデンの言葉は、独り言のように影に吸い込まれた。














７　棘




　あの夜、イルアラに尋たずねられた言葉にはひやりとした。


「ラロヘンガに？　帰りたいかって……俺が？」


　なぜ突とつ然ぜんそんなことを言い出したのかと疑問に思う端はしで、脳のう裏りをかすめる人物がある。


　──まさか、メアン姉上？


　だがイルアラは、答えを待ちかまえるように、合わせた目を逸そらそうとはしない。エンハスは困こん惑わくしつつも、正直に答えた。


「俺は、あそこへ帰りたいと思ったことは一度もない。それに今いったばかりだろう、ここ最近は、疫闇ダハルに侵おかされた精霊チエリツドが増えてるんだ。警備を強化しないと……」


「その疫闇が、ラロヘンガにもあるんでしょう？」


　その口ぶりと、ラロヘンガの名前が急に出てくることからも、イルアラが何かを聞かされたことは確かなようだった。


「ラロヘンガに疫闇があるのは、もうずっと以前からのことだ。見回りだって今に始まったことじゃないだろう。もとは、ヴァラカンのせいで精霊に絡からまれる羽目になってるんだ。俺がイルアラの警護をするのは当たり前だろう」


　だが、その言葉を聞いた途と端たん、イルアラは硬かたい表情で口を開く。


「エンハスには、本当にしたいことを選んでもらいたいの」


「前にもいったけど、俺がイルアラの警護をするのは義務って意味じゃないからな。俺がそうしたいから、自分で選んだことだ」


　すこし慌あわてて答えるエンハスに、イルアラはわずかに表情をゆるめた。


「ありがとう。そのことはすごく嬉うれしいし、感謝してるの。えぇとね、なんて説明したらいいかな……」


　燭しよく台だいの灯あかりを見つめ、ひとつ息をついてイルアラは言葉を探す。


「私ね、小さい頃ころエンハスのこと守ってあげようと思ってたの」


　突然切り出された言葉に、エンハスはただ目を見開いた。


「変だと思う？　でも慣れない場所に一人で、私のために遠くからきてくれたんだって思ったら、何かしてあげたくなって。でも、すぐにエンハスはここにも馴な染じんで、もとから強いし、あんまりできることもなくなっちゃった……だから今はせめて、自分のことぐらいきちんとしたいの、エンハスが私の心配を優先するんじゃなくいられるように」


　お互いに、背中を預けられる関係でありたいと語るイルアラに、エンハスは言葉をなくす。


「……イルアラ」


「遅おそくまでごめんね。私なら大だい丈じよう夫ぶだから。ほんとに……今日はちゃんと眠ねむってね」


　やわらかく背を押され締しめ出される。その落ち着いた口調と笑顔に噓うそはなかった。


　イルアラの口にしたことは、思いもよらない嬉しい告白でもあったのに、エンハスは自分の中に生まれた不安を否定できなかった。


　──彼女を守ることが俺の使命で存在価値だ……失いたくない、いつまでも彼女の側そばにいられる理由が欲しい……


　こんな本音は、イルアラにはとても聞かせられない。どうにも卑ひ小しような己おのれに呆あきれエンハスは大きく息をつく。胸の、深いところが小さく軋きしんだ。





　だが、それがどういう意味での発言だったのか身をもって知ったのは、再び獣けものの襲しゆう撃げきを受けた昨夜のことだ。


　外の見回りを終え回かい廊ろうを歩いていたエンハスは、床ゆかを搔かく硬かたい物音に気づき、イルアラの部屋へ飛び込んだ。そこでは倒たおれた卓を挟はさみ、イルアラが手にした剣けんで獣の前足に切りつけたところだった。


「イルアラ！」


　エンハスが剣を抜ぬくと獣は不利を見て取ったのか、その頭上を飛び越こえて走り去る。


　慌てて駆かけより、その左ひだり腕うでに流れる血に気づくとエンハスはついカッとなった。


「どうして俺を呼ばない!?」


　その剣幕にイルアラは首をすくめる。


「一人でも大丈夫だと思ったの。次は……」


「次はない！　どうしてこんな無茶を……怪け我がじゃ済まなかったかもしれないんだぞ」


「……ごめんなさい」


　素す直なおに謝ったものの、イルアラが本当にそう思っているのかは怪あやしいところだった。


　言っている側から、その目は倒れた卓と窓に向けられ、獣の動きを追いなおしている。


　イルアラ自身、伊達だてに幼少時から武術の鍛たん錬れんをしてきたわけではない。現に今回は獣と対たい峙じして一いつ矢し報むくいていた。


「全然……わかってないだろ」


　エンハスは諦あきらめたようにぼやくと、イルアラの左腕の止血を始めた。これが人喰くい猫ねこであれ疫闇ダハルに侵しん食しよくされた精霊チエリツドであれ、一刻も早くしとめる必要があると思いながら。





　翌朝、まるで何事もなかったかのように朝食の席についたイルアラは、今日も講義に出るつもりはないようだった。


　前回講義をサボってから数日が経たっているが、どうやら今も講義は再開されていないらしい。


　来客予定になっている国から船が着かず、また先方からも要領を得ない返答しかないのだと聞かされた。そのため人事院では緊きん急きゆう招集がかけられ、島長カテイーブたちもその対応に追われているようだった。


　イルアラといられる時間は増えたものの、エンハスの気持ちは沈しずむ。


　この時期に、国をあげて他国からの来らい賓ひんを迎むかえるとなれば、思い当たるのはジェナイのささやいた『見合い』の言葉だけだ。


　気になってはいるものの、イルアラ自身が何も話さないだけに、エンハスもなかなか聞きだせずにいた。


「イルアラ、今日もリナヴァル島へ行くのか？」


「うーん、島長カテイーブたちも忙いそがしそうだし仕方ないわ。海洋実習ばっかりになっちゃうけど、たまにはいいでしょ。それにエンハスだって、ハヴィールと剣の稽けい古こがあるんでしょう？」


「そうだけど……やっぱり俺がハヴィールの手をふさいじゃまずいよな」


「大丈夫だと思うけど？　今まで、私の相手をしてくれてたし、ハヴィールも今は師団長じゃないもの。私も稽古相手は見つかったから」


　実はそれが何より問題だとも言えず、エンハスは顔をしかめた。


　ここ数日イルアラは、罠わなにかかった謎なぞの男を稽古相手にし始めたのだ。


　あの青年……人喰い猫と間ま違ちがえられた男は、泥どろを落とし身み綺ぎ麗れいにしてみると、なんとも風ふう采さいが良く人の視線を惹ひきつける魅み力りよくがあった。着き替がえとなった折には、衣い装しようの着方がわからないという青年に、女性兵たちの間で着つけの役が取り合いになったことからもよくわかる。


　鮮あざやかな緑の瞳ひとみや、陽ひに映はえる銅あかがねを帯びた金の髪かみ。


　華はなのある容よう貌ぼうでありながら、どこか鋭するどさを感じさせる面おも立だちのせいか、浮うわついた感じもない。鍛きたえられた体は、兵士の中にあれどむしろ見み栄ばえがするほどだった。


　しかも、さらに腹の立つことにエンハスよりも背が高い。


　ヴァヒネを身につけイルアラの隣となりに並ぶと、絵のようにさまになり、エンハスは平静ではいられなかった。名も素す性じようもわからないこの青年は、ときおりイルアラのことを凝ぎよう視ししたり、油断のならない覇は気きのようなものを感じさせる。


　エンハスとしては、二人きりにはさせられないという心境ではあったが、元はといえば自分の剣の稽古が原因だ。


　だが、エンハスの不ふ機き嫌げんをよそに、エダニーはリナヴァル島へ上陸してしまった。


　エダニーを鳥舎に預けたイルアラは、浜はま辺べに青年の姿を見つけると駆け寄っていく。


「トゥーラ！　剣の相手をしてくれる？」


　出会い頭がしらであれほど険悪なやりとりを見せたイルアラと青年は、今では互たがいに笑えみを見せるまでになっていた。


　イルアラが脱だつ臼きゆうさせた肩かたも、テミファのスープかはたまたヒトデ湿しつ布ぷの効果か、手を尽つくした治ち療りよう（拷ごう問もん？）のおかげで瞬またたく間に完治したらしい。


　エンハスは聞き逃のがせずに、思わずイルアラを呼び止めた。


「なんだよ、イルアラ。トゥーラって」


「だって、名無しじゃ話しづらいじゃない。人喰い猫に間違われたから、『猫トウーラ』って呼んでるんだけど、嫌いやだった？」


　振ふり返って言葉の意味を伝えなおすイルアラに、青年は鍛錬用の刃はをつぶした剣を持ち、かまわないとばかりに首を振る。


「あ、待って。その腕うでどうしたの？　怪我してるなら無理には……」


「問題ない。小船ドーニの修理を手伝って少し手を滑すべらせた。基き礎そ鍛錬なら支障はない」


　手首には白い包帯があったが、トゥーラが実際に左手を回して見せたことで、稽古ができるとわかりイルアラの顔は輝かがやく。


「ケガ人相手に、鍛錬しなくても」


　エンハスは不満げに漏もらしたが、返されたイルアラの言葉には口をつぐむしかなかった。


「今はエンハスがハヴィールに稽古をつけてもらってるし。それにトゥーラとジェナイの手合わせは見たでしょう？」


　数日前行われたその手合わせにより、目の前の男が類たぐいまれなる剣の使い手であることは証明されていた。


　青年は捕とらえられたあと、本来なら不法入国者として島民管理をつかさどるグラエドゥ島へ送られ、処しよ遇ぐうが決まるはずだった。だが今は、ハヴィールの口くち添ぞえで怪我の治療を理由に警備軍で身み柄がら預かりとなっている。


　青年は、自らの身元については思い出せないらしいが、『商船から落ちた』らしきことはわかった。どうやら事故の際、頭でも打ったのか記き憶おくが混乱しているらしい。


　落ちた船が商船だろうと言われているのは、青年が商人なら必ず話すことができる、大陸公用語を話せたからだ。そのため現在も管理局の方では、周辺海域のめぼしい商船に身柄問い合わせが出されているはずだった。


　だが、青年を警備軍におくことになったのは、ハヴィールが捕ほ縛ばくしたときに取り上げた、曲刀カラベラを見せて使い方を尋たずね、トゥーラがいくつか型を振ふって見せたからだ。


　彼が持つのはかなり大振りの剣ではあったが、その切っ先はぶれることなく曲線や直線を描えがき、大きな風鳴りを起こした。


　軽かろやかに見えるものの、実際にはかなりの腕わん力りよくがあることがわかる。その腕が本気で剣を振るえば、人の首など一いち撃げきで刎はね飛ばすだろう。


「実際には、馬に乗って使う」


　曲刀をびゅっと上から下に振り下ろすと、トゥーラはおとなしく剣をハヴィールへ返した。


　自分の立場はよくわかっているのか、逆らう気はないようだ。


　息も乱さぬ武人らしいふるまいに、その目をじっと見返したハヴィールは、総師団長に許可を得てしばらく青年を警備軍兵舎に置くと告げたのだった。


　それを聞いた女性兵は嬉うれしそうな笑みを浮うかべて互いをこづきあい、ジェナイからは盛せい大だいにブーイングがあがる。


「なんでだよハヴィール。ここに獄ごく舎しやはないんだぜ！　だいたい曲刀の扱あつかいだったら、俺だって知ってるって」


「黙だまれ。少なくともぐうたら師団長を置くよりは、兵士の鍛錬の相手になる。しばらくの間は警備軍の者と同じように、雑用、鍛錬の相手を務めてもらう。文句があるなら、手合わせでそいつを打ち負かしてみろ」


　トゥーラへの女性兵の関心の高さが気に入らないジェナイは、あきらかにこの客人を歓かん迎げいしてはいなかった。だがハヴィールの言葉に興を乗せられたらしい。珍めずらしく手合わせに剣けんを手に取ると鍛錬場へと向かい、そのあとにトゥーラもつづいた。


　剣を構えたジェナイに、トゥーラも曲刀カラベラを斜ななめにかざす。


　標的を見み据すえる緑の目は鋭く、一いつ瞬しゆんたりとも逸そらされない。


　相手をするジェナイもまた、傭よう兵へい経験から剣の使い手としてはクセが強かった。


　先に踏ふみ出したジェナイの足を狙ねらった攻こう撃げきを、トゥーラは前へ飛んでよけると、剣を真横に薙なぎはらう。獣けもののようにしなやかな体の動きには無む駄だがない。


　意表をついた動きに、刃は先さきをよけバランスを崩くずしたジェナイの懐ふところへ、トゥーラはさらに深く踏み込むと曲刀で刺し突とつした。


　その速さに驚おどろいたのか、ジェナイは剣を捨てると地面に手をつき後ろへトンボを切る。


　転がるようにして体勢を整えると、笑みを浮かべて手をふった。


「ぉっと……まてまて、たんま！　お前さんが強いのはよーくわかった。それを振り下ろされちゃかなわん。はい、俺の負け、終わり。馬上になかったのは感謝しとこう」


　あっさりと武器を捨て、ほとんど打ち合うこともなく戦意を喪そう失しつしたジェナイに、トゥーラは不満そうだった。


　実戦経験の多いジェナイは、このままつづければお互いに怪我は避さけられないことを見切ったのだろう。


『本当に強い相手と剣を交えるときは戦場で』というジェナイの口くち癖ぐせをエンハスは思い出す。


　その話にトゥーラも手合わせのことを思い出したのか、不機嫌そうにつぶやいた。


「あの男は本気ではなかった」


「うーん、ジェナイはねぇ。大たい抵てい本気にならないのよ、いつものらくらやってるから。ハヴィールがいうには、ジェナイが使うのは傭兵の剣だから鍛たん錬れんには向かないって。生き残るための剣だっていってたわ」


「戦場の剣か……」


「でもジェナイは、貴方の剣も実じつ践せん経験者だって。それもかなりの数をこなしているはずだっていってたけど？」


　出会った当初からは、考えられないほど和なごやかなようすの二人に、エンハスだけが苛いら々いらとしている。だがイルアラは気にしたようすもなく、エンハスの背を押した。


「ほら、エンハス。私の手合わせはいいから、ハヴィールを待たせてるんでしょ。怒おこらせるとあとが恐こわいわよ、テミファの手当てを受ける気なの？」


「今日はハヴィールは別件があるから、こっちにくるのが遅おそくなるんだ」


　ぶすっとしたまま、木の幹に背をあずけるエンハスに、イルアラはため息をつくとトゥーラのもとへ戻もどる。


「いいわ、始めましょう」


　どことなく二人の間に流れるぎくしゃくした空気を、トゥーラも感じ取ってはいるようだったが、我関せずとばかりにイルアラの前に立った。





「腕うでを、肩の位置まであげて。まっすぐ」


　何を始めるのかわからないまま、イルアラは両腕を持ち上げる。


　そこへトゥーラの手が伸のび、その両りよう肩かたから上じよう腕わん、肘ひじから手首へと伝うように動いた。


　腕の長さを測るように、トゥーラの腕がイルアラの腕に沿い、お互いの肌はだの熱を伝える。


　わずかに首をひねれば、陽光に透すける緑の瞳ひとみの虹こう彩さいに金の針がちらつくのが見え、思わず見入ってしまう。


　いらだたしげにエンハスが身じろぎするのに気づいたのか、トゥーラは面おも白しろそうにイルアラの両腕を軽くなぞって指を戻した。器用に左の上腕に巻かれた包帯だけを避ける。


「な、なに!?　くすぐったいんだけど」


「次、力を入れて拳こぶしを握にぎる」


　驚いたものの、青年の顔はあくまで生き真ま面じ目めなため、イルアラは言われるままに両腕に力をこめる。軽く腕を押すようにされ、筋肉のつき具合を確かめられているのだとわかった。


「悪くはない。が、今のものは柄つかが重過ぎる、剣を変えよう。それでこの怪け我がは？」


「平気よ、かすり傷だから。傷の保護で巻いてるだけなの」


　世辞は言わなそうなトゥーラに、筋肉のつき方を褒ほめられイルアラは喜んだ。


　日ひ頃ごろの鍛錬の成果をこうして認められるのは、素直に嬉しいものだからだ。


　だが先ほどから注がれる、どうにも刺とげ々とげしい視線にイルアラの気が散る。エンハスが殺気を伴ともなった鋭するどい視線を、トゥーラに送りつづけているのだ。


「エンハス……さっきから」


「今が昼間でも、またどこから人喰くい猫ねこが現れるかわかったものじゃないし、目の前のそれがケダモノになるかもしれないだろ」


　昨夜の獣の襲しゆう撃げきを、トゥーラにあてこするような物言いに、イルアラは言い返す。


「それとトゥーラは関係ないでしょう？　心配かけたことは悪かったと思ってる。だから少しでも何とかしたいの」


「護衛なら、俺がするって」


「違ちがうの、そういうことじゃなくて……」


　この件については、いくら話しても平行線をなぞるばかりだと気づいたのか、エンハスは苦いものを飲み込んだように黙ると、兵舎の方へと立ち去った。


　イルアラは手のひらを握り締しめ、木々にまぎれた背を見送る。その拳をちょんとつつかれて我に返ると、トゥーラの緑の瞳にまっすぐに見つめられた。


「後こう悔かいしてる。お前の大切な相手なのか？」


　ジェナイにでも尋ねられようものなら、きまり悪さで反発するような質問だったが、その声にちゃかすような響ひびきはない。


「……そうね。とても大切にしたい人よ」


「強くなりたいことも、関係あるのか？　それになんだ、言い争ってた猫？……の話は」


　単語の断だん片ぺんだけ聞き取ったらしいトゥーラに、イルアラはここ最近起きている島での騒さわぎと、夜に度たび重なる異形の獣の襲撃があったことを話した。


「ここはおかしな国だ。女性が獣に襲おそわれて、誰だれもそれを狩からない？」


　トゥーラのもっともな驚きに、イルアラも苦く笑しようする。


「本当にただの獣なら狩りで済むのかもしれない。貴方あなたが捕つかまった罠わなだって、そのためのものだったの。でもここには精霊チエリツドや神々に連なる者が存在するから、ただの獣かどうかはまだわからない。それに私も自分の身ぐらい何とかしたいし、剣けんも使えるようになりたいから」


　屋内で使うのに槍やりでは具合が悪いため、剣術も身に付けたいとイルアラは本気で考えていた。


　あの獣が人喰い猫であれ、精霊の類たぐいであったとしても、疫闇ダハルに侵おかされた存在だとすれば文様フスを使ってのやりとりなど通用しない。


　トゥーラは鍛錬用の剣から、重さと長さの適度な一ひと振ふりを選び渡わたしてくれた。


　刀身が細く、傾けい斜しやも今までの物より強い小ぶりの剣だ。正面からと、半身になっての構えの姿勢を教わり、トゥーラの打ち込みを受ける。


「必ず両手で構えろ。腰こしを引くな、真正面から受ければ剣を早く傷いためる」


　そのあとはイルアラがトゥーラの構える剣に打ち込みを始めると、言われた言葉の意味がよくわかった。さらに、踏み込み方などを教わるうちに汗あせが浮かぶ。


　休きゆう憩けいだと言われ、砂すな浜はまに足を投げ出して座ると、トゥーラが水の入った椀わんを渡してくれた。


「基本的に腕わん力りよくはあるな。継けい続ぞくして鍛錬するなら、徐じよ々じよに剣を大きくすることもできるだろう。どうして、今まで槍を使ってた？」


　その疑問は、イルアラ個人に向けられたものでなく、視線の先にある警備軍全体への疑問らしかった。確かにここでは全体数から言えば槍の使用者が多く、帯剣している者もいるが使う機会はあまりない。


「あぁ、ここは軍隊じゃなくて警備軍だから、戦せん闘とうを前提にしてないの。それにエダニーってほら、あの大きな鳥に乗るでしょう。槍があれば海に入って魚も獲とれるし、野営の天幕とか料理の鍋なべを吊つるすとか、人を運ぶとき布に渡して担たん架かにも使えるから、何かと役にたつのよ」


　実は槍で魚を獲るのが得意だというイルアラに、トゥーラは小さく吹ふき出す。


　無ぶ愛あい想そに見えた青年の笑え顔がおはくったくがなく、驚くほど表情がやわらかく見えた。


「……お前は、変だな」


「…………んん？　今なんかいった？」


「変な女だといった」


　ごまかせば聞き流してやろうと思っていたイルアラは、あまりに率そつ直ちよくなトゥーラの言葉に顔をしかめた。


「そういえば初めて会ったときから、ものすごい感じの悪さだったけど、トゥーラは私の何が気に入らないの？」


　腹立たしい出会いではあったものの、先に手を出してしまったことを反省したイルアラは、青年に対してかなりの歩み寄りを見せた。


　最初の印象がお互たがい最悪だっただけに、青年にしてもそれ以上イルアラを嫌きらい抜ぬくこともなかったらしい。丁てい寧ねいに接すればそれなりに返してくれることもわかった。


「気に入らないというより、習慣の違ちがいだな。驚おどろいたこともある。お前は相当変わってるぞ、例えば……」


　トゥーラは次々と『イルアラが変』だという理由を指を折って数えあげた。


「服は布が少ない、槍や剣を使う、鳥に乗る、魚を獲る、……俺の肩をはずす」


　最後はからかいを含ふくんだトゥーラの言葉に、イルアラはぐっと返事につまった。


　確かに文化や習慣も違うのだろうが、あきらかにそれとは関係のないことも混じっている。


「トゥーラの国は、ここと全然違うの？」


「そうだな、女は肌を見せない。武器は持たないが、子を産み家を守る。男は戦って国を守る。偉い大だいな指導者を戴いただいているから、誰もが国や家族を愛していられる」


　そう語る口調と瞳には、慈じ愛あいのようなものが浮うかんで見え、青年が国を思う愛情の深さが感じられる。トゥーラの剣の腕からしても、故郷は戦いくさが激しい場所だっただろうことがうかがえたが、その口調には国を守ることへの誇ほこりがあった。


「本当にこことは全然違うのね。ところでトゥーラ、本当はどこからきたのか、もう思い出せてるんでしょう？」


　イルアラのさらりとした問いかけに、青年の動きが一いつ瞬しゆん止まる。


　固まったそのようすがおかしくて、イルアラは声をあげて笑った。


「別に無理には聞かないわ。家出でもしてきたのかもしれないけど、何か話せない理由があるんでしょ？　それに貴方が何者でも、警備軍ここにいてもらえば目も届くもの。トゥーラは身なりも良かったし、公用語も話せるから、女性兵の間じゃどこかの大だい富ふ豪ごうの跡あと取とりなんじゃないかって噂うわさがあるのよ？」


　イルアラや一部の者は気づいていたが、どうもこの青年は只ただ者ものだとは思えなかった。


　身に着けていたものや普ふ段だんの立ち振ふるまいからみても、あきらかに身分が高く裕ゆう福ふくな育ちであることは間ま違ちがいない。


「なんだか、楽しそうだな」


「警備軍に他国の人がいるなんて、前代未み聞もんだもの。でも実際、トゥーラぐらい剣の腕が立つなんて、商人にも珍めずらしいわよね。ひょっとして商船の護衛でもしてたとか？」


　目を輝かがやかせて答えを待つイルアラに、トゥーラはくしゃりと髪かみを搔かいた。


「そうだな…………………………それも、楽しいかもな」


「なぁんだ、これも違うのね。いいわ、また皆みなで考える」


　トゥーラは浜はま辺べの兵士に再び目を向けると、不思議そうに尋たずねる。


「この国にあるのは、警備軍だけなんだな。頭上には南方ピリネア大陸もあるだろう。軍備を持たないままで戦はおきないのか？」


「タリマレイでは、もう何百年も大きな戦は起きていないの。国土の全すべてが離り島とうだし、地じ盤ばんは珊さん瑚ごで土地も狭せまいから防ぼう壁へきも築けないわ。外から乗り込むのは簡単そうに思えるけど、ここは神代の国ラロヘンガから加護を受けているから……」


　だが青年には『神の加護』というのは、抽ちゆう象しよう的てきにしか受け取れなかったらしく、納なつ得とくしかねているようだ。イルアラは重ねて言った。


「加護といっても信しん仰こうって意味ばかりじゃなくて、本当に物理的な守護があるの。過去に何度か、ここへ軍船や兵を送り込もうと動いた国はあったらしいわ。だけどすぐに嵐あらしで潮の流れが変わって船が沈しずんだり、大風が吹いたりして近づけなくなるから、まともな戦が成り立たないのよ。一月も潮の流れから出られなかった船もいて、餓が死ししそうな敵兵の救きゆう援えんに当たったこともあったって」


　にわかには信じがたい話だろうが、事実なのだから仕方がない。こうした不思議こそが、タリマレイが神に愛される国だといわれる所以ゆえんでもある。


　多くの貿易船が経由していく港を持ちながら、軍備を増強することなく、警備軍だけで成り立ってこられたのは、その恩恵があるからこそだ。


　そうした事情からも、タリマレイにとって王族の血に受け継つがれる能力ナドウルは、なくてはならない絶対のものだった。


　王の存在が神々との繫がりを生み、事実上この国を護まもっている。


　──そして自分には、その能力がないのだ。


　このことが、今後タリマレイとラロヘンガの関係に、どう影えい響きようしていくのかはまだわからなかった。それゆえに持ち上がった、見合い話のことをイルアラは思い出しかけたが、首を振るとトゥーラに答えた。


「あんまり綺き麗れいな島だから、それだけ神様にも愛されてるの」


　すると青年は「おかしな国と、妙みような女だ」と笑った。再び剣けんを手にすると、まるでダンスにでも誘さそうようにイルアラの手を取る。


　稽けい古こをつけてもらえるのだとわかって、イルアラは礼を言った。


「怪け我がしてるのに、稽古につき合ってくれてありがとう。トゥーラは教えるのが上手ね」


　確かに青年の指導は、基き礎そ的なことを中心にとても丁寧だった。過去にも人に剣の指南をしたことがあるのだろう。


「俺には剣だけだ……いや、もうそれも」


　青年は懐ふところに入れていた短刀を取り出す。


　それは柄つかに大おお粒つぶのエメラルドがはめ込まれた、見事な細工の品だった。


　だがイルアラは、その深い緑から放たれる、禍まが々まがしくも惹ひきつけられる光に覚えがあった。


　かつて父の書しよ斎さいで見たサファイアのことを思い出し、不ふ穏おんなものを感じると短剣から視線を引き離はなす。


「ねぇ、その短剣はトゥーラが持ってきたものよね？」


「あぁ、兄からもらった大切な物だ」


　懐なつかしむような表情で短剣を握にぎるトゥーラに、イルアラはそれが良くないものかもしれないとは言い出せなくなる。


「トゥーラはお兄さんがいるの？」


「あぁ、何より尊敬している。あの人がいるから俺は迷わず生きていける」


　そう話す青年は遠いものを見るような、少し寂さびしげな笑顔を浮かべた。


「でも、今は少しだけ……兄の気持ちがわからないときがある。それでも何を望まれているかはわかるから、俺はそれに応こたえられる自分でありたい」


　そのどこか思いつめたような決意に、鮮あざやかな瞳ひとみは強い光を浮かべる。


　揺ゆらがない強い意志に、イルアラは焦しよう燥そうにも似た憧あこがれを感じた。


　だが、質実ともに強さを持つ青年が、ほんのわずかにのぞかせた寂しげな笑みは、そのまま気がかりになった。





　鍛たん錬れんをつづけて陽ひも高くなった頃ころ、イルアラはトゥーラと共に昼食の支し度たくにかかるべく宿舎へと引きあげた。


　だが、にぎわっているはずの野外調理場では、遅おくれて到とう着ちやくしたハヴィールが兵を集めて何事か報告をしているようだった。少し離れた場所では、エンハスがテミファに腰こし帯おびをつかまれ何か言い合っているのが見える。


　解散後、イルアラは駆かけ寄って尋ねた。


「ハヴィール、何かあったの？」


「今度はレカ島で、家か畜ちくが襲おそわれたと報告があった。ここは外部の人間の出入りもある。まだ島民が襲われていないのが救いだが……」


　眉み間けんのシワを深くするハヴィールに、イルアラも思わずつられる。


　確かにトゥーラのときは見み間ま違ちがいだろうとも思われたが、自分の部屋に現れた獣けもののことも気になった。相手が複数だったり島を移動できるなら、被ひ害がいがつづいているのもうなずける。


　夜に襲しゆう撃げきがあった獣の姿を考えると、前回仕し掛かけたような罠わなでは破られる恐おそれもあった。


「もう一度、罠を強化して仕掛けられないかしら？　レカ島は人の出入りも多いし、早くに騒さわぎを収めたいわね。夜間に仕掛けて罠自体を見張ったほうがいいのかも」


　イルアラの提案にハヴィールもうなずいた。


「ところで、エンハスとテミファは何してるわけ？」


　いつの間にかつかみ合いになっている二人からは「離せ、俺に触さわるな！」という悲鳴と「この新しい止血薬ためしたいんです～」という声が聞こえてくる。


　ハヴィールは眉間のシワを増やすと、不ふ機き嫌げんそうな声で教えてくれた。


「鍛錬中にエンハスの気が散ってた。教育的指導で剣の柄が額に当たってな」


「それは当たったんじゃなくて、当てたんでしょう？　あぁ、捕つかまっちゃった」


　テミファの小こ柄がらな体に跳とびつかれて、砂に足を取られたエンハスが倒たおれる。


　誰だれもが同情的な視線を送る中、治ち療りようされるエンハスの悲鳴があがった。





　その日の午後、レカ島に罠が仕掛けられると、警備兵の一部が見回りをかねて島に常じよう駐ちゆうすることになった。今回は夜間も罠に張りついて夜通し警備をすることになっている。


　連れて行ってはもらえないだろうと確信していたイルアラは、夕ゆう闇やみにまぎれてエダニーを駆ると、レカ島で警備軍を待ち伏ぶせることにした。


　エンハスも、ここしばらくつづいた獣の襲撃を思いだしたのか、当たり前のように一緒に島を出た。連れ立って島へ上陸し、お互たがいのエダニーをそれぞれシュロの木に繫ぐ。


　隣となりを見れば目に入る額の包帯に、イルアラは痛ましそうに顔をしかめた。


「エンハス、傷は大だい丈じよう夫ぶなの？　無理しなくてもいいわよ」


　結局エンハスは、額がぱっくりと切れてしまったらしい。


　手当てがされているものの、本人はいたって気に入らないようだ。


「いや、もし人喰くい猫ねこ騒さわぎが精霊チエリツドがらみの可能性もあるなら、俺も行ったほうがいい。だいたい、これぐらいの怪我なら放ほうっておいてもすぐ治るんだ。テミファの奴やつが塗ぬった薬……黄緑に紫むらさき色いろのブツブツが……！」


「あ～……痛まないなら、もう思い出さないほうがいいわ」


　テミファの治療については、見た目や手法の酷ひどさを別にすれば効果はある。忘れることが一番の薬だと、イルアラはエンハスをなぐさめた。


　やがて、兵士十数名を率いたハヴィールに、テミファやトゥーラを加えた一団が、レカ島に現れた。夜間は危険も増すだろうとの配はい慮りよからか、ジェナイの姿もある。


　イルアラとエンハスも、警備軍の一行が歩く道から奥まった茂しげみを伝って後を追った。


　前回と同じく跳はね上げ式の網あみや、杭くいとロープを組み合わせた罠、囮おとりの子山羊やぎまで用意したらしい。兵士たちは、本隊を置く連れん絡らく場所を作るため野営の支度を始めた。


　空が濃こい藍あい色いろをまとうと、星がさざめくような光を放つ。


　野営地では、石と木を組み合わせた即そく席せきの炉ろから煙けむりが昇のぼり始めた。その途と端たん、背後から聞こえた奇き妙みような音にイルアラは振ふり返った。


「エンハス……？　お腹なか空いてるの？」


　妙な間で響ひびかせてしまった腹の音に、エンハスは赤面しつつ咳せき払ばらいでごまかした。


　夜風が運ぶ、食欲をそそる匂においに刺し激げきされたらしい。


「ちょっと待って」


　腰帯にくくりつけてあった袋ふくろから、イルアラは干したマンゴーを取り出した。


「はい、今はこれで我が慢まんして。あ～でも、帰っても夕飯はないかもしれないけど」


　二人は普ふ段だん、王宮の広間で王や王おう妃ひと一緒に食事をとっている。


　しかし、その二人が食事の時間に帰ってこないことも、幼い頃から日常茶さ飯はん事じだった。


　時間どおりに食しよく卓たくにつけなかったときには、罰ばつとしてしっかり食事を抜ぬかれてしまうあたり、国王夫ふう婦ふも料理長も教育的指導にぬかりはなかった。


　甘いマンゴーをかじりながら、エンハスは思い出したように問いかける。


「イルアラって、いつもどこかに食い物持ってるよな？」


「そう？　あぁ、たぶん小さい頃からの習い性ね。ほら、いつ遭そう難なんしても食べ物があったほうがいいかと思って」


　幼い頃から精霊チエリツドの悪戯いたずらで、何度も緊きん急きゆう事態に見み舞まわれてきたイルアラは、食料確保において注意深さが身についていた。


　今では無人島に流されようとも、ある程度なら一人で生き延びられる術すべも身についている。


　一国の王女としては、悲しくもたくましい性さがであると言えた。


　二人で甘い果肉をかじるうちふいに沈ちん黙もくが落ち、イルアラは昨夜のことをエンハスに謝った。


「昨夜は、助けてくれたのにごめんなさい。最近おかしなことも多いし落ち着かなくて……さっきも八つ当たりしたかも……」


　イルアラの戸と惑まどうような、だが素す直なおな言葉にエンハスも肩かたの力を抜いた。


　そして、大きく息を吸い込むと意を決したように口を開く。


「なぁ、そのごたごたの中に見合い話は入ってるのか？」


「見合い……って、ちょっと！　その話誰から聞いたの？　それは、勝手に人事院が進めてることで、まだ何も決まってるわけじゃ……」


「噂うわさはジェナイから聞いただけだから、他ほかのヤツはまだ知らないと思う。人事院が進めてるってどういう──」


　そのとき、エンハスの声をかき消すように警けい鐘しようが鳴らされた。


「罠にかかった！　何かいるぞ──!!」


　緊きん迫ぱくした兵士の掛かけ声に、イルアラとエンハスは顔を見あわせる。


　二人の頭をよぎったのは、同じ黒い獣の影かげだ。


　声のする方へ走ると、松明たいまつを掲かかげた数人の兵士が見えた。指揮をとっているハヴィールは、駆け込んできた二人に眉まゆを吊つり上げた。


「まったく……おとなしく帰ったかと思えばお前たちは！　あとでたっぷり話があるからな、とにかくむやみに近づくな」


　たしなめつつも、今は目先の獲え物ものを確かく認にんするのが先とばかりに説教も持ち越こしになる。


　暗くら闇やみに、いくつもの松明が火の粉を上げるなか、緑がこんもりと茂ったあたりでガサリと音がした。トゥーラやジェナイ、兵士たちが包囲の輪をせばめる。


　仕掛けてあった罠は、獲物が触ふれると枝が跳ね上がり標的を縄なわが締しめ上げるものだ。


　夜に襲撃を仕掛けてきた獣であれば、この程度の罠であれば簡単に壊こわしてしまうだろうと不安がよぎる。エンハスも同じなのか剣けんに手をかけていた。


　ふいに流れた夜風に、わずかに甘い花の香かおりが混じっているのにイルアラは気づいた。


　かすかに苦味のある深い花の香かは、この島に咲さくものではない。


　──この香りは……確かどこかで……


　囮に繫つながれた子山羊が、綱つなが切れたのか鳴き声をあげて駆け出した。


　大きな葉ずれに反応したように、短剣を肩の高さで構えたトゥーラがしなやかに跳んだ。


　夜空に硬こう質しつな音が響き渡わたり、イルアラは慌あわてて叫さけぶ。


「待って……!!　二人とも剣をおさめて！」


　何事が起きたのかと周囲はざわめいたが、トゥーラが後ろへと跳びすさると、兵士の数人が松明を手に近づいてきた。


　明るく照らし出された茂みでは、罠わなの縄に足をとられた影がよろめくように立ち上がった。


　旅装しよう束ぞくとおぼしき厚手の外套フエイルに身を包んだ男は、手にした剣で縄を断たち、髪かみをかき上げると白い歯を見せて笑った。


　外套の下にあるのは、長いまつ毛をした彫ほりの深い顔立ち。後ろで結ゆわえられたこげ茶の巻き毛が、松明の灯あかりを受け艶つやを放っている。身に着けている衣服や、装そう飾しよく品の質の良さからも相手がただの旅人ではないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。


　イルアラは頭痛をこらえるように、額に手をあて声をかける。


「お久しぶり……でもありませんけど、シーハン様。どうして貴方あなたがこんなところにいらっしゃるのか、うかがってもよろしいかしら？」


　罠にかかっていたのは、隣りん国ごくバラーバルの国王であるシーハン・マウムーンだった。


　夜風がひときわ強く吹ふきつけザザ、と木立があおられると蝙蝠こうもりがいっせいに飛び立つ。


　ホワァ……ァアアァオオ……


　暗闇に不気味な獣の鳴き声が響き渡り、兵士の一部は怯おびえて周囲を見回した。


　しかし、とっ捕まった国王本人はまったく動じることもなく、相変わらず決め角度を意識した笑えみを浮うかべている。隣国の王が、タリマレイでなにをしているのか確かめねばとイルアラは歩み寄った。


「シーハン様？　いったい何のご用で……しかもどうして罠に」


　その途端、イルアラは不敵な笑みを浮かべたシーハンに、腰こしを抱だき寄せられると唇くちびるに指を押し当てられてしまった。


「おやおや、いけないな美しい人。今の私は一人の男、愛を求めるさすらい人ですよ？　麗うるわしい月の姫ひめが海の彼方かなたへ消え去ってこのかた、私の魂たましいは永えい劫ごうの闇夜をさ迷い、ただつのる胸の想おもいに身を焦こがし尽つくし、蜜みつ色の貴方の面おも影かげを……あ、痛ッ!!　その可愛かわいらしい歯で嚙かみつくとは、そんな情熱的な貴方も──」


　イルアラに嚙みつかれても、なおめげないシーハンだったが、横から剣けん先さきを突つきつけられると両手をあげた。


　剣を手にして怒ど気きもあらわなエンハスは、イルアラを奪うばい返すとその背に隠かくす。


「相手がただの放ほう浪ろう者で家か畜ちく泥どろ棒ぼうなら、俺がこうしても問題はないな？」


「おや、いつぞやの従者殿どの。ケガの具合はもう良いのか？　いや、旅の空腹を満たさねばならぬ必要にかられたのだが、宿に顔も出せなくてな。家畜の代だい償しように腕うで輪わを置いてきたのだが……」


　しかし殺気だったエンハスにもまったく動じていないシーハンは、人ひと垣がきの中に埋うもれているトゥーラを見ると大きく息をついた。


「イルアラ姫、貴方に見合いの話が持ち上がっているという噂を聞いて、いても立ってもおられず船出したのだ。だが、お相手がスラト殿だったとは……」


　イルアラはシーハンが誰だれを見て何を言っているのか、理解するのにしばらくかかった。


　シーハンの視線の先にいるのはトゥーラだ。


　だが、彼を見てシーハンは『スラト』だという。


　妙みように記き憶おくに残っている名前だと思いながら、イルアラはしばしトゥーラを凝ぎよう視しした後、「あぁっ」と叫んだ。


『スラト・イスティハール』は、ルリガダ国の王子であり、自分の見合い相手に他ならない。


　青年は姿勢を正して歩み出ると、イルアラの前に膝ひざをついた。


「あらためて、ご挨あい拶さつさしあげるイルアラ王女。私はルリガダ国第二王子、スラト・イスティハール。貴方に会いに海を渡ったが、予定外の入国となったことをここにお詫わびする」


　夜目にもわかる緑の瞳ひとみがイルアラを見つめ、その手を取ると甲こうを額に押しあてた。


　警備軍の居い候そうろうであったトゥーラとは、打って変わった滑なめらかな言葉づかいと典てん雅がな物腰。


　そこにいるのは確かに異国の王子だった。


「だって、貴方が……ルリガダの？　王子？　王族だっていうの」


　いまさら取り戻もどせない、数々の失態が脳のう裏りを駆かけめぐり慌てるイルアラに、スラトは苦く笑しようした。


「いわせてもらうと……私が王子だからとて、貴方が驚おどろかれることもないと思うのだが」


　呆あきれたような眉の下、緑の瞳が「そういう自分はどうなんだ」と言いたげだ。


　ある意味ごもっともなその発言には、周囲の誰もがうんうんと深くうなずく。


「それは……最初からちゃんと名乗ってくれれば……だって、なんで……船から落ちたとか記憶がないとか……全部、噓うそだったの」


　この事態に、さすがにイルアラも顔色を変えた。そもそも、見合い相手だという他国の王子が、まるで身分を隠すように国に潜もぐり込むとは穏おだやかではない。


「いや、騙だますつもりはなかった。嵐あらしに船がもまれて、海に落ちここへ流れ着いたのは本当のことだ。お会いした折に、周囲が貴方の名前を呼ぶのは聞こえたのだが、王女本人かどうか確信が持てずに失礼した。まぁ、何かと乗り気でない見合いだったこともある。許せ、お互たがいをよく知るにはいい機会だったろう？」


　釈しやく明めいしつつ傲ごう然ぜんと言ってのけるところは、さすがに王族の人間だった。相手が王女かもしれないと知りつつ、初対面であれだけ悪態をついてみせたのも相当根こん性じようが据すわっている。


　驚くべき事態に警備軍の兵士をはじめ、エンハスやハヴィールも不ふ審しんさを感じていたが、相手が王族であり見合い相手だという事実の前に、当とう惑わくするばかりだった。


　しかも狩りをするたび他国の王族が罠にかかるなど、何の因果だと呪のろいたくもなる。


　なおも混乱するイルアラをよそに、シーハンとスラトはのんきに挨拶など交かわし始めた。


「しかしスラト殿、ずいぶんとご立派になられた。戴たい冠かん式しきにおいでいただいた頃ころはまだ線が細い印象もあられましたが、今や『剣聖』の名にたがわぬ男ぶりですな。先ほどの一いち撃げき、短剣でなければ私の首も、今頃は海の中やもしれません……」


　豪ごう快かいに物ぶつ騒そうなことをいうシーハンに、スラトはかしこまって頭を下げる。


「先ほどは誠に失礼をいたしました。まさかこの地で、シーハン国王陛下に拝はい謁えつできるとは思うておりませんでしたゆえ」


　長ちよう剣けんを以もつてしても押し切られそうになったスラトの一撃で、シーハンの頰ほおには小さく血が滲にじんでいた。ハヴィールは背後を振ふり返り、声を掛ける。


「テミファ、傷の治ち療りようを……テミファ？」


「あの、テミファなら先ほど奇き声せいを上げて、ものすごい勢いで走り去りましたが」


　訳がわからないと首をひねる兵士に、ハヴィールは一人遠い目で納なつ得とくした。


「あぁ、さっきの妙な鳴き声はテミファの悲鳴だったか。悲しい過去の過あやまち……だな」


　騒々しい中で、呆ぼう然ぜんとしていたイルアラはハッと我に返ると、シーハンの前に立ちはだかった。今は見合いより何より、優先させねばならないことがある。


「シーハン様、とにかく今回のことは、非公式の訪問という形をとらせていただきます。王宮に部屋をご用意いたしますが、父や公式の筋には伏ふせさせていただきますわ。バラーバルからお迎むかえがありますまで、決して王宮を出歩いたりなさらないで」


　ビシ！　と指を突きつけシーハンに向かい言い切ると、イルアラはハヴィールの腕うでを引いて声をひそめた。


「お願いよ、この愛の垂れ流し男に迎えがくるまでの間、絶っっっっっ対に、タリアの住居には近づけないで。以前に約束も取りつけたけど、この調子じゃ何のあてにもならないわ。今はただの男だって自分でいってることだし、いざって時には片付けて海に流して……なかったことにしましょう」


　低めた声で、イルアラは物騒極きわまりないことを言いつのる。間ま違ちがいなく本気の錯さく乱らんぶりに、ハヴィールもうなずいてやるしかない。


　こと大切な妹が関かかわると、タガがはずれがちの姉姫だ。


　いくらなんでも、タリマレイ国内で隣国の国王暗殺などという事態は避さけたい。


　それには堅けん実じつな警護をするしかないのだろうと、ハヴィールはため息をつきつつ重大任務を請うけ負った。





◇◇◇







　一方、タリマレイ国を北上した位置にある、大陸の最さい南なん端たんバラーバル国。


　見るものの度ど肝ぎもを抜ぬくきらびやかな宮きゆう殿でんの中では、国王の執しつ務む室に踏ふみ込んだ人物が肩かたを怒いからせていた。かなりの上背に広い肩かた幅はば、しっかりとした骨格を持つ三十路みそじも半ばの男だ。


　柔にゆう和わに整った顔立ちをした彼は、バラーバル国宰さい相しようの息子むすこであり、国王補ほ佐さの肩書きを持つヒヤニ・バーティスだ。


　王直々の指令による長旅から帰還し、当初の打合せどおり国をあけていた間にあぶり出した、元老院の反国王勢力である不ふ穏おん分ぶん子しもあらかた整理することができた。


　立てつづけに特務をこなし、心身ともに疲ひ弊へいしつつ主あるじの部屋を訪ねれば、そこには誰の姿もない。


　広い執務机の上には物々しい書しよ筒づつと、何やら黒くてもしゃもしゃした物体が残されていた。


　嫌いやな予感しか感じさせない書筒を、ヒヤニは仕方なく開け中身を取り出す。


　文字を追う横顔は表情こそ変わって見えないが、青せい灰かい色しよくの瞳には怒りと殺気が浮かんでいた。


　拳こぶしを握にぎりしめうつむくと、背に流れる青みを帯びた黒くろ髪かみが、さらりとその横顔を覆おおう。唇からは、怒ど気きをはらんだ低い声が漏もれた。


「国王になって、ようやく少し落ち着いたかと思ったら……あの馬ば鹿か。まったく変わってない阿あ呆ほうだ……波にのって種たね蒔まきだと!?」


　ヒヤニは置手紙を握りつぶし、もっさりした物体を手に取るや壁かべに投げつけた。


「『留守の間、私の代わりをよろしく頼たのむ』って……こんな鬘カツラで、周りがごまかせると本気で思ってるのか、あ・の・馬・鹿・王！」


　あきらかに嫌がらせだとしか思えない、巻き毛の鬘にヒヤニの怒りはさらに増した。


　シーハンが王子の頃からのつき合いではあるが、主の女好きにはほとほと泣かされてきた。


　昔から要領のいいシーハンに、あれやこれやと言い含ふくめられては、面めん倒どうごとを押しつけられるのが常なのだ。それがいかに無茶な注文であれど、国王補佐の名にかけて、自らの職務を誠実にこなしてきた。


　怒りで人が殺せるのなら、自分は幾いく度ど主を抹まつ殺さつしただろうと……ヒヤニは思わずにはいられなかった。














８　夜虹蝶マーエフエメラル




　二度目の人喰くい猫ねこ狩りのあと、ハヴィールはイルアラの厳命を受け、すぐに王宮へあがることとなった。


　青年の正体にはハヴィールも驚いたものの、そうと知れば彼の立ち振ふる舞まいや、剣けん術じゆつの腕もうなずける。まさに『剣聖』の名に相応ふさわしい実力の持ち主だと言えた。


　ただ、現状はエンハスの気持ちも想像がつくだけに、歓かん迎げいできる客人とは言えず、その心中を察すれば同情するしかない。


　宿舎に戻ったハヴィールは、王宮警護のため着慣れない衣い装しようと装備を手に取った。


　腕の半ばまで袖そでのある、前合わせのゆったりとしたものだ。


　腰こしには幅広の紺こん瑠る璃りの帯を巻き燻金の飾かざり紐ひもと一いつ緒しよに脇わきへと垂らす。革の剣帯をその上に吊つるし、普ふ段だんより丈たけの長いヴァヒネをつけた。


　実用性においては難もあるが、王宮内での警護にはこの衣装の着用が義務付けられている。


　護衛を言いつかった第二王女のタリアについては、イルアラと出会った頃から毎日と言ってもいいほど話を聞かされていたが、その姿を見たことは一度もなかった。


　噂うわさにしても美の女め神がみリーティのように麗うるわしいと聞くばかりで、まるで物語にある深窓の姫ひめ君のように曖あい昧まいな存在だ。


　人前に出ることを好まない王女だと聞いていたため、今回は住居の周辺警備を徹てつ底ていさせることになるだろうと考えながら、ハヴィールは王宮へ踏み入れる。


　初めて入る離はなれへとつづく回かい廊ろうの脇に、タリア付の侍じ女じよが到とう着ちやくを待っており、すぐさま奥へと通された。


　案内された庭は、建物を囲むようにティリーフやシダが植えられ、淡たん紅こう色しよくのジンジャーが重たげに房ふさを垂れている。わずかに甘い香かおりが漂ただようこぢんまりとした庭は、さまざまな花が月明かりを浴びていた。


　建物の壁へき面めんにある、格こう子しの開き戸が開け放たれ、重なる薄紗が部屋を覆い隠かくしている。


　ハヴィールはその場に膝ひざをつき頭こうべを垂れると、口上を述べた。


「お初に御前にあがります。リナヴァル警備軍より、タリア様の身辺警護指揮を賜たまわりました、ハヴィール・ウトアと申します」


　それを受けて紗しやの向こう側から、細く澄すんだ声が返った。


「あら、初めてではありませんわ。どうか顔をおあげになってください」


　その声が、わずかに笑えみを含んで聞こえるのは気のせいだろうか？


　重なった紗がふわりと揺ゆれたかと思うと、人ひと影かげが動いた。


　月明かりの下に現れた少女は、腰まで流れる艶つややかな黒髪に鮮あざやかな青い瞳ひとみ。


　衣装の上からヴェールをまとっていたが、かなり華きや奢しやな体つきだということが一目でわかる。


　ほとんど日に当たらないのだろう肌はだは、夜目に白々として見えた。


　額飾りの銀細工が月光をわずかにはじき、現世うつしよの者とは思えない神秘的な空気がそこにあった。


　あまりに幻げん想そう的な空気と衝しよう撃げきに呑のまれ、息をすることすら忘れていたハヴィールは、ようやく搾しぼり出すように声を漏らした。


「ぁ……のときの、精霊チエリツド!?」


　愕がく然ぜんとするハヴィールを前に、少女はようやく人間らしい笑みを浮うかべた。





　──こんなに驚おどろいた顔が見られるなんて、あのとき黙だまっておいたのは正解でしたわね。


　タリアは啞あ然ぜんとしたようすのハヴィールを前に、こっそりそんなことを考えていた。


『怒らせるととても恐こわい』『説教が長くて罰ばつの手が込んでいる』と、姉からいつも聞かされていた教育係が、目の前でこれほど呆然としているのは何だか楽しい。


　思い起こせば一年以上前、神迎えの時期に二人は出会っていた。


　ラロヘンガから訪おとずれる神々をもてなす儀ぎ式しきのため、タリマレイ国王であるファラーサは神の島と呼ばれるミリヒ島へとこもる。


　その時期は豪雨スコールや嵐あらしも多く、島全体が息をひそめるようになるのが常だ。


　父と同じく強力な能力ナドウルをその身に宿しているタリアも、近づくというラロヘンガからの影えい響きようは免まぬかれずにいた。


　その夜もいつもより熱があがり、身の内からわき立つような衝動に頭の芯しんが昂たかぶってしまい眠ねむることもできなかった。


　妙みようなだるさと高こう揚よう感かんがつづく中、タリアは眠れぬ体を起こすと侍女にも告げずにこっそりと庭へ降り立つ。


　久々の星空の下、夜気を一いつ杯ぱいに吸い込むと熱い体も軽くなり、夜空を飛べるような気がした。


　妙に浮き立つ気分で庭を歩けば、星明りの下、庭に咲さくアラヘエの花にひらりと舞うものを見つけた。


「夜虹蝶マーエフエメラル？　めずらしい」


　大きな羽を持つその蝶ちようは、発光する鱗りん粉ぷんを持ち、黒く縁ふち取どられた羽の中は鮮やかなセルリアンブルーだ。


　夜にしか飛ばない大変珍めずらしい蝶で、海を渡わたることからタリマレイでは死者の魂たましいとも、水の大神シヤンナムの使いとも呼ばれ敬われている。


　ふわりと夜風に乗り、塀へいの外へと舞う蝶に名残なごり惜おしいものを感じ、タリアは背せ伸のびした。


　ふいに、手を添そえていたナイオの木が葉ずれを起こすと声が聞こえた。


『追うかね？　姫様、ここに足をかけなさるといい』


　気のいい老人のようなナイオは枝を伸ばすと、タリアの膝をすくいその体を軽々と持ち上げてくれる。


　塀の向こう側へと枝がのべられ、巻きついた蔦つたにつかまるとタリアはもう城の外に立っていた。


「あら……裸足はだしで出てきてしまいましたわ」


　普段ならこうした無茶をすることもなかったが、高揚感に加え今はラロヘンガの影響が強い。周囲の精霊チエリツドの力も強まっているだけに、タリアに力を貸してくれるものも多かった。


　視線の先に青いものが見え、タリアは思わずあとを追う。


　足元には、精霊たちがまとわりつくように増えていった。


　そのせいか、暗い木々の中に踏ふみ込んでも恐おそろしさはまったく感じない。浮かれる精霊たちとまるで祭りの行進のように、夜の散歩をするのは楽しかった。


　だが蝶を追い、茂しげみを抜ぬけて細い道へと出た途と端たん、楽団のように音を鳴らしていた木の実たちが身を震ふるわせると転げて逃にげだす。


　浮かれて枝を揺らす樹木や、咲き始めた花たちも途端にしおれてしまった。


「……？」


　急にしん、とした夜の森でタリアは首をかしげた。


　周囲で騒さわいでいた精霊が消えてしまうと、あたりにはただ静かな夜の闇やみがあるだけだ。


　風が凪なぎ、葉ずれの音さえ絶えてしまったかのような静せい寂じやく。


　先ほど見た夜虹蝶が、さらに一匹ぴき、二匹、と増えているのに驚いた。


「ここ……蝶道なんだわ」


　タリアには精霊たちが怯おびえたものの正体はさっぱり感じ取れなかった。


　明るい蝶の羽を追っているせいか、引き返そうとは思えない。


　蝶たちはゆるい曲線を描えがき、ときに戯たわむれるようにタリアの髪かみにとまって休むものもいた。


　木々の葉が、まるで天てん井じようのように重なる小道に舞う、青い羽に目を奪うばわれる。


　道の奥、木が寄り合いひときわ太くなっている幹の根元に、人影を見つけてタリアは足を止めた。


　木に背をあずけていたのは、鍛きたえられた体たい軀くの大おお柄がらな男だ。


　タリアに気づくと、素す早ばやく腰の剣を抜き放ち切っ先を向けてくる。


「……俺に近づくとは、ずいぶん度胸のある精霊だな」


　怒いかりの滲にじむ険しい表情と低い声こわ音ねは凄すごみがあった。


　精せい悍かんな面おも立だちをした男の、がっしりとした二の腕うでを目にして、タリアは相手が誰だれであるかを知った。


　業ごう火かに身を焼かれる黒い蛇へび。


　それはラロヘンガの者を殺した罪人に与あたえられる『祝福から見放されし者』の証あかしだ。


　目の前の人物は、姉から話を聞くことも多い警備軍のハヴィールに違ちがいなかった。


　タリアはこうなってみて初めて、自分が姿を公おおやけにしていないことで起きる問題に気がついた。


　脆ぜい弱じやくな体が嫌いやで、絵姿をとられることもずっと拒こばんできた。しかし城内においても、侍じ従じゆうのはしばしまでが自分のことを見知っているわけではない。


　今の自分は王宮の周囲をうろつく不ふ審しん人物でもあるのだ。


　そしてハヴィールは、タリアを人だとすら思っていないようすだった。


　──この人、私を精霊だと思ってるのかしら？　でも、名乗ってしまうのも面白くありませんわね。


　相手の素す性じようがわかったことで妙に肝きもが据すわってしまった。タリアはハヴィールの言葉を訂てい正せいするのをやめ、そのまま精霊でいることにした。


「貴方あなたは？　こんな夜よ更ふけにお散歩ですの？」


　落ち着いた声音で問いかけるタリアに、ハヴィールの殺気だっていた気配がわずかにゆるむ。


　相手がまったく動じてないことに気づいたのか、剣けんを下ろすといぶかしげに見返してきた。


「ここで、夜虹蝶マーエフエメラルを見られるなんて驚きましたわ」


　だが一歩踏み出したタリアに、ハヴィールは再び体を硬かたくして剣を握にぎる。


「……精霊が、俺に近づくものか」


　それ以上踏み出せば斬きると言わんばかりのハヴィールに、タリアは足を止める。


　──なんだか、手負いの獣けものみたいな人ね。姉さまの話だと、怒るととても恐いってお話でしたけど、剣を持ってても平気な気がしますわ。それともこの人が、私を恐がってるから？


　タリアはこれ以上近づくことは諦あきらめると、その場にしゃがみ込んだ。


「ここは静かね……」


　ラロヘンガから伝わる、狂きよう騒そうめいた力もここへは届かないのか、高こう揚ようと緊きん張ちようを強しいられていた心が穏おだやかに落ち着いていくのがわかる。


　ハヴィールの二の腕にある呪のろわしい印しるしが、ラロヘンガに連なる小さな者たちの気配を拒み遠ざけているのだ。


　初めて知る精霊たちがいない夜の中で、タリアはハヴィールが蝶を見ていたのだと気がついた。死者の国スフアルゲから渡って来ると伝えられる夜虹蝶。


　二人はしばらく無言で、その青い羽の舞まうさまを眺ながめていた。





　そして一年が過ぎた今、タリアは第二王女として、ハヴィールは警備軍の人間として向かい合っている。タリアはこのことは、蝶を見れば思い出す小さな秘密の一つとして、イルアラにも話していなかった。


　侍女に護衛の件を伝えられたときは、もう会うこともないだろうと思っていた人物との再会にタリアも戸と惑まどった。


　薄紗越ごしの謁えつ見けんにとどめ直接会わないこともできたが、悪戯いたずら心も手伝って正体を明かすのも悪くはないと思ったのだ。


　だが、過去の過あやまちに気づいたハヴィールは、ひたすら叩こう頭とうしかしこまっている。


「お姿を存じ上げず、その節は失礼を致いたしました。大変なご無礼を……お許しください」


　話に聞く通り、ハヴィールは忠義に厚く生き真ま面じ目めらしい。ひどく恐きよう縮しゆくした表情を見せる相手に、タリアはさすがに悪戯が過ぎたと気が咎とがめた。


　顔を上げないハヴィールに、タリアは庭へと降り立ちその肩かたに触ふれる。


「黙だまっていてごめんなさい。無礼だなんて……私のほうこそ名乗りもせずに申し訳なかったですわ」


　どうか立って欲しいと手を添えると、ハヴィールは硬い面持ちのまま立ち上がった。


　自分より、頭一つ以上も背が高いハヴィールを見上げると、深みのある青い瞳ひとみが困ったようにさまよっている。


　タリアの手が腕の蛇に触れているのに気づくと、決まり悪そうに身を引き堅かた苦くるしく告げた。


「今後は二度と失礼なきよう肝に銘めいじます。このたびの警備はイルアラ様からの要よう請せいですが、現在王宮内にいらっしゃる客人が大変風変わりな方でいらっしゃるため、何なん人ぴとも近づけぬようにと厳命をいただいております。警備軍の者も随ずい所しよに配しますゆえ、落ち着かれぬでしょうが、しばしご容よう赦しやください」


「お客様は、ルリガダ国のスラト王子のことかしら？」


「いえ、ルリガダの客人も到とう着ちやくはされたのですが、もうお一方、バラーバル国のシーハン国王がおしのびで参られております」


「まぁ、だから姉さまが必死でいらっしゃるのね。それで、貴方も警護をしてくださるの？」


「こちらの入口へ詰つめさせていただくつもりですが、目め障ざわりなようでしたら他ほかに確かな者を呼びましょう。どうかタリア様は部屋にてお休みください」


　ハヴィールの気づかいと腫はれ物に触さわるような扱あつかいに、タリアはわずかにいらだちを覚えた。


　自分の体が弱いのは事実であり、家族をはじめ侍女たちにも、まるで少しでも風が吹ふけばしおれる花のように扱われてきて、今はそれを不満に思うこともない。


　だがタリアは、なぜかそうされることを厭いとわしく感じた。


「あら、私はちっともかまいませんわ。部屋にいらしていただいてもよろしいくらいです」


「それはお受けしかねます。部屋には侍女殿どのを」


　ハヴィールは何か恐ろしいことでも思い出したように、慌あわてた口調で固辞する。


「女ばかりでは安心できませんわ。相手は凄すご腕うでの愛の狩人だと、姉さまからもお聞きしておりますのよ？」


　タリアは、なぜ自分がこうもムキになっているのか不思議だった。


　こんなふうに、親しくもない相手にわがままを言うのは初めてだ。


　ハヴィールはやはり困ったような顔で、眉み間けんのシワを深くすると「御ぎよ意いに」と答えた。


「ただし、この部屋の扉とびらの前に立たせていただきます。物音も影かげも見み逃のがしませぬゆえ御ご安心を。夜風もございます、どうぞタリア様は部屋にお戻もどりください」


　庭に裸足で下りてしまっている足が、冷たそうに見えるのだろう。


　ハヴィールはタリアを部屋に戻したくて仕方がないらしい。


「まるで、侍女みたいなことをおっしゃるのね」


　苦く笑しようしたタリアは、ふいに視界が夜空でいっぱいになり小さく声をあげた。


　言うことを聞かないタリアにたまりかねたのか、ハヴィールはどこか困こん惑わくした表情で華きや奢しやな体を抱だき上げると、そっと屋内へ足を下ろす。


「ご無礼をお許しください」


　わずかにそらされた横顔に見とれつつ、タリアは小さく「はい」とだけ答えた。


　ハヴィールは深く礼を取ると、そのまま庭を回り部屋の前へと立ち去っていく。


　再び部屋で一人になったタリアは、格こう子し戸の向こうにハヴィールの影を見つけると、それに重なるように扉の内側にそっと座り込んだ。


　夜虹蝶を見た夜と同じ、あたりには精霊の気配も絶え、ただ静かな夜だった。














９　とどかぬ想い




　スラトが身分を名乗り出たことで大混乱になった警備軍では、慌あわただしく小船ドーニが用意され、ただちに一行は王宮へと送り出された。


　すでに暮れてしまった海の上、前方からも明るいかがり火を焚たいた小船が近づいてくる。


　その船の上「キーキー」と鋭するどく鳴き声をあげて、サム・ラサが羽ばたいた。


　暗い空の下、スラトの腕うでに舞い降りると、くちばしをこすりつける。


　船が近づくや、スラトはあっという間に随ずい従じゆうたちの小船へとひっぱり込まれ、体中を叩たたかれた。


「スラト様!!　ご無事で、よくぞお戻りくださいました!!」


　小船に乗ったルリガダの随従たちは、まるで戦場で生き別れていたかのように、大声で再会を喜んでいる。手て荒あらい歓かん迎げいに苦笑しながら、スラトはわずかに声を潜ひそめた。


「わかったから、大げさはよせ。サム・ラサに伝言を持たせただろう」


「何も王子自ら、斥せつ候こうのようなマネをなさらなくても……我々とて、先方に釈しやく明めいしつづける理由を探すのももう限界でしたよ」


　半泣きの体ていで言いつのる従者の肩を、スラトは叩いてねぎらう。


「まぁ、そういうな。戦場での渓けい谷こく撤てつ退たいよりはましだろう？　おかげでここのようすもあるていどつかめた。実に不思議で豊かな国だ」


　事実、この国へ向かう旅船にいた頃ころを思えば、驚おどろくほど自分の胸中も変わっている。


　見合い相手である王女も予想外の人物ではあったが、思い描えがいていた不ふ愉ゆ快かいな印象は払ふつ拭しよくされていた。立ち振ふる舞いも言動も突とつ拍ぴよう子しもないことこの上ないが、イルアラの声や笑え顔がおは、あたたかな琥こ珀はくの瞳とあいまって心地ここちよくすら感じられる。


　あとはこの婚こん儀ぎがルリガダにもたらすものを見定めれば、答えは出るはずだ。


　──迷っているとするなら、それは俺の問題だ。兄上の気持ち、それだけが見えずにこだわっている。


　自らに言い聞かせたスラトは、はっとして懐ふところにある短剣クフアンジヤルを服の上から押さえた。


　兄のことを考えた途と端たん、そこにある短剣が脈を打ったような違い和わ感かんが感じられたのだ。


　ここへきてからというもの、身に覚えのない怪け我がや、どうにも記き憶おくのあやふやなことが多い。


　だがスラトは考えまいと、不安を奥底へと押し込めた。


　──脈打ったというのならそれは己おのれの体だ。不慣れな土地で疲つかれただけのこと……


「スラト様、ご指示のとおり、御おん身みがお戻り次し第だいということで、ファラーサ国王陛下に拝はい謁えつうかがいの使者を立てておりますが」


「あぁ、すまない。状じよう況きようが状況だ、できるだけ早く正式なご挨あい拶さつに上がらねばならん」


　スラトは随従たちに手早く指示を出すと、謁見に向けて考えをめぐらせた。





　イルアラはエダニーに跨またがり、スラト王子とシーハン王それぞれを乗せた小船の後についた。


　エンハスをはじめ、警備軍の幾いく人にんかも小船の護衛としてエダニーを走らせる。


　スラトを出で迎むかえた小船のようすからは、彼がルリガダ国においてどれほど信望の厚い人物であるかがわかる。長衣をかけられ、落ち着いた表情で受け答えしているスラトの横顔は、まるで知らない国の貴人に見えた。


　一行を見送ったイルアラは、エンハスと向き合ったが言葉がでてこない。


　イルアラ自身、『トゥーラ』が見合い相手その人でありルリガダ国の王子であったことを、どう受け止めればいいのか戸と惑まどってもいた。


「エンハス……あの」


「見合い相手は、あの男なのか？」


　尋たずねるエンハスは、どこか複雑そうな、いらだちをのぞかせた表情をしている。


「イルアラ様！　ここにいらしたんですのね！」


　しかしエンハスと話をする間もなく、駆かけつけたナスリーナに「大至急で支し度たくしなくてはなりませんわ！」と有無を言わさぬ勢いで、イルアラは連れ戻されてしまった。


　その道すがら、これだけは先に済ませておかねばと、急いで客間を用意してもらいシーハン王を押し込んだ。さらに、きつく念を押すことも忘れない。


「いい、扉の前には侍じ従じゆうをつけて！　絶対に侍女たちを近づけては駄だ目めよ！」


　そして自室へ入った途端、イルアラは複数の侍女に取り囲まれた。


　その並々ならぬ迫はく力りよくは、思わずあとずさるものがある。


「さ、イルアラ様じっとしていてください。お支度を急ぎますから！」


「ちょっと、ナスリーナ。なんなの支度って」


「何おっしゃってるんですか、今からルリガダ国の方たちと、謁えつ見けんのご予定となっております。イルアラ様にもきちんとなさっていただかないと」


「今から、すぐ!?」


　イルアラは驚いたが、どうやら入国が遅おくれに遅れたことで、先方から極力早い謁見をと強い申し入れがあったらしい。


「時間がないんでしょう？　簡単に整えてくれれば……」


「何をおっしゃるんですか！　ルリガダの方たちは第二王子とイルアラ様のお見合いにいらっしゃったんですよ。ここで姫ひめ様を飾かざり立てられなくては、私は侍女失格ですわ」


　力強いナスリーナの言葉に、イルアラは『見合い』の現実を思い出す。


　──トゥーラがスラト王子だってだけで十分驚いてるのに、何のための来客かなんて考えるだけで最悪だわ。いっそ支度が明日の朝までかかればいいのに……


　イルアラは身ぐるみはがされると、蒸した布で全身をこすり上げられ精油をすり込まれた。


　顔や手足にも海綿で滑粉を塗ぬりつけられる。うんざりした面おも持もちのまま髪かみをとかされ、ナスリーナが次々と指示を飛ばすなかで、額飾りやら腕うで輪わが重ねられていった。


　──うぅ、そろそろ頭が重たくなってきた。


　前言撤てつ回かいし、すぐにでも支度を終えたくなったイルアラだが、今度は数人がかりで着付けが始まった。


　生き成なりのシルク地に、橙だいだいや黄土色、金色の糸で紡つむぎあげたレースを重ねたドレスは、イルアラの肌はだになじむ、やわらかな色合いだ。胸むな元もとには螺ら鈿でんの欠片かけらを重ねた花の飾りが連ねられ、衣い装しようの裾すそは布がたっぷりとられたゆったりしたものだった。


「さ、残るは仕上げですわよ！」


「えぇ！……まだあるの!?」


　半べそになったイルアラにかまうことなく、ナスリーナは手て際ぎわよく帯や紐ひもを複雑に結びあげていく。姫君の仕上がりとしては完かん璧ぺきといえる素す晴ばらしさだったが、当の本人は打ち上げられた魚のようにグッタリと疲れきっていた。


　衣装を整えられたイルアラが謁見の広間に通されると、国王であるファラーサが正装したスラトと向かいあっていた。入室し、国王の隣となりに用意された席へと腰こしをおろす。


　真向かいにいるスラトがまとっているのは黒の長衣だ。金色の被ひ毛もうに黒い輪状の斑はん紋もんがある毛皮が裏打ちされた、力強く華はなやかなものだった。


　襟えりの高い濃のう紺こんの内着には、銀糸で精せい緻ちな刺し繡しゆうがほどこされ、腰の帯には外がい套とうと同じ毛皮をあしらったものに短剣を差している。そうしてたたずむ姿には威い圧あつ感かんすらあった。


　あらためて相手の素す性じようを思い知らされたイルアラは、あることを思い出す。


　──この人がスラト・イスティハールだっていうなら、確か私と同い年のはずだけど……とてもそうは思えないわ。


　落ち着いた物もの腰ごしや、威い風ふう堂どう々どうたる王子ぶりを目まの当たりにすると、イルアラはつい自分と比べて引け目を感じた。


　スラトは長衣の裾を払はらうと、ファラーサの前に膝ひざをつき正式に礼を取った。


「このたびは旅程が遅れたうえ、イルアラ姫にもご迷めい惑わくをおかけいたしました。わが国の申し入れを快くお聞き入れいただけたこと、ルリガダ国の民たみ一同をあげて大変嬉うれしく思っております」


　芯しんの通った声こわ音ねと淀よどみない口調は、確かに彼が王族でありルリガダ国の代表として、ここへきたのだという決意が感じられた。


　ファラーサも感心したような表情を浮うかべ、穏おだやかな口調で返した。


「いや、本当にご無事で何よりでした。スラト様の御ご高名は耳にしております。申し遅れましたが『剣けん聖せい』の称しよう号ごうを拝命なされたこと、お喜び申し上げます。エルダル王はお元気でいらっしゃいますか？」


「はい。兄もこのたびの申し入れを承しよう諾だくいただきましたこと、深く感謝しております。タリマレイの土産みやげ話を楽しみにしておりますゆえ、ぜひこの国の美しさ、素晴らしさを伝えたいと思っております」


　二人の間で交かわされる挨拶を、イルアラはどこか現実感のないまま聞いていたが、ファラーサが口にした言葉にはっとした。


「その見合いの件について、わが国へスラト殿どのに来ていただくとあっては、簡単に決心のつかれることでもないでしょう。どうか、存分にその目でこの国と娘むすめを見み極きわめてくださってからでかまいません」


　遠まわしに、結論を先延ばしにする父の気づかいにイルアラは感謝しつつも、スラトはきっとこの見合いの話を受ける気はないだろうと考えていた。


　話していてわかったが、ルリガダ国とタリマレイではずいぶんと習慣も価値観も違ちがう。


　初対面のときの反応を考えても、スラトがこの見合い話を歓迎しているとは思えなかった。


　しかも、イルアラがルリガダ国へ嫁とつぐのではなく、女王の夫としてタリマレイ国へ入れというのだ。スラトの自国への愛情深さを考えても、婿むこ養よう子しなど不本意なだけだろう。


　だが、青年はまっすぐ顔を上げると、鋭するどい緑の瞳ひとみでイルアラを見つめた。


「いえ、予定外の入国となりましたおかげで、タリマレイを知ることも叶かないましたし、イルアラ姫と直接お話する機会もいただきました。私としましては、此この度の話はぜひ前向きに進めていただきたいと考えております」


　スラトの答えに、ファラーサは驚おどろいたのかとっさに返答できないようだった。


　イルアラに至っては啞あ然ぜんとするより他ほかない。


　国王はすぐに姿勢を正すと、若き王子に声をかけた。


「それは……ずいぶんと嬉しいお言葉です。ただいま別の間に食事をご用意させていただきました。今夜は従者の方々とも、ゆっくりくつろいでお休みください。また明日、正式に晩ばん餐さんを催もよおしたいと思っております」


　深く叩こう頭とうするスラトの前からファラーサが退室する。


　広間に残されたイルアラは、こわばる顔のままスラトに近づいていった。


　その姿は警備軍にいたときよりも、どこか人を圧あつ倒とうする空気を漂ただよわせている。だが、わずかに笑えみを浮かべると、その表情はなじみのあるものになった。


「イルアラ姫、そうした装よそおいもなさるのですね。良くお似合いだ」


　わずかにからかいを含ふくんだ口調にも、イルアラは取り合わなかった。


「どうして、見合いの件を進めたいだなんていったの？　だいたい貴方あなたほどの剣の使い手で、国での信望も厚い王子が、婿養子の話を受けるなんて考えられない」


　だが、スラトはイルアラの追つい及きゆうにも一向にひるまなかった。


「買いかぶりだ。見合いの話自体、私が第二王子だからこそ持ち上がったこと。わが国には、すでに立派な国王がいる。ルリガダと兄の力になれることなら、私はどのような助力も惜おしまないつもりだ」


「貴方自身が望まない政略結けつ婚こんでも？　それに、私はまだ婚こん儀ぎのことは考えられないわ」


　その言葉にスラトの目が細められる。


　追い詰つめた獲え物ものとの距きよ離りを測る、冷静な視線だった。


「それはまた、ずいぶんと甘い考えをお持ちのようだ。他国の王族同士で、お互たがいに惹ひかれあっての婚儀が叶うとでも？　貴方は女王になられる身だろう。隣にたつ夫が必要であり、そこに私が選ばれた。お互いに必要なものをもたらすための関係が政略結婚だろう。双方に益のあるこの話に、なんの不満がある？」


　個人的な感情で判断するなど、愚おろかしいことだといわんばかりの答えだった。


　確かにイルアラとて、王族同士の婚儀に恋れん愛あい感情が伴ともなうとは考えていない。


　だがスラトの合理的な発言の前では、自分の国に対する理想や信念すらも、個人的な感情なのだろうかと思えて言葉を継つげなくなる。


　従者のもとへと向かうスラトについて、広間を出たイルアラはそこに控ひかえていたエンハスを見つけた。


　今夜は他国からの客人が招かれていることもあり、エンハスも正装させられている。


　ラロヘンガからの客人扱あつかいとして、王宮に部屋を持つエンハスにも無論侍じ女じよはついていたが、本人が人の手に触ふれられることをあまり好まないためこうした姿は珍めずらしかった。


　裾に銀糸の縫ぬい取りがされたヴァヒネに、帯の上には鮮あざやかな瑠る璃りと浅緑色の組み紐を巻き、髪は飾り紐で一つに纏まとめられている。


　すらりとした体たい軀くが、いつもより大人びて見えた。


　どこか厳しい表情で二人を見つめるエンハスに、イルアラは声をかけようとしたが、背後から強く腕うでをつかまれる。


「悪いが従者殿、もうイルアラ姫の警護はいらぬ。獣けもの一匹ぴき追い払えぬようではな。今後は私のほうで彼女の身辺に気を配ろう。妻となる女性を守るのは当然の務めだからな」


　突とつ然ぜんのスラトの言葉に驚きつつも、イルアラの中に抱かかえていた不安がふいに膨ふくれ上がった。


　──私の警護がなくなれば……エンハスは自由になれる？


「……イルアラ？」


　咎とがめるようなエンハスの問いかけにイルアラは躊ちゆう躇ちよした。


　夜の浜はま辺べで、謎なぞの女性に投げかけられた言葉が甦よみがえる。


　──「エンハスを返して」あの人はそういってた。私の警護のために、エンハスがラロヘンガに帰れないのだとしたら……


「イルアラの腕を離せ」


　剣けん呑のんな空気を漂わせ、スラトに詰め寄ろうとするエンハスを、イルアラはとっさに押しとどめた。問いたげなエンハスの視線に思わず目をそらす。


　息をつめる気配と共に、その背は怒いかりもあらわに返された。


　あとを追いたい衝しよう動どうにかられるが、スラトの手がイルアラの腕を離さない。


「どうして、エンハスにあんなこと……それに彼は従者じゃないわ」


　怒りを滲にじませ、腕を振ふり払ったイルアラの言葉に、スラトは悪びれることなく答える。


「ならばなおのことだ。妻の身を他の男にまかせるほど腑ふ抜ぬけのつもりはない。それに、王女に剣の稽けい古こをつけるのも面おも白しろそうだ」


　回かい廊ろうに現れた従者の声にスラトは応じると、「また、後ほど」と言いおいて用意された広間へと立ち去っていった。





　一方部屋へ戻もどったエンハスは、怒りに震ふるえる拳こぶしを握にぎり、かみ締しめた唇くちびるから息を漏もらした。


「妻……イルアラが？」


　お互い出会った頃ころには、考えたこともなかった話だ。


　スラトの手がイルアラの腕をつかむのを見て、殴なぐりかかりたいような衝動にかられた。


　普ふ段だん警備軍で目にするじゃれあいではなく、シーハン王のような戯たわむれとも違う。イルアラを我がもののようにふるまったスラトの行こう為いに怒りで熱くなった。


　だがイルアラはこの国の王女であり女王になる身だ。


　いずれこうした日がくるのは当たり前だった。むしろ、今までそのことに考えが及およばなかった自分に呆あきれもする。


　自分がイルアラを守りさえすれば、いつまでも同じ日々を送れると思っていた。


「お前に……イルアラが守れるものか」


　つぶやいたその事実にだけは確信があった。


　いくらスラトが剣聖と呼ばれるほどの腕を持っていようが、精霊チエリツドや疫闇ダハルの存在は人じん智ちの力でどうにかなるものではない。自分のようなものの守護がイルアラには必要なのだ。


　──そう、俺はイルアラの側そばにはいられる。ファラーサ王もそれはわかっているだろう。


　だが、耐たえられるか？　イルアラが他の男の手を取るのを目の前にして、側にいつづけるなんて……


　突つきつけられた現実を前に、少しでも側にいられる可能性を必死に探している自分が浅ましく惨みじめに思えた。見回りをやめて欲しいとイルアラが告げた夜と同じ、胸の奥深く不安が芽め吹ぶいていくのを感じる。


　ふと、扉とびらを叩たたく気配に顔を上げた。


「エンハス、いる？」


　問いかけたのはイルアラの声だった。いつもなら勝手に部屋に入ってきそうなものだが、その声も消えいりそうに小さい。


　エンハスは戸口に立ったが、言葉がうまく出てこず、イルアラの金色のつむじを見下ろした。


「さっきはごめんなさい。あんなふうにいわれるなんて……」


「あいつと結婚するのか？」


　イルアラの背後にある回廊の灯あかりが、金の髪かみが波打つさまを浮うかび上がらせる。


　賓ひん客きやくを迎むかえるために、髪や衣い装しようを整えられたイルアラは、艶つやめいてどこか頼たよりなげに見えた。まつ毛の影かげが白い頰ほおに落ち、淡あわく色めいた唇に目がとまる。


「まだ、見合いの話は決まったわけじゃないの……人事院が勝手に進めてて、マティアにも……王族の結婚は義務の一つで、議会に参加する資格も持ったのだからっていわれて」


　歯切れの悪い言葉は、イルアラ自身の混乱をも表しているようだった。


「女王になるためなら、仕方なく結婚もできるのか？」


　その声は、エンハス自身も驚くほど冷たく突き放した口調になった。


　不安といらだちがないまぜになり、意地の悪いことは承知で言葉を止められない。


「あいつは人事院の評価も上々の王子なんだろう？　剣けんの腕うでも確かだ、本人のいうように守ってくれるなら。俺のことは……もういらないな」


　その言葉にはじかれたように顔を上げたイルアラは、あきらかに傷ついた表情だった。


　潤うるむ蜜みつ色の瞳を見ていられず、エンハスは突き動かされるようにその肩かたをひき寄せると強く抱だきしめる。


「ちょっと、エンハス!?　なに」


　腕にこもってしまう力を加減できず、驚おどろいたイルアラの瞳ひとみが間近になる。


　イルアラの腕がエンハスの胸を押し返そうともがいたが、その手首をつかむと部屋の扉に押しつけた。重ねられた腕輪がずり落ち、シャランと小さく音を立てる。


　痛みをこらえるイルアラの瞳が回廊の灯りを受け、炎ほのおのゆらめきのように怒りの色を浮かべるのに思わず見み惚とれた。


　だが、つかんだ腕に力がこもり、わずかにイルアラの顎あごがあがったかと思うと、次の瞬しゆん間かんエンハスは顔面を強打された。


「～～～ッ!!　…………!?」


　あまりの激痛に思わずうずくまる。イルアラの額に、思いきり顎を強打されたのだ。


「人を力ずくで押さえつけないで！　『いる』とか『いらない』とかそんなふうに考えたことなんてない……！」


　怒りに頰を高潮させ叫さけんだイルアラは、そのまま回廊を走り去った。


　うっすら赤くなっていた額とその言葉にエンハスは我に返った。自分が何をしようとしたのか思い出すと声も出せない。


　暗い部屋の中、床ゆかに座り込むと、額を覆おおって前髪を握りしめた。


　──……っぶなかった。俺むりやり……無理矢理!?　何してんだ、ほんと。


　突とつ然ぜん襲おそった嵐あらしのような衝動に、エンハス自身驚きすぎて力が入らない。


　あのままイルアラが抵てい抗こうしなければ、自分は力ずくで何をしただろうか……それを思うと自己嫌けん悪おで死にたくなる。


「そんなふうに考えたことはない、か」


　うなだれてつぶやき、そのまま冷たい床に倒たおれ込んだ。














10　手のひらのこたえ




　イルアラは、中庭に面している回廊までくると足を止めた。


　目の前の欄らん干かんにもたれ、ぐったりと脱だつ力りよくする。そこから見える中庭はすっかり夜の闇やみが降りていたが、回廊の灯りの下、自分の手首が赤くなっているのがわかった。


　痛む額を押さえると、まだズキズキとした熱が残っている。


　額の硬かたさには自信があったものの、身長差のせいでエンハスの顎にぶつけてしまった。


「うぅ、……せめて鼻を狙ねらえばよかった」


　このところ立てつづけに、自分の身にふりかかってきた理り不ふ尽じんな事態の数々。


　そこへきて力ずくで押さえつけられて、つい感情が爆ばく発はつした。


『見合いの話』『エンハスの帰郷』『スラトの振る舞まい』その何一つ自分の望むことではない。


　だがそれを言えば、自分がただわがままなだけにも思えてしまう。


「もういらないな」と、本人の口から言われて一瞬頭が真っ白になった。


　──役目があるとか、守るとか、そんなこと関係ないのに。だいたい「いる」とか「いらない」とかどうしてそんなふうに……


　つい覚えのある言葉に、夜の浜はま辺べで出会った翼つばさを持つ女性を思い出す。気になっているものの、そのこともエンハスに聞けないままになっていた。


　だが「女王になるためなら……」そう言ったエンハスの厳しい問いが耳に返って、つい怒りがこみあげる。


「……なによ、エンハスの馬ば鹿か」


　欄干にもたれたまま、イルアラは暗い庭を睨にらみつけた。


　部屋に戻もどる気にもなれずタリアの顔を思い浮かべたが、ハヴィールを護衛につけていることを思い出し、訪問を踏ふみとどまった。


「イルアラ？　そんなところで何をしてるの？」


　背後からかけられた声に、驚いて欄干から身を起こす。


「母さま……」


　そこに立っていたのはイルアラの母であり、タリマレイ国王おう妃ひであるナイエレだった。


　上品に結ゆいあげられた黒髪には白い花があしらわれ、あたたかなこげ茶の瞳はやさしく和なごんで見える。いつも笑え顔がおをたやさぬ母は、元商家の出身だという親しみやすさからか国民からの敬愛も厚い。


　イルアラはとっさに赤くなっているであろう額を手で隠かくしたが、その手首にもまた跡あとがあることに気づくと、慌あわてて両手を後ろにまわした。


「あの、もう謁えつ見けんも終わったから部屋に戻るところ。でも、母さまがこんな時間に出歩かれるなんてめずらし……」


　答える声がわずかに上うわ擦ずると、語ご尾びが揺ゆれて途と切ぎれた。


　それ以上つづけられずにうつむく娘むすめの肩を、ナイエレはそっと抱いた。見合いの話は耳にしているはずだったが、それには触ふれずやわらかに促うながす。


「今日は貴方あなたの好きなお菓か子しがあるの。今から母さまの部屋にいらっしゃいな」





　久しぶりに入る母の部屋は、樫かし材と淡い色の大理石を取り合わせた明るい造りだ。


　花を浮かべた水燭しよく台だいが灯あかりを投げかける、居い心地ごこちのいい空気にイルアラはほっと息をつく。


　椅い子すに座ると、母が手ずからルアンのお茶を淹いれてくれた。


　並べて置かれたのは、丸く練ったモチ米に甘い椰や子しの蜜が入った団子だ。


　削けずったココナツをまとったお菓子はフワフワとして可愛かわいらしい。


　温かいお茶と甘い菓子で体が温まるにつれ、心身ともにこわばっていたのだとよくわかる。


「今日はとても綺き麗れいにしてもらったのね。そうしてると王女らしいわ」


　わずかに笑みを含ふくんだ母の言葉にイルアラも苦く笑しようする。


「ナスリーナが張り切ってくれたのよ。見合いだからちゃんとしないとって。何人がかりだったかしら、水みず揚あげされた魚の気分だったわ」


　支し度たくの大変さが伝わったのだろう、ナイエレは肩をすくめて息をつく。


「ナスリーナは本当によくやってくれてるわ。本当はこんなこといってはいけないけど、昔は私も身支度が苦手だったものよ」


　母親の告白に、イルアラは少し驚いた。


「母さまでもそうなの？　いつもきちんとしなさいって私にもいうのに」


「それは私が貴方の母親で、王妃なのだから当たり前のことよ。でも私はもともと商家の娘ですからね、こんな風に毎日綺麗にしているなんてことなかったの。本当はこうしてお菓子を作るのも最初は侍じ女じよに止められたのよ。貴方のお父様が求きゆう婚こんしてくださったときは、ただもう驚いたものだけど……」


　懐なつかしそうな母の顔はとても幸せそうに見えた。


「母さまの実家は、卸おろし商しようだったんでしょう？」


「そうよ、それも料理店に肉を卸おろしていたから、毎朝帳ちよう簿ぼをつけて品を確かく認にんしながら、大おお鉈なたを振ふるってたのよ。突とつ然ぜん王妃になってくれっていわれても、鉈を握にぎったまま呆ぼう然ぜんとするしかなかったわねぇ」


　今も語り継つがれる、国王の一年にもわたる求婚の理由は、その申し入れにナイエレ当人がひたすら困こん惑わくし固辞しつづけたからだった。


「母さまは、父さまと結婚するの本当は嫌いやだったの？」


　今の両親の仲むつまじさからは想像もつかないが、最初はどうだったのだろうとイルアラは疑問に思った。


「まぁ、貴方もそんなことを尋たずねる年になったのね。嫌だなんてとんでもないわ、私がすぐにお受けできなかったのは家いえ柄がらのこともあったし、年ねん齢れいも七つも年上だったんですもの。取り立てて見み栄ばえがするわけでもないのに、物好きな王様だって呆あきれたりもしたのよ」


　今ではすっかりいい思い出だと、宝箱の中身を見せてくれるような母の笑顔にイルアラも微笑ほほえむ。


「だから見合いの話も、貴方に迷うところがあるなら無理はして欲しくないわ」


　真顔になったナイエレの真しん剣けんな声こわ音ねにイルアラは驚いた。


「でも、女王になるなら婚こん姻いんは義務だって、人事院でも……」


「確かに、王族の婚姻は義務です。世よ継つぎのことももちろん大切よ。でもまだ貴方は王位についたわけではないし、幸いとても元気でいてくれるわ」


　娘の肩かたに、隠し切れずにうっすらと残る傷に触れ、ナイエレは苦笑した。


「確かに貴方にはサリアムの血に流れる能力ナドウルはないけれど、こうして強い体があるんだもの。だったらなおのこと、今すぐ世継ぎの心配などしなくてもいいのよ。私がいくつで貴方やタリアを産んだと思っているの？」


　力強い口調でいう母は、ずいぶん頼たのもしく見える。


「ねぇ、イルアラ。貴方はすぐに『平気』『なんでもない』っていうけれど、私の娘がこんな顔色でいるのに平気なわけはありません。あの人だって『大だい丈じよう夫ぶ』ばっかりが口くち癖ぐせなんですから！　それに貴方のお祖母ばあさまは、恋れん愛あい結婚の代名詞のようなお人だったのよ。大切な娘たちに意に沿わない婚こん儀ぎなど選んで欲しくはないわ」


　さりげなく夫への愚ぐ痴ちも織り交ぜながら言い切る母に、イルアラは思わず笑い出す。


「母さまったら。でもこのことで、人事院が先方とどういう話をしているかわからないの。何よりマティアが乗り気だし……」


　言いよどむイルアラに、今度はナイエレが笑い出す。


「そういえば、貴方マティアをずいぶん困らせたらしいわね。講義の時間に窓から逃にげだした話は聞いてますよ」


「だって……マティアってば見合いの話もそうだけど、口うるさいんだもの。なんだか講義室の扉とびらは締しめ切られるし、窓しか開いてなかったのよ」


　すねたような娘の口ぶりに、ナイエレは断固として言い諭さとす。


「開いているからって、窓を出入口にしていいわけないでしょう。でも貴方ったら覚えていないの？　マティアのあとばかりついて歩いたこともあったのに。まるで本当の孫みたいに可愛がってもらってたでしょう。貴方が精霊チエリツドに姿を隠されると、決まって宮きゆう殿でんの捜そう索さく指揮をとるのはマティアだったのよ？」


　母の語った昔話に、イルアラは愕がく然ぜんとした。


　その言葉にうっすらと、記き憶おくの名残なごりのようなものが甦よみがえってくる。幼い頃ころ自分を抱だき上げてくれた腕うで、まだあれほど長さのなかったヒゲをひっぱったような覚えがあった。


「そう、いえば……そんな気も」


「エンハスがきて、始終遊んでくれる友達ができてから、当時のマティアは少し寂さびしそうだったものよ？　そのぶん貴方の教育に力を入れるって、教師役に徹てつしだしたのもこの頃じゃないかしら。そういえば、今回のことエンハスにはちゃんと話をしたの？」


　突とつ然ぜんふられた話題に、母の視線が自分の手元を見ていることに気づいて、イルアラは動どう揺ようしつつ腕をひっこめる。


「なんで……母さまもタリアも同じこというの？」


　娘が何も話していないらしいことがわかったのか、ナイエレは顔を曇くもらせた。


「それは、エンハスだっていい気はしないでしょう？　貴方たち毎日一いつ緒しよにいるのに、どうして肝かん心じんなことをちゃんと話し合わないの？」


「……そっか。ほんとに、そうね……」


　遠えん慮りよすることと、相手を思いやるのはまた別のことだ。


　投げかけられた『お守もり』の言葉に不安と迷いもあったのだろう。


　自分は、エンハスに心配をかけまいとばかり思いすぎていたのかもしれない。


　──母さまのいう通りだ。毎日一緒にいたのに……


「イルアラ、どうしたの？」


「うん。とにかくエンハスとも話をしてみる。私も聞きたいことがあるから」


　どこか納なつ得とくしたようすで、元気をとり戻しつつある娘に安心したのか、ナイエレは笑顔でイルアラを送り出してくれた。


「いい？　タリマレイは今までも、外交手段としての婚姻は結んでこなかったのだから。その件については国王であるお父様がきちんとしてくださるわ。貴方が自分と向き合って出した答えなら、母さまは応おう援えんするだけよ」


「ありがとう母さま。ほんとはちょっと参ってたの。でも、ちゃんと考えてみる」


　母の腕に抱きしめられて、こんなふうに甘えるのも久しぶりだとイルアラは照れくさくなった。その反面、両親の前ではいつまでも子供な自分を痛感する。


　部屋を出たイルアラは、自分のなかにあったわだかまりに整理がついたことでずいぶん力が湧わいてきた。


　──エンハスは、見合いのことを知ってたみたいなのに、聞くのを迷ってた。


　私も、翼つばさを持った女の人のことをまだエンハスに聞いてない……


　あの夜、浜はま辺べで出会った女性の問いに自分が何を思ったのか、それがどう伝わったのかはわからないままだ。


　それでも今、自分がエンハスに伝えたい言葉はわかった気がした。





　その頃、ハヴィールはどうにも落ち着かない気持ちのまま、タリアの部屋の前に立っていた。


　思いもよらない突然の再会は、身の置き所がない気持ちになったが、まだこうして任務を請うけ負っていれば気がまぎれるとも言えた。


　風が強くなり雲が月を隠かくすのと同じくして、回かい廊ろうの端はしに物音を聞き剣けんの柄つかに手をかける。


　賊ぞくのめぼしはついていたものの、ハヴィールは遠えん慮りよなく抜ばつ刀とうした切っ先を突つきつけた。


「あいにくですがシーハン国王陛下。今夜はテミファを仕込んでおりませんので、お通しできません。貴方も……今こ宵よいだけで何度剣を突きつけられていらっしゃると？」


　相手の身分は承知の上で、明らかな殺気を発しているハヴィールは物ぶつ騒そうきわまりなかった。


　タリアとの謁えつ見けんの際、無礼を承知で抱き上げたその体のあまりの軽さに驚おどろいた。まるで幻まぼろしのようにか弱い少女は、厳重に警護されて然しかるべき存在だと感じられた。


　部屋の中で見張って欲しいと本人が言うほどだ。


　いくら一国の王とはいえ、シーハンが近づくことでどれほど王女が恐こわがるだろうかと思えば、ハヴィールは国王殺害の汚お名めいも着かねなかった。


「まぁ、そう殺気だたれるな。なにも害をなそうというわけじゃない。月の雫しずくを浴びたすがしい花を届けにあがっただけだ」


『懲こりない男』という名目においても、『王者』の称しよう号ごうが相応ふさわしいシーハンは、白い大きな花びらが王おう冠かんの形に似たアコンの花を手にしていた。


　若き国王の並々ならぬ『博愛、情愛、熱愛』の精神は、この世における全すべての女性に対していかんなく発揮されてきたのだろう。


「御ご用ようがございますなら、明日あらためてイルアラ様を通していただきますよう」


　剣を構えたまま、シーハンを一歩たりとも近づけない気き迫はくのハヴィールは、背後の格こう子し戸が小さく動いた気配にびくりとした。


　だが制止する間もなく、その隙すき間まからタリアが姿を現すと、シーハンの前でヴェールをふわりとなびかせ礼を取った。


　軽かろやかな所作を見せた少女は、艶つやのある黒くろ髪かみに映はえる美び貌ぼうのせいか大人びて見える。どこか浮うき世よ離ばなれした異質な空気が、その肢し体たいを包んでいた。


「バラーバル国王陛下には初めてお目にかかりますわ。タリア・サリアムにございます」


　少女のまとう空気に圧あつ倒とうされたのか、普ふ段だんであれば女性を前に黙だまり込むことなどあり得ないシーハンが、言葉もなくただ立ちつくしている。


　その腕からこぼれそうな花に目を留めたタリアは、手を差し伸のべ花を受け取ると、瞬まばたきを忘れているシーハンの黒い瞳ひとみをじっと見つめた。


「お花を届けてくださいましたの？　シーハン様は情熱的な方だと、お噂うわさはかねがね耳にしておりましたわ」


　タリアは花の香かおりを楽しむようにして、極ごく上じようの笑みを浮うかべた。


　すると花から立ちのぼった光の粒りゆう子しが、タリアを取り巻くように淡あわく輝かがやく。


「え、えぇ……貴方あなたのような女性にお目にかかれるとは……まこと、……その美しさに……繫つながれてしま、い」


　珍めずらしく舌をもつれさせたシーハンは、まるで魅み入いられたようにタリアの青い瞳から目が離せないようだった。長いまつ毛に縁ふち取どられた、明るい海の色の瞳に何を見たのか、シーハンは眠ねむ気けを払はらうように激しく頭を振ふる。


　クスと小さく笑い声をもらし、タリアは透すき通る声で告げた。


「どなたに愛を語られるのもご自由ですけれど、イルアラ姉さまに何かありましたら、私わたくし承知いたしませんことよ？」


　その可か簾れんな姿に滲にじむ有無を言わさぬ迫はく力りよくと、機き嫌げんをそこねれば天から鉄てつ槌ついでも下されるような神こう々ごうしさに、シーハンは黙ったまま激しくうなずいた。


　ぎこちなく背を返すと、何かの意思にあやつられるように、ふらりとした足取りでもときた回廊を戻もどって行く。


「白い……くろい？……漆しつ黒こくの百合ゆり……いや、純白の裁き？　愛の断罪者!?……」


　つぶやく愛の旅人は、自己崩ほう壊かいの危機に陥おちいりつつあるらしかった。


　よろけた足取りで立ち去る背中を見送り、タリアは小さく息をついた。


　途と端たんに淡い光の粒つぶが立ち消えると、その肩かたが一回り小さくなったように見えて、ハヴィールは慌あわてて促うながす。


「タリア様、どうか部屋にお戻りください」


「今はそんなに熱もないの。本当ですわ、貴方が側そばにいてくださると、精霊チエリツドたちが静かでゆっくり休めるから」


　タリアは小さくはにかむと、ハヴィールの腕に触ふれた。


　腕に彫ほられた黒い蛇へびをやさしく見つめるその頰ほおは、わずかに赤みが差しているが辛つらくはなさそうだった。


　花がほころぶような控ひかえめな笑えみに、ハヴィールもつられて微笑ほほえむ。


「それは、よろしいことです」














11　凶風




　結局、その夜イルアラは自室へ戻らなかった。


　父王に頼たのみ込んで鍵かぎを借りると、書庫からルリガダ国に関する資料を引っ張り出し、歴史や背景、現状を出来る限り詳くわしく調べ始めた。


　こうなってみて、見合い前の講義にも意味があったのだと思うと、マティアに意地を張った自分の浅せん慮りよな行動が恥はずかしくなった。


　講義室の窓から逃にげ出した自分に、マティアが投げかけた言葉を思いだす。


　──私が、足りないことばかりを考えてる……？


　いつも、やれることをすれば少しでも埋うめられる気がしてた。でも、どうしても手に入らないものはある。それは変えられないってわかってるけど……


　考えつつ、イルアラは地図の棚たなに手を伸ばして気づいた。


「あ……新しい海域図」


　それはマティアに再提出する課題に必要なものだった。つづく騒さわぎのどさくさで、イルアラ自身はまだ書庫担当者に発注を頼んではいない。


「マティアが、頼んでくれたのかしら」


　口調や態度から、彼のことを厳しくてお小言ばかりだと思っていたが、今までに出された課題を思えば、決して自分を軽んじているわけではなかったのだと気づく。


　誰だれよりもイルアラに、「女王となるためには」と言ってくれるのもマティアなのだ。


　その口調を思い出し、つい口元がほころんだ。


　朝までかかるだろう、膨ぼう大だいな作業になることは想像がつくが、なぜだかひどく幸せな気持ちだった。


　手燭の下で史書を追うと、ルリガダ国の長い歴史に影かげを落としつづける『スロワネア公国』の存在が嫌いやでも目につく。


　過去の地図と比ひ較かくをすれば、長い時代にわたってルリガダ国とスロワネア公国のあいだでは、国境争いがつづいてきたことがわかる。


　だが追記事じ項こうを見れば、ルリガダ国王が第三夫人をスロワネア公国の貴族から迎むかえたことで、両国は一時的に停戦状態にあるようだった。


　──変だわ。スラト王子の存在は、ルリガダ国にとっても大きな戦力のはず。それを他国へ婿むこ養よう子しにだすなんて、王子は兄である国王と仲たがいを？　そんなふうには思えなかったけど……それとも、停戦と引き換かえに第二王子を国外へ追うような条件でも？


　警備軍での鍛たん錬れんの合間に聞いた、彼の兄への思いに噓うそはないように思えた。


　しかし、その兄からの賜たまわりものだという短剣を見つめた緑の瞳は、まっすぐでいながら少しだけ不安そうにも見えた。


「あとは、スラト王子本人にでも聞かないと、わからない……か」


　書庫から見える空が白んでくる頃ころ、イルアラは疲つかれた目をこすった。


　頭も体も疲れきっていたが、その足でマティアのもとを訪ねる。


　棚に入っていた海域図のおかげで、再提出の課題もまとめ直せた。それと共に、イルアラの手には大量の紙の束があった。次の議会に提案できるよう、ルリガダ国に交易港を開くための草そう稿こうをまとめた物だ。


　──見合いを断るなら、代だい替たい案あんとしてそれ相応のものを用意すればいい。


　スラト自身が言うように、政略結けつ婚こんに意義があるというのなら、ルリガダ国がタリマレイに望むものが必ずあるはずだった。


　まだ叩たたき台のおおまかなものではあるが、資料の山からその糸口はつかめた気がした。


　寝ね起おきのマティアに課題を押しつけたイルアラは、ようやく部屋へと戻ることにした。


　疲ひ労ろう感かんに包まれて歩く回かい廊ろうから、空に黒い雲が押し流されるのが見え、たちまちあたりが暗くなる。


「豪雨スコールだわ」


　その言葉と同時に、大おお粒つぶの水すい滴てきがバタバタと木々や建物を打ちつける音が響ひびいた。


　中庭に面している回廊は、雨の飛沫しぶきに濡ぬれ色を変えていく。


　辺りがけぶるような雨あしの中、庭に見えた黒い人影にイルアラは驚おどろいた。


「スラト王子!?」


　これほどの豪雨に、なぜ動こうとしないのか不ふ審しんに思い駆かけ寄る。


「どうしたの？　早く中へ入って、びしょ濡れになってるじゃない」


　長衣が濡れ、重みを増していくのも気にならないのか、どこかうつろな視線のスラトをイルアラは回廊へ押し戻した。


　昨夜の振る舞まいを思い出せば、腹立たしい気分にもなるのだが、ようすのおかしいスラトを放ほうってはおけない。今のスラトは顔色が悪く、人を圧倒するような覇は気きもなかった。


「昨夜は……悪かった。貴方の気持ちも考えずに」


「もう、いいわ。その話もちゃんとしたかったの。とにかく拭ふかないと」


　用意された部屋へ戻るより、自室へ招いたほうが早いと判断したイルアラは、辺りをうかがうとスラトを部屋へと連れて行った。


　ナスリーナにでも見つかれば、また小言をくらうのはわかっていた。


　客人である他国の王子（しかも見合い相手）をいきなり部屋に入れることが、姫ひめ君のふるまいとして褒ほめられたものでないことぐらいはわかる。


　だがつい先ほどまで調べていた、ルリガダ国の内情についても話をしたいと考えると、随ずい従じゆうたちがいる場では思うように話も聞けないだろう。スラトの濡れた長衣を脱ぬがせると、イルアラは拭くものを探した。


　スラトは兄から賜ったという短剣クフアンジヤルを握にぎりしめ、うつむいたまま雨の雫しずくを滴らせてつぶやく。


「私は……どうかしてる。兄上のことも……貴方のことも」


　イルアラは、彼の不安がわかるような気がした。


　昨夜なぞったルリガダ国の背景を思えば、スラトが今どれほど不安定な立場にいるかは想像がつく。イルアラは、肩を落としたスラトの隣となりに立ち尋たずねた。


「鍛錬のときに聞かせてくれたお兄さんの話は、エルダル国王陛下のことだったのね。ルリガダの歴代国王の中でも、国民の生活基き盤ばんを整える政治をされている立派なお人だって……」


「そうだ、兄上はいつまでもルリガダが戦乱の中にあっては、停てい滞たいするばかりだとおっしゃっていた。そのためにも、私が剣けんとなり盾たてとしての役目を果たせば、少しずつでも国を変えていく余よ裕ゆうが生まれる。今はスロワネアとも停戦が決まり、剣が必要なときは終わった」


「エルダル国王がそうおっしゃったの？」


　イルアラの問いに、スラトは小さく首を振る。短剣を握り締しめる手がわなないて見えた。


「それを、兄上ご自身に尋ねればよかった……」


　相手が自分にとって大切であればあるほど、真実を聞くのが恐こわいという気持ちは、イルアラの胸にもあるものだ。


「だが、本当はわかっていて聞かなかったのかもしれない。見合いの話も兄上から直接聞かされなかったことに、少しだけほっとした」


　そう告白するスラトは、スロワネア軍の進しん撃げきを退けた英えい雄ゆうだとは思えないほど、心細そうに見えた。目の前の青年が、まだ自分と同じ年だったことをイルアラは思い出す。


　ただ、黙だまってその髪かみの雫を拭ぬぐった。安易に慰なぐさめる言葉はかけられない、それほどスラトの立場は危あやういものでもあった。


　だが、髪に触れるイルアラの腕うでをスラトの手が止める。


「スラト王子？　熱が……ッ」


　ひどく熱い手のひらが触れたかと思うと、手の甲こうに筋が浮うかび上がるほど強い力で、イルアラは手を取られた。スラトのもう片方の手には、以前目にした短剣が握り込まれている。


　柄つかに象ぞう嵌がんされたエメラルドが、鈍にぶく赤い澱よどみを宿すのが見え、痛みに顔をしかめたイルアラは不ふ吉きつな予感に身を引こうとした。


「……それでも、私は確かめるべきだった。この短剣が贈おくられた意味を……それが兄上の望んだことだったのかォ……ゥル、グゥ……ッ」


　イルアラは、握られた手の痛みに息を飲む。人ではあり得ないほどの膂りよ力りよくに腕を引かれる。


　──まずい、肩かたを抜かれる……！


　勢いのままに身を流すと、相手のみぞおちを目がけて左膝ひざを蹴けり上げた。


　反射的に身をそらせた相手の手が緩ゆるんだ隙すきに、身をひねって体を反転させ、なんとか腕を取り返す。そのまま身構えてイルアラは顔をしかめた。


　謁えつ見けんの時の衣い装しようを身に着けているため、どうにも動きがとりづらい。装そう飾しよくの一つ一つが邪じや魔まだった。


「もう……だから正装って嫌きらいなのよ！」


　スラトの宙に浮いた手が、鈍い音を立てると節くれだち膨ふくれ上がる。その瘤こぶのような節を獣じゆう毛もうが覆おおうと、爪つめが皮ひ膚ふを破ってズルリと鉤かぎ状に伸のびた。


　その根元から、血が滴したたると飛沫となって壁かべを濡らす。


　床ゆかに転がった短剣クフアンジヤルを見て、イルアラは疫闇ダハルの存在を確信した。


　短剣の柄に象嵌されていた大粒のエメラルドは、深い緑の奥底から赤い色が滲にじみ出し濁にごっていく。


「イ……ルアラ……ゥ、逃にげ……ロ、ゥァあアア！！！」


　スラトは苦しげにその身を折ると、汗あせの浮きあがった額と鼻筋がぐんとせり出し、細かな毛がびっしりと顔を覆っていく。


　関節が嫌な音を立て、その体が膨らんでいくさまにイルアラは凍こおりついた。


　背骨が湾わん曲きよくし、立っていられなくなったのか、膝をつき床に触ふれた手はもはや人のものではない。いびつに歪ゆがんだ足にある、鋭するどい爪が床の上で硬かたい音を立てた。


　異様な変へん貌ぼうを遂とげてそこに立つ生き物は、胴どう震ぶるいをして千切れた衣装をはらい落とした。太い四し肢しで床を踏ふむと長い尾おを揺ゆらす。


　暗い色の被ひ毛もうには、以前スラトが身につけていた獣けものの帯に似た斑はん紋もんがあった。


　猫ねこ科の生き物にも似ているが、骨格は微び妙みように猿さるにも近いところを持ち、曲がった背からつづく長い腕の先には、凶きよう悪あくな爪とともに手指が残っている。口こう唇しんが大きく裂さけ、巨きよ大だいな牙きばから滴る唾だ液えきには血が混じっていた。


　……ルルルゥゥウウウ…………


　低く漏もれる唸うなり声には聞き覚えがある。


　鮮あざやかに澄すんだ緑の瞳ひとみに、短剣のエメラルドと同じく深しん紅くの斑まだらが浮かび上がると、血が混じるように濁っていく。


　そこにいるのは、何度かイルアラを襲しゆう撃げきした獣であり、夜の闇やみ以外の場所で見るそれは、半獣人に近い生き物に見えた。


　獣の後ろ足が、ガシャリと爪つめ音おとを立てて床を蹴る。


　体重を乗せて飛び掛かかられ、イルアラは床に背を打ちつけると息をつまらせた。


　肩に立てられた爪が、治りかけた傷をなぞり再び熱い感かん触しよくが伝う。


「…………っ！」


　のしかかる巨体に圧あつ迫ぱく感かんで声も出せない。苦しさに顔をしかめる中、床に落ちている短剣が目に入った。必死に手を伸ばしつかむものの、片手では鞘さやが抜ぬけない。


　イルアラは握った短剣を振ふりあげ、そのまま獣の鼻づらに叩きつけた。


「ギャンッ!!」


　痛ましい鳴き声をあげ、ひるんだ獣の下からはいずり出る。


　そのとき、扉とびらが打ち壊こわされる勢いで破られると、エンハスが部屋に飛び込んできた。


　その手には抜き身の剣が握られている。


「イルアラ、無事か!!」


　獣は声の主を認めると、イルアラの胴を乱暴に腕に抱かかえ、窓を破って逃とう走そうした。





　エンハスは叩たたきつける豪雨スコールに視界をさえぎられながら、木々を突っ切り駆けた。


　生おい茂しげる樹木を、獣はその巨体で全すべて薙なぎ倒たおしながら走って行く。


　茂みを抜け、浜はま辺べへ抜けると獣は足を止め、対たい峙じするエンハスも再び剣けんを構えなおした。


　だが、獣の爪がイルアラを捕とらえている限りは、エンハスも雷いかずちを使うことはできない。


　獣の腕の中でイルアラがもがくのが見えた。その手に握っているものを、獣の喉のどめがけて突き上げる。


「……グゥ、カハッ!!」


　鞘ごと突きあげられた短剣の一いち撃げきに、呼吸を奪うばわれた獣の意識がそれる。イルアラはその隙をついて長い腕を蹴りつけると、転がり落ちるように逃のがれた。


　獣の爪がうなりを上げて、砂浜をえぐる。


　エンハスはイルアラの腕を引き背後へ逃すと、振りあげられた凶爪を剣で受け止めた。


「エンハス、駄だ目め!!　それはスラト王子なの……疫闇ダハルが」


　叫さけぶイルアラの声に、エンハスの掌しよう中ちゆうで溜ためられた雷が、放たれることなく弾はじけた。


　目の前の、このいびつな生き物があの王子だとはとても信じられない。


　だが確かに、獣の存在自体からは、ラロヘンガの者としての気配は感じ取れなかった。


　その変形した体を、濃こい疫闇の気配だけが取り巻いている。


　イルアラの手から、精せい緻ちな装飾をほどこされた短剣が差し出された。


「スラト王子が持ってたの。この宝石が赤く濁って見えたあとようすがおかしくなったの。目が真っ赤になって……疫闇が、関係してるんだと思う」


　短剣を前に、エンハスは唇くちびるをかみ締めた。宝石に疫闇を忍しのばせるのは、宝石商人である兄ジンシーの常じよう套とう手段だ。


　ラロヘンガの者と比べ、人への疫闇の侵しん食しよくはさまざまな例が報告されている。


　どの段階で疫闇に完全に支配されたと言うべきかは、エンハスにも判断がつきかねた。


　しかもこの獣がスラトであるのなら、傷つけ殺してしまえば間ま違ちがいなく外交問題になるだろう。


　獲え物ものを奪われた獣は、大きく体を震わせ空を仰あおぐと、轟とどろくような咆ほう哮こうを放つ。


　まるで、地鳴りのように響ひびき渡わたる遠とお吠ぼえがくり返された。


「あいつ……何を？」


　いぶかしむエンハスの前で、その鳴き声に呼応するように、浜辺に寄せる波が不気味に震えあわ立った。


　荒あれた波打ち際ぎわに、形を成して行くものが何であるか気づき、エンハスは舌打ちした。


　その遠吠えは、夜闇の行進者を呼びあつめているのだ。


「お前が王子でなけりゃ、とっとと始末できたのに」


　エンハスは、獣にとどめを刺さすことを禁じられた状態で、ただ剣を手に対峙するほかない。


　半身にかまえ、右手に剣を握にぎり左手を下へおろした。


　獣の全身がたわむように低く縮むと、勢いづいた巨体が宙を舞まい、鋭い爪が突き出された。


　大きく開かれたあぎとに並ぶ牙は、エンハスの剣の刃はをも嚙かみくだき、その肩かたを深く捕とらえた。さらにその長い爪が左の上じよう腕わんを貫つらぬく。


　骨に響くような鈍い痛みにエンハスは顔をしかめた。のしかかる重みと痛みに、額に汗がふきだす。


　そのとき、視界を影かげがよぎったかと思うと、飛び出したイルアラが持っていた短剣クフアンジヤルを獣の右肩に突きたてた。


「イルアラ!?」


　獣はエンハスの腕から抜いた爪を、横よこ薙なぎにする。


　衣装の端はしをひっかけられ、イルアラは砂浜を転がったが、すぐに身を起こすと獣に向かって叫んだ。


「待って……スラト王子！　不安に思うのは当たり前だわ。でも今貴方あなたを苦しめているものは、エルダル王にも関係してるかもしれない。だとしたら、ルリガダ国は大変なことになるわ。それは貴方が一番望まないことでしょう？　何のためにここまできたの」


　獣は嚙みついたエンハスの肩に顔を埋うずめていたが、その荒あらい息がわずかに収まる。


「国を出されてもかまわないとまで思ったんでしょう？　だったらなおさらルリガダに戻もどらなきゃ。短剣のこともきっと裏があるはずよ。貴方が、お兄さんのことをどれだけ尊敬してるかわかるから……お願いあきらめないで！」


　イルアラの必死の声に獣の視線が揺れ、牙が緩むのがエンハスにはわかった。


　心の暗部につけ込むのが疫闇ダハルなら、それを退しりぞけられるのもまた本人の意思だけだ。


「なんだ、わりにしぶといな。お前、まだ意思があるんじゃないか」


　憎にくかったはずの相手を救えるかもしれない可能性に、安あん堵どしている自分に気づきエンハスは苦く笑しようする。自由になった左ひだり腕うでで獣の太い首を押さえると、首筋に雷らい撃げきを打ち込んだ。


　バツン！　とくぐもった音と衝しよう撃げきに、赤く濁った目が白目をむくと、口から泡あわを吹ふき巨体がぐっと重みを増す。


　エンハスは痛みをこらえて肩から牙を抜くと、その体を投げ出すように離はなした。


　立ち上がり、腕を振って伝い落ちる血をとばす。


　濡ぬれた砂浜では、気味の悪い物体が体積を増し、寄りあつまりつつあった。


　海中の泥でい土どから生まれたようなそれは、ヌルリと伸び上がると、大人の背せ丈たけの二倍はあるようないびつな人の形をとった。強い潮の匂においを放ち、上部にぽかりと暗い穴が歪み並んでいるさまは、目鼻に見えなくもない。


　そこに立つのは『夜闇の行進者』だった。


　時間を経るごとに、その形は明めい瞭りようさを増し、生前の姿を写しとっていくのだ。


　しかし豪雨スコールで薄うす暗ぐらいとはいえ、昼日中に死者の隊列が現れるなど聞いたこともない。


　獣の鳴き声が呼び寄せたには違ちがいなさそうだが、おそらくジンシーが宝石にこめたのだろう、疫闇の効果はまだ計り知れなかった。


　力の入らない両腕で、剣をまともに振るえるはずもなく、エンハスは獣化したスラトとイルアラから、少しでも亡もう者じやの影を遠ざけようと走りだした。


　右腕を振り上げると、それに応こたえるように豪雨スコールを運んでいた黒雲が厚みを増す。


　空に閃せん光こうが走り、辺りは白い光に包まれた。


　海岸沿いに駆かけながら、海に向かって次々と雷を放つ。波際には、地じ響ひびきを伴ともなって蒸気があがった。右腕から伝う鮮せん血けつは、濡れた砂浜に消えていく。


　雷の直撃を食くらった黒い影は、融ゆう解かいしたあぶくのようにグズリと崩くずれた。


　撃うち崩されては消えていく、夜闇の行進者の数が両手の指を超こえる頃ころには、エンハスの右腕は真っ赤に染まった。


　だが、黒い影はいつ途と切ぎれるともなく湧わいてくる。


　その時、暗い波間にひときわ激しいしぶきが上がると、海中から獰どう猛もうな唸りがあがった。


　死者の国スフアルゲの門を守る、番犬ラムイット死人喰。


　それらは爬は虫ちゆう類るいの瞳ひとみを赤く濁にごらせ、太い四し肢しで砂を蹴けりあげると、骨の並ぶ口をガチガチと鳴らす。側そばには番人の姿もなく、明らかに疫闇ダハルに侵おかされたその生き物は、猛たけり狂くるい泥土の影を嚙み裂さいた。


　見境なく狂いきった獣けものは、その牙きばをエンハスへと向ける。


　巨きよ体たいを宙へと躍おどらせた二頭を相手に、エンハスは右腕に左手を添そえ雷で迎むかえ撃つ。


　一頭は弾はじき飛ばせたが、横へそれたもう一頭が大きな顎あごを開いた。


　黄ばんだ骨の牙に見えた、彫ほり込まれた呪じゆの刻印。


　ひやりと冷たいものが背を走った次の瞬しゆん間かん、エンハスは再び右肩を襲おそった熱い痛みに歯を食いしばった。


　牙が押し込まれる感かん触しよくに、傷口がドクン、と脈打つ。


　血が一気に下がると、目がくらみ悪お寒かんが走った。


　胸の奥、隠かくしたはずの棘とげがうずきだすのがわかる。


　嫌いやな予感が確信に変わった途と端たん、ふいに足首にぺたりとした感触を感じた。


「しまった」と思う間もなく、頭上へと伸のび上がった夜よ闇やみの行進者に視界をふさがれる。


　一瞬にして黒い泥土に飲み込まれ、瞬またたく間に意識は暗闇へと切り離された。





「エンハス──!?」


　夜闇の行進者だけでなく、海から飛び出した獣の影に走り出していたイルアラは、エンハスが大きな獣に食いつかれたのに悲鳴を上げた。そのまま、背後に迫せまった黒い泥土にからめとられる姿に駆け寄った。


　粘ねん度どのある黒い泥どろがエンハスの口や鼻を覆おおいそうになるのを搔かきわける。そのまぶたがうすく開かれ、かすれた声が漏もれた。


「い……ぃ、触さわるな……。逃にげ……」


　だが、イルアラが何より衝撃を受けたのはその瞳だった。


　エンハスの漆しつ黒こくの瞳どう孔こうに赤い揺ゆらぎが見えたのだ。


　──……ラロヘンガの者が疫闇ダハルに侵食されると……死に、至るって……


　その言葉を思い出し、イルアラは血の気がひいた。泥を剝はがそうと必死に手を動かすが動どう揺ようは激しくなるばかりだ。


「エンハス……や、だ……エンハス!!」


　少しでも早く救い出さなければ、取り返しがつかなくなる。


　嫌な予感と焦しよう燥そうに駆られながら、腕を這はい登ろうとする泥をふり払はらう。


　そのとき、ふいに背後に荒い息を聞き、イルアラは砂浜を転がるようにして飛びのいた。


　とっさに落ちたままの剣に手を伸ばす。


　身を起こし、折れた剣を構えると同時に硬かたい衝撃があり、砂浜に倒れ込む。


「……そんな……」


　新しい獲え物ものを見つけた死人喰ラムイツトたちが、イルアラを囲むように近づいてくる。不ふ揃ぞろいの牙を剝むき、再び飛びかかってきた獣の攻こう撃げきをなんとか剣で受け流す。


　スラトに手ほどきを受けた剣の構えは、思いのほか打撃を的確に逃のがせるものだった。


　しかし、相手が複数のうえ、こちらにあるのは刃の折れた剣だけだ。


　さらにこうしている間にも、エンハスが疫闇に侵されていくのだと思うと気が気ではない。


　真っ赤な口こう蓋がいが目前に迫り、イルアラの手から剣が弾き飛ばされると、その腕は深く牙に捕とらえられた。痺しびれるような熱さと痛みに息が詰つまる。


　よろめき踏ふみしめた左足が、泥土にからめとられたエンハスに触ふれた。


　──これ以上は、近づけない。絶対に……！


　恐きよう怖ふはなかった。身の内に沸わき上がるのは、絶大な怒いかりと意志だ。


　イルアラは獣の顎に手をかけ、歯を食いしばると腕を無理に引き抜ぬこうとした。しかし、周囲の死人喰が唸うなりをあげ、まとめて地を蹴り飛びかかる。


　空を仰あおぎ、重なる黒い影を目にして、ただひとつの名前だけが頭に浮うかぶ。





　──エンハス…………





　次の瞬間、濡れた音が響ひびくと、イルアラの頭上にあたたかい血の塊が降り注いだ。


　宙に突つき出す格好になった右腕を見ると、そこに獣の頭はない。はぜた傷口をさらした巨体が砂すな浜はまに横だおしになる。他ほかの死人喰たちもすでに原形をとどめていなかった。


「ぇ……な、に……痛っ」


　両の手のひらに刺さすような痛みがある。イルアラはいぶかしみながら、そっと手をひらいた。手のひらに彫り込まれた、太陽花を象かたどる文様フスから血が滲にじみ、赤い花のように見える。


　──どうして、手のひらに怪け我がなんてしてないのに……


　文様から流れ出す血はみるみるあふれ、返り血と混じり腕を伝い落ちていく。


　浜辺にずっと聞こえていた荒い波の音がふいに途と絶だえた。


　暗い海うな原ばら。波は変わらず寄せているのに、まるで音が聞こえない。


　奇き妙みように静かな世界に、かすかな音が近づいてくる。


　すこしずつ大きくなるその音は、虫の羽音に似た耳みみ障ざわりな音で言葉をつむいだ。


（　──憎いか？　虚うろの娘むすめよ。狂った獣が憎いか……足りぬ自身が悔くやしいか　）


「……なに、なんの……」


　耳の内側に直接落とされるような声は、以前に関かかわった火山の女め神がみライマとも違ちがう、どこか遠く不安定な響きだ。


（　──憫あわれな娘、力を使わそう。贈おくられし力を望みのままに振ふるえ……お前の虚を満たすが良い　）


　迷いはなかった。エンハスを助けられるなら、今は何にでもすがりたい。


　イルアラは落とした剣けんを再び握にぎった。腕うでを伝う赤い雫しずくが、柄つかをこぼれ折れた刃はを濡ぬらす。


　剣をひと振りし血を払う。すると、赤い飛ひ沫まつが蜂はちのように攻撃的な羽音を響かせ、黒い霧きりとなり飛散した。


　不規則な線を描えがいて宙を舞まったそれは、剣にまとわりつくとゆらぐ影かげのような切っ先を作り出す。不気味なうなりをあげる黒い剣に、イルアラは満足げに笑えんだ。


　琥こ珀はくの瞳は光を増し、金の炎ほのおのように揺らめき立つ。


　影の生み出した切っ先を構え砂浜を駆ける。いまや負ったはずの嚙かみ傷は、麻ま痺ひしたように鈍にぶく痺れ、ただ狂きよう騒そう的な衝しよう動どうが突きあげていた。


　同じく砂を蹴った、死人喰ラムイツトの四肢ひとつひとつの動きがひどくゆったりと目に映った。


　ためらうことなく、剣をまっすぐに突き出す。


　ぬるりと熱い感触がして、右腕の肘ひじまでが死人喰の口の中へと吸い込まれた。黒い切っ先はその頭ず蓋がいを抜け、こもった鳴き声が低く漏れる。


　剣を抜きざまに、背後に迫ったもう一頭の喉のどを狙ねらう。だが、刃が届く前に獣の頭部は爆はぜ、砂につっぷした。


　血をまとうつどに、剣を形づくる影は濃のう密みつになっていく。


　身の内には、火山の女神の力を借りたときとは全く違う、たぎるような高こう揚よう感かんがあった。


　耳の奥に、ささやきかけた声に似た、震ふるえ濁った音が鳴りつづけている。


　突き上げる高揚感に、知らず笑みが浮かぶ。


　すると、警告のように手のひらの痛みが増し、血が流れるのがわかった。


　イルアラは血にぬるつく手で、かまわず柄を握りしめる。


「…………ッ！」


　上体を低くし、下から上へと横よこ薙なぎに大きく剣を振りぬいた。


　牙を剝き跳とびかかった数頭が、頭部や半身を切断され湿しめった音を立てた。


　砂浜に散らばった死人喰の残ざん骸がい。あまりにむごい光景は、凄せい惨さんすぎてどこか遠い。


　浜辺に動く影がないことに気づき、イルアラは剣を落とすと、エンハスへ駆かけ寄ろうとした。途端に、焦あせりと恐怖で膝ひざが震え、砂浜を這うようにして進む。


　うごめく黒い泥でい土どに手が触れると、白く煙けむりがあがり泥が干ひからびていく。


「エンハス……お願い。……間にあって」


　イルアラは憑つかれたようにエンハスの姿をかき出した。


　ようやく現れたその頰ほおに触れる。けれど虚うつろに開かれた瞳は赤く染まり、視線が定まらない。


「エンハス？　返事をして……お願いだから」


　自らも混こん濁だくする意識の中、イルアラは血に濡れた手でエンハスの頰を包み抱だきしめた。


　──許さない、エンハスには触れさせない。悪夢にも……疫闇ダハルにも、渡わたさない……！


　鳴りつづけていた鈍い羽音が頭の中いっぱいに響き渡り、その振しん動どうが激痛に変わる。


　血が沸ふつ騰とうするような熱さに押しつぶされそうになり、イルアラは空に吼ほえた。





　赤い……


　漆黒の視界に、赤い点がちらついて見える。


　エンハスはぶれるように数を増した赤い瞳ひとみに、自らが囲まれたのを知った。


　狂きよう気きと憎にくしみだけを宿す、濁にごった視線。


　足元の泥土がどろりと反転すると、赤い瞳孔を持つ大きな瞳が現れた。


　血走った白目を持つ眼球はキロキロと動き、ささやきを連れてくる。


『……裏切りだ』


　冷たい手に、腹の底から臓ぞう腑ふを引かれるような気持ち悪さに耐たえがたくなる。


　エンハスは胸の奥深く、骨の内のさらに奥に嫌いやな痛みを覚えた。刺すようなそれは、忘れたはずの小さな棘とげだ。


『……されし者に死を……それがお前の役目だ……』


　痛みは鋭するどい針となり、激痛に一いつ拍ぱく呼吸が止まる。ささやきはざわめきに変わった。


『疫闇ダハルに侵おかされし者は滅めつせよ。救いはない……救えない……救わない……』


『手た向むける慈じ悲ひは……死を……消滅を……死だ、殺せ、滅せ……』


『殺せ……殺してきたように。殺されろ……お前がそうしてきたように』


　あふれる濁った声は、頭の芯しんをかき乱し幾いく重えにも断罪の言葉を紡つむいだ。


　──……この痛み。俺は……疫闇に。


　ツキリと刺す冷たい痛みが、手足の先からも広がっていく。瞬またたく間に全身の体温を奪うばわれ、指の先すら動かすことができない。


『あぁ、ようやくお前の番だ』


『逃にげたんだからなぁ。あれだけ同どう胞ほうを屠ほふっておいて、ラロヘンガから逃げだした』


『眷けん属ぞくの血が聞いてあきれる……まったく生き汚ぎたないガキだ……』


　赤い瞳どう孔こう。嘲あざ笑わらい、重なる声。増していく痛みに、意識を蝕むしばまれていく。


　罵ば倒とうする声が、誰だれのものであるかわからないようにとだけひたすら願った。


　──そうだ、俺は裏切った。あのとき決めたはずなのに、疫闇を屠りつづけると……殺されるまで殺しつづけると……


　忘れたはずだと思っていた、沈しずめたはずの記き憶おくが噴ふき出してくる。


　厭いとわれた自分、殲せん滅めつのために戦地に送られては同胞の血にまみれてきた。


　ためらいはなかった、ためらえばこんな風に……


　──そう、闇やみに捕つかまる……


　凍こごえる冷たさが、背中から全身を覆おおっていく。


　意識が暗闇に落ちかけた刹せつ那な──自分を捕らえる暗闇がふいに呑のみ込まれる。


　強大で圧あつ倒とう的なそれは、疫闇ダハルをも凌りよう駕がする原始的な荒あらぶる奔ほん流りゆうだった。


　天地もわからずきりもみにされる中、ふいに頰にあたたかなものが触れた。


　その一点を中心に、麻痺した体に熱が灯ともる。


　──あぁ、知ってる。懐なつかしい……これは…………暗い海で見た、光だ。


「イ……ルアラ？」


　目の前で揺ゆれた光は、金の髪かみだった。誰よりも会いたかった少女の顔がそこにある。


「エンハス？　良かった……お願い目を見せて」


　頰に触ふれるイルアラの手のひらが、出会った頃ころと同じに血で濡れているのにエンハスは驚おどろく。


　さらに自分の目をのぞき込み、安あん堵どの息をもらしたイルアラの瞳に違い和わ感かんを感じた。


　琥珀の瞳は、いつにも増して金の輝かがやきを強め、光を燈ともして見える。


　身を起こして、イルアラの怪我の酷ひどさに驚いた。衣い装しようは裂さけ、髪や体のそこらじゅうが血で濡れ、右みぎ腕うでには大きな嚙み傷があった。


「イルアラ、怪我を……」


「平気、ほとんど返り血だもの。折れた剣でも思ったより役に立ったし」


　だが、そう答える声や表情は、どこか嬉き々きとした興奮をにじませても見える。血まみれの体とその表情は、妙みようにエンハスを不安にさせた。


　辺りを見回せば、かなりの数の死人喰の骸むくろが、そこらじゅうに散らばっている。


　浜辺には、溶よう解かいしていた黒い泥土が交じり合い、いびつに繫つながりつつあった。


　それは渦うずをまくように盛り上がると、放射状に膨ぼう張ちようを始め、見上げる巨きよ軀くを生み出そうとしていた。不規則に泥土が表面に瘤こぶを作り、ぐずぐずと嫌な音と臭においをふりまく。


　触れれば、それだけで毒や病やまいを運ぶようにも見える醜しゆう怪かいな巨人だ。


「……エンハスには、触れさせない……」


　ふらりと立ち上がったイルアラが、剣の柄に触れると欠けた刃は先さきが黒い影を帯びる。


　突とつ然ぜん変へん貌ぼうを遂とげた剣と、夢でも見ているようなイルアラの視線の遠さに、エンハスは手を伸のばした。


「待て、イルアラ？　こっちを見るんだ」


　腕をつかんで引き止めると、振ふり返ったその瞳は明らかに変化していた。瞳孔が縮み、内側から発せられる光に、琥珀が溶とけたように黄金の輝きを放っている。


　その瞳に魅み入いられていたエンハスは、イルアラの手にした黒い剣から聞こえた耳障りな音に我に返った。黒い影が揺れるたび、どこか異様な力が辺りに満ちていくのを感じる。


「剣から……手を離はなすんだ」


　抗あらがうように手を振り払はらおうとするイルアラを、エンハスは背後から両りよう腕うでごと抱きすくめた。突然衝しよう動どうのやり場を奪われたせいか、イルアラが苦しげに身をよじる。


　エンハスはさらにその身を押さえつけ、耳元で落ち着かせるように繰くり返した。


「俺はもう大だい丈じよう夫ぶだから。いいか、剣けんを離して……そうゆっくりでいい」


　抱きしめた肩かたの力が抜ぬけるのを待って、イルアラの手をとると指を一本ずつ開かせていく。


　柄つかを握りしめる血まみれの手は、見ているほうが痛々しい。


　ようやく手から剣が離れると、黒い霧は消え、剣も元の折れた姿を取り戻もどした。


　同じように、イルアラの瞳からも強い光は消え、琥こ珀はく色にやわらいでいくのがわかる。


　その間にも、泥土の巨人と化した夜闇の行進者たちは、砂すな浜はまに黒く跡あとを引きながら迫せまっていた。エンハスは、抱きしめたイルアラの耳元にささやく。


「イルアラ、頼たのみがある。俺の背を支えていてくれないか」


　その声に、イルアラは一いつ瞬しゆん不思議そうな顔をしたが、エンハスを視界に認めると、嬉うれしそうにうなずいた。ふらつく背を支えられ、エンハスは剣を握にぎった。


　大きく息を吸い込み、その折れた刃先を砂浜に突つき立てる。


　剣の柄には、イルアラに咎とがめられ剣へと象ぞう嵌がんしなおした、大きなトパーズがあった。


　かつて炎ほのおの神の加護を受けたこの石を媒ばい介かいにすれば、水の眷属に威い力りよくのある、炎の力を借り受けることができるはずだ。


　背に触れるあたたかな手の温度。首を傾かたむけると、イルアラの琥珀の瞳があった。


　それは、幾いく度ども自分を暗闇から引き上げてくれたまぶしい光。


　エンハスは大きく息を吸い込み顔をあげると、一言一句、紡ぎ上げるように雨空に声を放った。


「風の大神ワイバラニーに連なりし　雷いかずちの主が告げる！


　天空を疾しつ駆くせし閃せん光こう　雷らい光こう　あまねく全すべての光よ


　火花を放ち　炎の大神アリフアーンへ讃さん美びを　わが手に浄じよう化かの業ごう火かを打ち降ろせ!!」


　捧ささげられる詠えい唱しようと共に、天空に走った光が、一条の白い炎となって剣をつつんだ。


　聖なる炎に照らされ、夜闇の行進者を象かたどっている泥でい土どが蒸気をあげ干ひからびる。


　エンハスが柄を握り剣を引き抜くと、刀身が輝く白い炎を吹ふき上げた。


　その刃を思い切り水平に薙なぐと、宙を駆かける白炎の描えがく軌き跡せきが雷を生み、巨きよ大だいな泥土の中央を貫つらぬいた。泥どろの中でこもったような爆ばく雷らいの音が響ひびく。


　乾かわきつつあった泥の巨人は、見る間に芯まで蒸発すると、ひび割れていった。


　濡ぬれた砂浜に、鈍にぶい音を立てその黒い頭が落ちると、端はしから欠片かけらに崩くずれ散乱する。


　見届けた途と端たん、急激に体が重さを増しエンハスは重心を崩した。


「エンハス大丈夫!?」


　背に手を添そえていたイルアラを巻き込んで、二人は砂浜に倒たおれた。


　だが砂を蹴ける気配と共に、せまる唸うなり声にイルアラが身を起こす。


「噓うそ……まだ、いたの」


　イルアラの剣を逃のがれた死人喰ラムイツトが、躍おどり上がるように飛びかかった。


　突き立てられたままの剣の柄へとイルアラは手を伸ばしたが、エンハスはその背に覆いかぶさると砂浜に伏ふせた。


　倒れた二人の頭上を、竜たつ巻まきのような突とつ風ぷうが襲おそった。根こそぎ千切られた樹木が宙を舞まう。


　激しい乱気流は轟ごう音おんを立て、木の幹ごと死人喰を巻き込むと、粉ふん砕さいしながら海面を走った。


　そろそろと身を起こして、イルアラが叫さけぶ。


「ヴァラカン！」


　宮きゆう殿でんの見える方向に、鳥の王ヴァラカンが立っている。


　挨あい拶さつでもするように、上げられた腕うでをさりげなく下ろしたところをみると、片手で風を起こしただけらしい。


　その桁けた違ちがいの威力に、改めて彼が翼つばさあるものの王なのだと意識させられる。


「エンハス、面おもてをあげて見せろ……」


　いつもどおりの倣ごう岸がんな態度ではあったが、金色の瞳ひとみは鋭するどく声は殺気をはらんでいる。


　その言葉の意味に気づいたエンハスは、自ら前まえ髪がみをかき上げヴァラカンを睨にらんだ。


「……どうやら、生き延びたようだな。俺も子殺しは免まぬかれたらしい」


　その言葉に、はじかれたようにイルアラが立ち上がる。


「ヴァラカン!?　まさか……エンハスを殺すつもりだったの？」


「そいつの目が赤ければ、殺すしかないだろうな。『疫闇ダハルに染まりし者には死を』それが我々の決まりだ」


「貴方あなたがどういう性格かなんて……知ってたけど、やっぱり最低ね」


　エンハスを背にかばうイルアラに、ヴァラカンは鼻じろんだように眉まゆをあげたが、相手にしていられないとばかりに冷たく言い放つ。


「エンハス、疫闇ダハルにつけ込まれるならそれはお前の落ち度だ。人界にいるせいにしろ、腑ふ抜ぬけるのも大たい概がいにしろ。俺はそこの娘むすめに嚙かみつかれるのはごめんだからな」


　ヴァラカンは手にしていた布を広げると、倒れている獣けものをくるんで担かつぎ上げた。


「それは……」


　言いかけたイルアラに、ヴァラカンがめんどくさそうに答える。


「わかっている、客人の王子だろう。最近死者の国スフアルゲの門がゆるいとは報告を受けていた。あんまり死人臭くさいからきてみればこれだ。まぁ、うまく始末をつけないと、王子がこれではファラーサも外交問題どころじゃすまないだろうからな。あぁ、お前らはそれだけ元気なら、自力で戻ってこい」


　面めん倒どうごとばかりだと愚ぐ痴ちを言うヴァラカンは、獣化した王子を担いで王宮へと戻って行く。


「何あれ、ほんっと感じ悪い！　結局父さま優先なだけじゃない」


　豪雨スコールもあがった砂浜に、イルアラの怒いかり狂くるう声が響き渡わたった。














12　わがままをひとつだけ




　エンハスは、左ひだり肩かたにイルアラを担ぎ上げるようにして、直接離れにある部屋へと運んだ。


　イルアラの出血は思ったよりひどく、王宮へつづく裏門をくぐったところで貧ひん血けつを起こしたのだ。全身返り血まみれのうえ、自らも怪け我がを負い意識のないイルアラに、侍じ女じよのナスリーナは青ざめた。


　だが悲鳴を飲み込むと、気を取り直したのか別室の侍女に、湯や応急処置の準備をさせ殿てん医いを呼びに走らせる。今回のことは、性質たちの悪い精霊チエリツドの仕し業わざだとだけエンハスは説明した。


　一いつ緒しよに手当てをと引き止められたが、あまり人に体を触ふれられるのは好まないため、エンハスは逃れるように部屋を離れた。


　自室へと引き上げ、血まみれの衣服を剝はぎ取って確かく認にんすると、幸い右肩の出血は止まりつつあった。人より早い回復に助けられ、水で傷口を洗うと綿布をあて寝しん台だいに横たわる。


　痛みと疲ひ労ろうで朦もう朧ろうとする中、どうしても納なつ得とくできないことがあった。


　牙きばに呪じゆを刻まれた、死人喰ラムイツトの存在。


　そこに疫闇ダハルにかかわる仕し掛かけがあったのは違ちがいない。


　人じん為い的なものを感じさせる牙の存在が、誰だれの手によるものか……しかもあの時、自分は疫闇に侵しん食しよくされたのだと確信した。


　そして、侵食されたはずの自分が、今ここにいることも本来ならば考えられない。


　──イルアラに救われたんだと思った。でも……あの疫闇を退しりぞけた圧あつ倒とう的な力。それにイルアラのようすも気になる……あれは……どこか……──


　物思いはとりとめがなくなり、気づけばいつの間にか眠ねむっていたらしい。


　すぐ側そばで聞こえた、小鳥のさえずりに意識を呼び覚まされた。


　見れば、窓辺に赤い羽根を持つずんぐりと丸い小鳥が止まっている。


　それはエンハスの姉であるメアンルナンの可愛かわいがっている精霊チエリツドだった。小さな頭に一本だけ差し込まれた、くるりと反り返った羽根は姉の翼と同じ色をしている。


『あらあら、お休みのところでしたのね。メアン様から通達なんだけど、いいのよ、眠っていただいて。お待ちする間眺ながめさせていただくわ。貴方ぐらいの黒くろ髪かみの青年って好みなの』


　小鳥は早口にまくしたて、鮮あざやかなオレンジ色のクチバシをけたたましく鳴らす。


　エンハスはうんざりと先を促うながした。


「眺めなくていいから、伝言だけ伝えてくれ」


　小鳥は不満そうに喉のどをピュルリと鳴らすと、声こわ音ねを変えた。


『──エンハス、久しぶりに会えて嬉しかったわ。死者の国スフアルゲの周辺に、おかしな動きが多いことも父上には報告済みよ。それとこないだの夜は、貴方の大事なお姫ひめ様に会いにいっちゃった。あんまり可愛らしいから、ちょっと意地悪しちゃったかも……』


　死者の門についての報告かと思いきや、こちらが本題だったのかという突とつ然ぜんの話題転てん換かんにエンハスは唸った。結局、イルアラが姉に会ったかどうかは確かめないままだった。


　ちょうどそのとき、扉とびらが叩たたかれるとイルアラ本人が部屋へと入ってきた。


　エンハスは大おお慌あわてで窓辺の小鳥を手で追う。『んまぁ！　なんって失礼なの、覚えてなさいよ！』甲かん高だかい非難の声を残して小鳥が飛び去る。


「エンハス、手当てをきちんとしてないんでしょ」


　そう告げるイルアラは、止血用の軟なん膏こうや綿布、包帯を持ってきてくれたようだったが、本人の両手と右みぎ腕うでにも包帯が巻かれているのが痛ましい。


　顔色もとても元通りとはいいがたく、金の髪かみはかすかに湿しめり気を帯びて見える。


「イルアラこそ、横になってないと……」


「少し横になって貧血も収まったわ。熱さましと化か膿のう止めの煎せんじ薬もいただいたし。右腕も骨は大だい丈じよう夫ぶみたい。あんまりひどい格好だって、髪を洗う侍女に泣かれちゃったけど。さ、次はエンハスよ。ちゃんと手当てさせないなら、テミファを呼ぶけど？」


　脅おどすイルアラはつとめて明るいようすだったが、その瞳にはありありと心配の色が浮うかんでいる。その笑え顔がおに救われた気持ちになり、エンハスは自分の失態を詫わびようと口をひらきかけた。


　だが、イルアラが傷口の綿布を換かえながら尋たずねる。


「ねぇ、疫闇ダハルって嚙みつかれたり、触れたところから入り込むものなの？　エンハス、まだどこか気分悪かったりする？」


「いや、本来は傷口から侵食するものじゃない。もう……大丈夫だと思う。純じゆん粋すいに怪我だけだから」


　きっかけは、死人喰ラムイツトの牙に彫ほられた呪だったかもしれない。


　だが、疫闇は確かに自分の中にあった不安を糧かてに広がったのだ。


　イルアラの側にいたいという願望から生まれる不安も、かつての同どう胞ほうへの後ろめたさも、昔から奥底にあった棘とげなのだろう。それでも、今はその痛みを否定する気はなかった。


「……エンハスがここへ来たばかりの頃ころ。心配だったの」


　イルアラはそういって、まだエンハスが人界に来たばかりの頃、悪夢にうなされていたことを語った。


「あんまり夢にうなされるから、最初はエンハスが、タリマレイにいるのが辛つらいんじゃないかって……家に帰りたいんじゃないかと思ってた」


「前にも言ったけど、そんなふうに思ったことは一度もない」


「うん。今日わかった……気がする。エンハスが見てたのは、ただの悪夢じゃなくて……ほんとにあったことだったのね」


　辛そうな声と共にやさしく髪に触れられ、その心地ここちよさにエンハスは目を閉じた。


　思い出す、自分を揺ゆり起こしてくれた手の感かん触しよく。


　ひどく怯おびえた顔のイルアラは、それでも何も言わなかった。聞かないでいてくれた。


「ここへ来た頃、あまりに何もかもが違ちがうから……どっちが夢なのかわからなくなることがあった。でも……」


　果てしない闇やみだと思える夢を彷徨さまよいながら、自分を呼ぶ声がいつも聞こえた。


　声に引かれるように目を開けば、そこは明るい日差しの下で、戦場ではない。心配そうに琥こ珀はくの瞳を揺らしながらも、笑顔を向けてくれる少女が側にいた。


　それだけで何もかも許されるような、ほっとした気持ちになった。


　イルアラはうつむくと小さな声で謝る。


「ごめんなさい、ラロヘンガがエンハスにとって、どういう場所なのかわかってなくて。ただあんなふうに、自分が必要だから戻もどって欲しいっていわれて、それが故郷のためだったら、帰りたくなるんじゃないかって……思ったの」


　その言葉に、エンハスは先ほど追い払はらった小鳥を思い出す。


「いや、イルアラが謝ることじゃない。それと俺に、『戻って欲しい』なんて誰にいわれた？」


　半ば答えを予測しつつエンハスは尋ねた。


「……夕暮れみたいな綺き麗れいな翼つばさをした女の人。エンハスの力が必要だっていってた」


「あぁ、その人は俺の姉なんだ。母親が違うからあまり似てないけど。ちょっと……どころじゃなく好こう奇き心の強い人だから、イルアラに会いたかっただけだと思う。いってたことは気にしなくていいから」


「エンハスって、お姉さんが……いたんだ」


　イルアラは驚おどろいた顔でそれだけつぶやくと、すとんと寝台に腰こしをおろした。


「ヴァラカンも、今はまだ俺をラロヘンガへ戻そうとは考えていないと思う。本当に連れ戻す必要があれば、あの人は問答無用だから……」


「だからって、あれは許せないわよ！」


　疫闇ダハルに侵おかされていれば、なんの躊ちゆう躇ちよもなくエンハスに力を向けかねなかった、ヴァラカンの非情な態度がイルアラは気に入らないらしい。


「そういえば、イルアラの傷は？　手のひらにも怪我したのか？」


　エンハスはイルアラの手をとった。両手に巻かれた包帯は、まるで出会った頃のようだ。


　見つめる琥珀の瞳ひとみには、気になった妙みような光やその跡あとは認められない。


「それが……変なの。怪我じゃなくて、文様フスそのものから出血したみたいで……」


「あのとき、疫闇に侵食されかけたわけじゃないのか？」


「違う……と思う。前にほら、火山の女神ライマに体を貸したことがあったでしょう。あのときみたいに声が聞こえたの。途と中ちゆうがちょっとあやふやなんだけど、文様フスが反応してたみたいだし『贈おくられた力』がどうとかいってたから、これを彫ってくれたラロヘンガの賢けん者じやが関係してるのかも？」


　その答えに、エンハスもしばらく考え込む。


　だが、賢者ローリッジとは面識もなく、この文様にそうした力がこめられていたのかどうかはわからない。


「平気だって。少し恐こわい感じはあったけど気分が悪かったわけじゃないし、今も特におかしなことはないもの。また折を見て父さまにも聞いてみるわ。エンハスこそ、もう本当に大丈夫なの？」


　不安そうに目をのぞき込むイルアラに答えようとして、エンハスは少しだけ戸と惑まどった。


　疫闇ダハルにつけ込まれそうになった『裏切り者』のささやき。


　ラロヘンガで同胞を殺したあと、残された自分にできる事は疫闇を殲せん滅めつしつづけるということだった。それが、命を奪うばった同胞への手た向むけになるのだと信じていた。


　タリマレイここにいることを選んだ自分を、後ろめたく思うことがあるのも噓うそではない。


　そんな自分を知られるのは少し恐こわかったが、イルアラには知っていて欲しかった。


　だが怪け我がをした手に触れるわけにもいかず、エンハスは口を開く。


「ラロヘンガで戦っていたのは、疫闇でもあるけど同胞でもあった。ヴァラカンのいうように、ラロヘンガの者が疫闇に侵しん食しよくされたときには、その存在を終わらせてやるしかない。相手が家族でも友人でも……それをまっとうすることが俺の務めだった。だから今の俺は、ラロヘンガでの役目を放ほう棄きしたも同然だし、逃にげたと思われても、卑ひ怯きよう者だといわれても仕方がない。ただそれでも──俺はここにいたい」


　決意のこもった口調に、イルアラが息を細く吐はくのがわかった。


「エンハスは、強いのね」


「どうかな。弱くなったような気もするけど……」


　ラロヘンガでは、疫闇との戦いを重ねるほどに心は麻ま痺ひしていった。


　目の前にいるのは殺す相手であり、後ろにあるのはただ死だけだ。


　すり減るような日々の中では、恐おそろしく薄うすっぺらな観念だけが頼たよりだった。


　そう思わなければ、迷いは傷になり疫闇ダハルに侵食される。


　だが、今はイルアラと過ごした時間が長くなるほどに、自分の心がやわらかくなっていくのがわかる。それは不安定でもろく、ゆるやかにほどけていくようにも感じられた。


「でも……なれると思う。今度こそ、ほんとうに」


　こうして背中に守るものがあることを、自分がどれほど幸せに思っているか、イルアラに伝えたいと思った。自分の身も惜おしくないほどの想おもいと、それを失う恐さに怯えることは、泣き出したくなるほど幸せな気持ちだった。


「私も……強くなりたいわ。考えたことがたくさんあるの」


　同じように、守りたいものがあるのだと伝えるイルアラの言葉が、何を指して言われたものかは聞かずともわかる気がした。


　この美しい国に生まれた王女は、何をおいても故郷のために立ち向かうのだろう。


　足りない己おのれを知るからこそ、気持ちの強さはいっそうだ。


　それは、いつも少しだけエンハスを不安にさせる。


　自分が伝えた決意は変わらないが、これだけはきちんと聞いておきたいと、エンハスは改まってイルアラに向かい合った。


「イルアラ、正直にいって欲しい。俺はまだ、側そばにいてもいいのか？」


　イルアラの琥珀の瞳が、小さなあかりを灯ともしたように揺れる。


　少し迷うような気配のあと、その目はまっすぐにエンハスを見た。


「側に……いて欲しいわ。ラロヘンガには帰らないで欲しい」


　まるで、そう答えることがとんでもないわがままだとでも言うように、イルアラの声はしぼんだ。それでも、小さな声は本心からのものだとわかる。


　エンハスは、ふぅっと息を吐くと覚かく悟ごを決めた。


「俺は、ここにいる。あの王子が、イルアラの夫になるんだとしても……」


　──我が慢まんできるかどうかは別として……とエンハスは内心つけくわえることを忘れない。


　だが、イルアラは不思議そうな顔で見つめ返すと、小さく口を開けた。


「ぁ……そっか。私、スラト王子に見合いの話を断らないといけないのよ」


「はぁ!?」


　まさに今思い出したようすのイルアラに、エンハスは啞あ然ぜんとする。


「見合い……断るのか？」


「ようは断った後に問題がなければいいのよ。方法がわかれば、人事院の思うようにはさせないわ。それに、表おもて沙ざ汰たにはしないでしょうけどこんな状じよう況きようだもの、さすがにスラト王子もこれ以上話を進めようとはしないはずよ」


　イルアラの言葉からは、見合いが文字通り国家間の取り決めであり、その背景には人事院の思おも惑わく──国同士の結びつきや、世よ継つぎ問題──が密接にからんだものだとよくわかる。


　今回のことは、見合い相手のスラトがその本人だとわかる前に、イルアラと親しくなっていたせいで、エンハスは自分がまったく冷静でなかったと気がついた。


　──結局、イルアラにとっちゃ、あくまで外交上での見合いだったってわけか……


　自分の苦く悩のうはなんだったんだと、エンハスは安あん堵どとともに疲ひ労ろう感かんに襲おそわれた。


　だが、いま確かにイルアラは自分に側にいて欲しいと言ったのだ。


　それだけは偽いつわることのない、イルアラ自身の本音だと思えた。


「良かった、政略結けつ婚こんなんてろくなことないからな」


　どこかうんざりした口調に、イルアラは問いかけるように首をかしげた。


「ヴァラカンだよ。俺の父も母もいわゆる政略婚だからな。見ていてあまり楽しそうじゃない。ジンシーも……」


　その犠ぎ牲せい者しやだと言おうとして、今回疫闇ダハルが仕込まれた短剣クフアンジヤルの裏にあるだろう、兄の顔が浮うかんだ。憎にくしみと蔑さげすみばかりが宿る、冷たい面おも差ざし。


「ジンシーが俺やヴァラカンを憎むのは、その政略結婚が原因でもあるんだ」


　エンハスは以前聞かされた、ジンシーの母親がヴァラカンに見み初そめられ子を宿したことを話した。そして、時期を同じくして、風の大神ワイバラニーから持ち込まれた政略結婚によって、ヴァラカンがしばらく監かん禁きん状態で過ごした結果、ジンシーの母親が命を落としたことも告げる。


「もちろん、だからといってジンシーのしていることが許されるわけじゃない。今回のことも、たぶん奴やつが関係してるんだろう」


「そうね……スラト王子の短剣は、出どころを辿たどればジンシーが絡からんでいる気がする。宝石を王室へ持ち込む商人となれば限られてくるし、疫闇も関係しているならなおさらだもの」


「とりあえず、見合いの件だけでも片がつきそうでよかったな」


　その言葉に、イルアラは深刻な表情をさらに険しくした。


「そのことだけど……実は今回の見合いでわかったことがあるの……」


「え、何が？」


　ぐっと息を吸い込んだようすに、エンハスも緊きん張ちようする。


「マティアが…………今回の見合いを、本気で組んでなかったってことよ!!」


「イ、イルアラ!?」


　思い出したかのように、怒いかりを爆ばく発はつさせたイルアラにエンハスはあっけにとられた。


「私、昨夜からずっとルリガダ国のこと調べてたの。見合いを断っても、今後いい形で関かかわれるような提案をまとめて、マティアに提出したかったのよ。で、朝一番に訪ねていったらマティアったら『おぉ、こちらの課題もお待ちしておりました。じっくり拝見いたします』って……あれは、絶対最初からそうなるって思ってた顔よ！」


　握にぎりこぶしで悔くやしがるイルアラに、エンハスは思わず笑いをこらえた。


　老練な教師である彼の、すました口ぶりは想像がつく。


「『王女の後ろ盾だてになる婿むこ養よう子し』と『国交考案のための実じつ践せん課題』。結局どっちに転んでも良かったって思ってるに違ちがいないわ」


　イルアラとは付き合いの長いマティアのことだ。この王女が、簡単に見合い話に納なつ得とくするとは、最初から思っていなかったに違いない。


「それでも、マティアは嬉うれしかったんじゃないか？　きっとイルアラが課題提出するほうを待ってたと思うけど」


「……そうかしら？　だからあんなに嫌いや味みに見合いを煽あおったりしたの？……いやいや、でもあれは単に性格よ」


　ブツブツつぶやきつつも、イルアラはその言葉に気を良くしたのか、嬉しそうに話し出す。


「せっかくだから、詳くわしく提案書をまとめることにしたわ。次の議会まで時間はあるし、今はバラーバルと繫つなぎもできてるから、港の提てい携けい条約や使用状況の見直しだってできそうだわ。ルリガダ国とだって、開港や航路のことをエルダル王が考えていらっしゃるなら、別の形でも話はできると思ってるの」


　嬉しそうに、今後の目標について語りだすイルアラにエンハスは笑えみを浮かべた。


　イルアラが王家の姫ひめとして、嫁とついでいく身であればまた違ったのかもしれない。


　だが、目の前にいる王女は未来の女王なのだ。


　誰だれより国を愛し、だからこそ責を負いたいと思っている。


　まだまだイルアラにとっては、叶かなえるべき希望も野望も多そうだと、エンハスはその声に耳を傾かたむけた。





　翌日、イルアラはスラト王子を見み舞まおうとしたが、その部屋は厳重に人ひと払ばらいがなされていた。


　実際、変わり果てた王子の姿を、ルリガダ国の従者に見せるわけにはいかなかったのだろう。


　治ち療りよう自体も、ファラーサの立会いのもとヴァラカンが行い、誰も部屋に近づけないようになっているらしい。


　それから何度か部屋を訪ね、エンハスも同行した二日目の夕刻にようやく扉とびらは開けられた。


　現れた父の疲つかれたようすにイルアラは驚おどろく。


　あきらかに眠ねむっていないのだろうとわかる、憔しよう悴すいしたようすだった。


　ファラーサは、ひそめた声こわ音ねで二人を中へと促うながした。


「祓はらいの儀ぎ式しきはじき終わる。とても集中のいる儀式だから、二人とも後ろの寝ね椅い子すにさがっていなさい。静かにね」


　二人は寝しん台だいから少し距きよ離りを置いた場所で、疫闇ダハルを祓う儀式を眺ながめた。


　広い部屋の中ほどに置かれた寝台に、スラトが仰あお向むけに横たわっている。


　その姿は、ほぼ元通りのスラトに見えた。ゆがんだ骨格や、全身を覆おおっていた獣じゆう毛もうも今は見当たらない。寝台の周囲にはティリーフの葉が敷しかれ、取り囲むように灯されたろうそくの炎ほのおを中心へと揺ゆらす風に、小さな火花が光って見えた。


　多くの精霊チエリツドたちがあたりを取り囲む濃のう密みつな気配は、イルアラの文様フスを使わなくとも感じるほどだ。


　ヴァラカンは足元の葉を素す足あしで踏ふみ、右手を上に左手をスラトの体にかざし、耳慣れない韻いんの言葉をつむぎながら、寝台の周囲をゆっくりと歩む。


　低く厳おごそかに響ひびく声にからめとられ、スラトの体から暗いもやが立ちのぼった。


　それはかざされたヴァラカンの左手にからみつき、黒いアザとなり腕うでを這はい上がると、伸のばされた右手から宙に消えていく。


　祓いを行うヴァラカンの金色の虹こう彩さいは、半神としての威い厳げんに満ち、いつも以上に人との隔へだたりを感じさせていた。


　ふいに部屋の空気がざわりと揺れる。


　ヴァラカンの唱和に重なるように風が鳴り、火花がひときわ大きくはぜるとパタリとやむ。


　あたりは静せい寂じやくに包まれた。


「ありがとうございます、本当に助かりました」


　ファラーサが近づいて丁てい寧ねいに礼を取る。


　ヴァラカンは額に薄うすく汗あせをにじませ、浅い呼吸をくり返していた。普ふ段だんの尊大な態度からは考えられない、ふらついた足取りで寝椅子に倒たおれ込むと額を覆う。


「もう二度とやらんぞ。疫闇ダハルなんてついた本体ごと消し飛ばすのが一番早いんだ……分ぶん離りできたのはこいつが人で、運が良かっただけだからな」


「ほんとうに、ご無理をお願いしました」


　再び頭をさげたファラーサに、ヴァラカンが立ち上がる。


「いいから、お前が座れ。顔色が最悪だ、強ごう情じように儀式につき合うからこういうことになる」


　文句を言うヴァラカンは、ファラーサとルリガダ国への対応について話し合いを始めた。


　それを横目に、エンハスはイルアラを肘ひじでつつくと、スラトの横たわる寝台を視線で示す。


「なぁ……アレって、時間がたてば治るのか？」


「ぅ、どうなのかしら。でもアレは……治らないとかなり問題あるわよ」


　イルアラも視線をそそいだスラトの体には、確かに異変の名残なごりがあった。


　頭頂部から、左右に離はなれた位置に残る一いつ対ついの突とつ起きは、金の髪かみがハネてしまいまるで猫ねこの耳のように見える。


　しかも、体を覆っている布の腰こしあたりからのぞいているのは、どう見ても毛皮に覆われた斑はん紋もんの残る尻尾しつぽに見えた。


「このまんまじゃ、ほんとに猫トウーラになっちゃうわね」


　こそこそと話をしていると、エンハスがふいに思い切ったように頭をさげた。


「……こないだのことだけど、俺が悪かった」


「こないだ？」


「あいつとの謁えつ見けんのあとだ……ひどいこといったから、ずっと謝ろうと思ってた」


　言われて額の痛みまで思い出し、イルアラは思わず顔をしかめた。


「あれは、お互たがいさまね。私も痛かったけど、エンハスは口の中切ったりしなかった？　でも気に入らないからって、ああいうのは感心しないわ」


　力ずくで押さえつけられるのは不ふ愉ゆ快かいだと諭さとすと、エンハスもうなずいた。


「俺も反省した。やっぱり無理矢理するなんてよくないな。わかった……次はちゃんと了りよう解かいをとろう」


「……エンハス？　壁かべに押さえつけられるのなんて、いつ聞かれても了解しないわよ？」


　怪け訝げんそうな顔のイルアラに、エンハスは笑顔のまま眉まゆをつりあげた。


「イルアラ、俺が無理矢理なにしようとしたか知ってるか？　キスだ」


「……キ!?」


　思わず大声を出してしまい、慌あわててエンハスの手で口をふさがれる。


　側そばにいたファラーサとヴァラカンが何事かと振ふり返った。


「な、なんでもないでーす」


　苦笑いを浮うかべつつ、手を振って見せた二人は声を潜ひそめた。


「大声だすなよ。俺が王宮を追い出されるだろ……」


　穏おだやかで人当たりのいい国王を、怒おこらせるとどれほど恐おそろしいかは、父親のヴァラカンを見ていればわかるのだろう。エンハスの顔は青ざめている。


「だって……何で……」


「あのなぁ、俺がイルアラ相手に取っ組み合って、ケンカするとでも思ったのか？」


　あきれたような黒い瞳ひとみに見つめられ、イルアラはよくわからない気き恥はずかしさに襲おそわれた。視線を合わせないようにしながら、エンハスに文句を言う。


「どうせ、スラト王子に『護衛はいらない』とか言われて、取られちゃうような気がしたんでしょ。でも、そういう焼きもちは子供っぽいと思うけど……」


　わかったように諭すイルアラに、エンハスは疑うように目を眇すがめる。


「イルアラ……その焼きもちって意味が、ほんとーに、ちゃんとわかってるのか？」


「え……だから、前から私がスラト王子に稽けい古こつけてもらったりしてたから、寂さびしかったんでしょう？」


　そう告げるイルアラの声音に、男女の含ふくみはまるで感じられない。


「俺は友達を取り合う子供か!?　悪ガキの嫌いやがらせと同レベル……？　それは、ちょっと、あんまり……」


　エンハスは力なくつぶやいて頭を抱かかえた。


　だが思い出したように、イルアラの手を取り尋たずねる。


「俺に、側にいて欲しいっていったよな？」


　これ以上脱だつ線せんしてなるものかと、エンハスの顔が近づく。


　間近に迫せまった黒い瞳は、思いのほか長いまつ毛に縁ふち取どられて艶つやがある。イルアラは先ほど聞かされた言葉のせいで唇くちびるを凝ぎよう視ししそうになり、慌てて視線をそらした。


「それは、どういう気持ちで……」


　耳のすぐ側でささやかれ、心臓が跳はね上がる。


　そのまま勢いよく左手を前に突つき出すと、スパン！　といい音を立ててエンハスの口元を手のひらで覆った。


「そ……それとこれは……」


　しどろもどろになると、エンハスに上目遣づかいに睨にらまれる。


　だが、その目元が企たくらむように笑みに細められたかと思うと、触ふれている唇が、手のひらに小さく口づけるのがわかった。


　包帯越ごしのわずかな感かん触しよくだったが、イルアラは火に触れたように手を離すと、慌てて己おのれの胸むな元もとに抱だき込む。


「関係ないでしょ！　エンハスの馬ば鹿か！」


　イルアラの左拳こぶしが、風を切り振り上げられたかと思うと、見事にエンハスの顎あごを突き上げた。


　逃にげるように部屋を飛び出していくイルアラと、寝椅子から転がり落ちているエンハスを、再びヴァラカンとファラーサが怪訝そうに振り返る。


「なんでも……ありません。すみません」


　怪け我がをしている拳での無茶に呆あきれつつ、その右みぎ腕うでが使えなかったことに感謝する。


　痛む顎をさすりつつ、エンハスはすごすごと退室すると首をかしげた。


「……それとこれは別……なのか？　あれ??」














終　章




　スラト王子の治ち療りようと静養は、さらに七日ほどの時間を要した。


「旅の不幸な事故と環かん境きようの変化が重なって、王子は体調を崩くずされた」と、随ずい従じゆうたちには報告された。


　さらに、風土病の恐れもあるとごまかし、何とか周囲の目を避さけた療養生活を送らせ、その間にファラーサやヴァラカンは、王子本人から詳くわしい事情を聞きだしていた。


　疫闇ダハルの元げん凶きようともなった短剣クフアンジヤルについては、本人も心当たりがあるらしく、国へ帰り次し第だい周辺を洗っていくことを約束した。


　スラトの体のあちこちに残っていた、愉快なでっぱりも無事に消えた頃ころ、ルリガダ国の一行は帰りの出港準備を急いでいた。


　ルリガダ国への旅船は大型のため、港の設備が整ったアンサラ島に係留されている。


　旅立つ一行は、小船ドーニで旅船へと乗り継つぐため、王宮のあるエリフシ島の桟さん橋ばしから帰き路ろにつくことになっていた。


　荷に役えきが行きかう騒そう々ぞうしい中ではあったが、国王であるファラーサも見送りに出ていた。


　疫闇を遠ざけるため、手ずから作った文様フスが描えがかれた布や、燻いぶしたティリーフの葉をまとめたものをスラトに手て渡わたす。


「スラト様、どうぞこちらをお持ちいただきたい。ないよりはましだという物ですが」


　穏やかに語りかける国王の前で、スラトは長衣の裾すそを払はらい膝ひざをつくと改めて謝罪した。


「この度たびのことは、国王陛下にはご温情を賜たまわり感謝しております。謝罪も感謝もどれほど尽つくしても足りませぬが、いかようにも償つぐなわせていただきます」


「顔をおあげください。まだ貴方あなたには為なすべき事がおありです。どうか、今はそのことをお考えください」


　スラトは膝をついたまま、再びタリマレイ国王に深々と叩こう頭とうし礼を告げた。


　表おもて沙ざ汰たにはならなかったが、もちろん今回のことで見合いの件は白紙となった。


　だが、イルアラはスラトに伝えたいことがあり、ごった返している船着場でその姿を捜さがしていた。


「イルアラ姫ひめ」


　幸い目的の方からイルアラに近づいてくると、スラトは深く腰をおり丁てい寧ねいに頭を下げた。


　きびきびとした動作はいかにも武人らしい潔いさぎよさが感じられる。


「貴方には、大変なご迷めい惑わくをおかけしてしまった。心から申し訳なく思っている。ファラーサ国王陛下へも、口くち添ぞえをいただいたとお聞きしました。怪我の具合は？」


　本来なら、王女暗殺と疑われかねない状じよう況きようでもあったが、スラトが疫闇ダハルに侵しん食しよくされた姿を目まの当たりにしたファラーサは、すぐにイルアラの話を理解してくれた。


「見た目ほど深い傷じゃないの。治れば右腕も動かすのに支障はないっていわれたわ。それに、貴方自身に私を殺す意思があったなら、鍛たん錬れんのときにいくらでも機会はあったはずだもの。あと、教えてもらった剣けんのおかげでずいぶん助かったの。もう手合わせできないのは、ちょっと残念だわ」


　イルアラは、少しでもスラトを元気づけたかった。


　彼が本当に大変なのはこれからなのだ。疫闇のこめられた短剣クフアンジヤルを贈おくったのが、スラトの兄王であることは事実だ。


　そのエルダル国王も、スラトが尊敬を寄せるとおりの人物だとすれば、国王自身にも疫闇の影えい響きようが及およんでいる可能性は高い。


　イルアラの言葉に、稽古の時間を懐なつかしく思い出したのか、スラトの表情がわずかに和やわらぐ。


「そうだな、貴方はとても筋が良かった。身辺が片付けば、稽古をつけに参りましょうか？　許されるなら、再び貴方の気持ちを乞こうことも？」


　その申し出には、イルアラは笑って首を振った。


「稽古の話は嬉うれしいけど、婿むこ養よう子しの件は別に無理しなくていいわ。貴方だって乗り気な見合いじゃなかったんでしょう？　ルリガダ国とは、婚こん儀ぎという形をとらなくてもお互たがいにいい形で関かかわっていけると思ってるの」


　スラトは、イルアラが遠まわしに断っているのだと判断したらしい。


「あぁ、大事な人がいらっしゃると、おっしゃっていましたね？」


「？……そうじゃなくて、婚儀のことはしばらく考えないことにしたの。前にも少し話をしたけど、私が女王になるには足りないものがあって、それは、単に気持ちや知識の問題じゃないものなの。婚こん姻いんが王族の義務だってことも、最初は従うのが当たり前なのかもって思った。それは王女の私にできることだったから……」


　予想もしなかったイルアラの言葉に、スラトは緑の瞳ひとみを見開いた。


「でもわかったの。ないものを気にして、そんなふうに考えるのは違ちがうって。女王になるのは私なんだもの、婚儀のことだって議会や周りに振り回されないで、他国から夫を迎むかえることでタリマレイがどうなるのか、それを先に考えなくちゃいけなかったのに」


「なるほど、それが貴方の答えか」


　スラトは楽しそうに微笑ほほえんだ。


「でも、そう気づけたのもスラト王子のおかげなの。貴方はきちんと自分の意志があって、迷いがなく見えたから、自分が恥はずかしかったわ。すべきことも考えずに、できることだけしてたんじゃ駄だ目めなのにね。おかげで、もっと頑がん張ばれそうな気がする。ありがとう」


　感謝の気持ちを込めて、イルアラは礼を告げた。


　緑の瞳が一いつ瞬しゆんまぶしそうに細められ、この話はここで終わりだと承知したのか、スラトは表情を引き締しめる。


「ファラーサ国王陛下にもお話しさせていただいたが、スロワネア公国の動きが気になる。今回ご迷惑をかけたことについて……わが国も含ふくめ、無関係だとは思えない。かの国の動きには、重々ご注意くださるように」


　イルアラは、ルリガダ国に短剣クフアンジヤルが持ち込まれた経けい緯いについて、宝石商人であるジンシーの風ふう貌ぼうや詳しよう細さいについてスラトに伝えていた。だが、そこにスロワネアまで関わってくるとなると、今後も警けい戒かいは怠おこたれない。


　イルアラは無事の再会を願って、まだ包帯の巻かれている手を差し出した。


「どうか、スラト王子もお元気で」


　スラトはついと膝をつくと、イルアラの手をそっとすくい上げ、その甲こうに軽く唇を落としてささやいた。


「……ジャヌーム。貴方が幸せであるように。誇ほこり高き魂たましいに、再びまみえんことを」


　わずかにきついまなじりの、緑の瞳でイルアラを見つめると、スラトは武人らしい身のこなしで背を返し歩み去った。


　少し離はなれた場所にいた、エンハスの肩かたを叩たたき何か声をかけている。


「まったく……罪なお人ですね。麗うるわしい光の貴方」


「ぅわ、びっくりした！　シ、シーハン様どうされましたの？」


　唐とう突とつに背後から耳元でささやかれ、イルアラは思わず条件反射であとずさる。


「スラト王子に、ああいわせるとはたいしたものです。『ジャヌーム』とは、ルリガダで『私の心・私の命』という意味だ。彼は剣一筋で、大変堅かたい王子だと知られていましたからね。まぁ、まだまだ私の愛のささやきには及びませんが。王子も情熱的になられた」


　一人うなずきながら、相変わらず弁べん舌ぜつ滑なめらかなシーハンに、イルアラはしばしうろんな眼まな差ざしを送る。


「イルアラ王女、先ほど少しだけファラーサ王にお時間をいただきました。以前お会いした際の、貴方との約束を違たがえるつもりもありません」


「い……いつの間に父さまに。それに約束とおっしゃられましても、さっそくタリアの部屋へ押しかけようとしたことは知ってます」


　怒いかりで半眼になるイルアラに、シーハンは懊おう悩のうするように額を押さえて首を振ふる。


「おぉ、責めたもうな私の太陽。愛の女め神がみに従属する身には、この国はあまりに花の香かが過ぎるのだ。しかし妹君の眩くらむばかりの美しさには、私も目を焼かれてしまいましたがね……」


　珍めずらしくシーハンはその口を濁にごらせ、目元を翳かげらせる。


　だが、すぐに気を取り直したのか、再び白い歯を見せると笑みを浮うかべた。


「いやいや、そのことではない。此この度の見合いについては、ルリガダ国の開港があるのではないかと小耳に挟はさんでおりました。ファラーサ王にもご相談し、わが国もその案には一口嚙かませていただきたい。経済的な助力が中心となるが、造船技師や港の建設技術については、タリマレイは多た彩さいな手法をお持ちだ。技術者の選出や細かなことはまた打合せを重ねよう」


　相変わらず抜ぬけ目のないシーハンの段取りの早さに、イルアラは感心しつつも鵜う呑のみにしてはなるまいと気を引き締める。


「ありがとうございます、とても嬉しい申し出ですわ。ただ、ルリガダ国については気になる動きもございます」


「スロワネアか……わかっておりますとも。わが国とも商船の行き来は頻ひん繁ぱんでしたゆえ。こちらでも、人をやっていたところです……あぁ、ちょうどこの者が……」


　シーハンが紹しよう介かいしようと半身を向けると、いつの間に近づいたのか大おお柄がらで無表情な男が立っていた。


　その人物はシーハンの肩に手を置いたかと思うと、そのまま首をぎゅぎゅっと絞しめ上げる。


「おいおい、ヒヤニそんなに力を入れたら息が止まって……しまっ」


　シーハンが相手の名前を呼ばなければ、暗殺者でも急きゆう襲しゆうしたのかと思うほど、その手には殺気が伴ともなっている。


「えぇ、息など止まればいいんです。今すぐその無む駄だ口ぐちを閉じてさしあげますよ」


　ヒヤニと呼ばれた男は幅はば広ひろの肩を持ち、スラトよりもさらに重みのある武人らしい空気を放っていた。


　まっすぐな漆しつ黒こくの黒くろ髪かみが背でゆるく束ねられ、腕うでや足にある籠こ手てや脛すねあてに、バラーバル正規軍の紋もん章しようがあることから、軍属の人間だろうと察しがつく。


　イルアラが振り返ると、船着場には小さいながらも、貴人を乗せるための目め隠かくしの多い小船ドーニが乗りつけられていた。


「シーハン様のお迎えでしたのね。でもそれ以上絞められると顔色が……」


　だんだん色の悪くなる唇くちびるに、見かねてイルアラが声をかける。男は仕方がないとばかりに手を離し、まったく悪びれない棒読み口調で告げた。


「おや、いけません。これも心からの忠誠によるがゆえの行いです、我が王よ」


「……ゲホッ！　馬ば……鹿か、お前今かなり本気だったろ。主を敬おうという気持ちが、日ひ頃ごろから……」


　わずかに涙なみだ目めのシーハンが文句を言うが、ヒヤニはいっこうに気にしたようすもなく答える。


「まったく、この不ふ肖しよう者には申しひらきもございません。長旅を終え、帰国してみれば貴方あなたはいらっしゃらない。私わたくしなど職務に忠実な犬に過ぎませぬ。主を見失えば、出来ることなど挙兵してさしあげることぐらいですよ？　他ほかに能のない軍人ですゆえ」


　淡たん々たんとした口調にそぐわない、怒りを視線に浮かべたヒヤニに、シーハンは苦く笑しようしてその背を叩いた。


「イルアラ王女、申し訳ない。忠実なる臣下が迎えにきたとあれば、愛の旅人もひとまず旅じまいせねばなりますまい。また必ずや近いうちに貴方のもとへ……」


　言う側から、迎えに引きずられて行くシーハンに、イルアラは「お元気で」と手を振るしかなかった。





　主の首根っこをつかみ、絶対に逃のがすまいと小船ドーニに放ほうり込もうとするヒヤニは、鋼はがねのように鋭するどいシーハンの視線に問われ動きを止めた。


「で、どうだ？　きな臭くさいあの国は。ここにも動きはあったぞ、スロワネアからルリガダへの輿こし入いれも裏があるようだな。これからもしばらく、西は見張る必要があるだろう」


「スロワネアの火の粉はじきに燃えます。まったくあのような……」


「まぁ、身内同士の血なまぐさい話など、別段珍しくもないだろう。今の俺たちだって、まだ完全に火を消し止めたわけじゃない。あぁ、そうだ、王宮での狩りの成果はどうだ？」


「申し訳ございません、若じやつ干かん狩り残しがあるようです」


「すばしこいのがいるな。まぁいい、じっくり巣穴を探してやるさ」


　それもまた楽しみだと言いたげなシーハンの笑みに、ヒヤニは畏かしこまってうなずく。


「御ぎよ意いに……。ですが、だからといって今回のことは帳消しになりませんから。帰国されましたら報告書に決裁書と、山積みです。お覚かく悟ごを」


　不ふ穏おんな会話を打ち切ったヒヤニは、まったく手を緩ゆるめることなく主を船に積み込むと、長々とした別れの挨あい拶さつに持ち込まれる前に、さっさと出航させてしまった。





　騒そう々ぞうしく、バラーバルへ向かう小船ドーニが出たあとに、ルリガダ国への帰路についた一行を乗せた小船がつづく。


　客人たちが一挙に引きあげて行くと、見送りの一同もほっとして疲ひ労ろう感かんをあらわにした。


　中でも、シーハン王の相手をしていたイルアラは心底ぐったりとしていたが、隣となりに立つエンハスの渋じゆう面めんに首をかしげた。


「……どうしたのエンハス？　恐こわい顔して」


「あいつ、思い切り人に嚙みついたほうの肩かた叩たたいていったんだよ」


　文句をいいつつ、肩をさするエンハスと共にイルアラは王宮へと戻もどった。


　見合いの件にも片がつき、滞とどこおらせてしまった講義も取り戻さなくてはならず、まとめるべき議案書もある。そして、剣けんの稽けい古こをつづけるのはもちろんのことだった。


「さぁ、忙いそがしくなるわね」


　嬉うれしそうにいうイルアラに、エンハスは笑えみを浮かべた。





◇◇◇







　森しん閑かんとした夜気の中、複数の丸屋根が連なる建物は、壮そう麗れいかつ独特の調和を見せている。


　その一室、ほの暗い部屋で主あるじは背もたれの高い椅い子すに腰こし掛かけ、呼びつけた男に背を向けていた。室内は、吐はく息が白く立ち上るほどの冷気に満たされている。


　背を向けたままの相手は、温度をまるで感じていないようだった。


「かように動けと、私が命じたか？」


　いたって穏おだやかにかけられた声に、ジンシーは深々と頭こうべを垂れた。


　スロワネア大公であったアーキム公を隠いん居きよさせ、いまや実質的に公国の権力を手にした人ひと影かげは、ひどくやさしい声こわ音ねで問う。


「私を、お前の扱あつかう愚ぐ図ずな貴族と同じに測ったか？」


「そのような……滅めつ相そうもございません。此この度たびの不始末は、全すべてブラギン侯こうの独断を御ぎよしきれぬ私の落ち度にございます」


　形ばかりは弁解を示しながら、それが相手に通用しているとはジンシーも思っていない。


　だが、そうした形式こそが今は必要だった。


　張りつめた静せい寂じやくのなか、相手はさも面めん倒どうだというように浅い息をこぼした。


「もうよい。去いね」


　冷ややかに退出を命じられ、ジンシーは速すみやかに部屋を出た。外気にさらされた回かい廊ろうでは、杖つえの立てる固い音も、降りだした雪空に吸い込まれて消える。


　──仕留めそこないはしたが……死者の国スフアルゲの門が歪ゆがみ始めたことで、水の大神シヤンナムも動くだろう。あの国はいずれ揺ゆれる。


　目ま深ぶかにかぶった外套の下、ジンシーは淡あわく笑みを刻んだ。











花はなに降ふる千せんの翼つばさ


碧へき翠すいの剣けん





月つき本もとナシオ
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